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I I I I はじめに はじめに はじめに はじめに 

  

 年賀寄附金（「寄附金付お年玉付郵便葉書及び郵便切手」に付加された寄附金）は昭和２５

年に始まり平成２２年度で６１年目を迎えました。これまでにご購入いただいた方々からの

寄附金は、平成２２年用の寄附金約３億９千万円を含み、累計約４６３億円にのぼります。

この寄附金は「お年玉付郵便葉書等に関する法律」の規定に基づき郵便事業株式会社がお預

かりし、社会福祉の増進、青少年の健全育成、地球環境保全等の１０の事業を行う団体に  

対し、総務大臣の認可を得て配分を行っています。 

 

 また、平成２０年用からは寄附の目的を地球環境の保全を図るための「温室効果ガス削減

への貢献」に限定した「カーボンオフセット年賀はがき」を初めて発行し、平成２０年用、

平成２１年用ともに１，５００万枚が流通いたしました。 

皆さまからの寄附金に加え、郵便事業株式会社がマッチング寄附金として同等額の寄附を

付加いたしまして、平成２２年度では約１億５千万円の寄附金を環境活動を行う非営利団体

に助成いたします。平成２１年度では、約４．１万トンのＣＯ２排出量を取得し、日本国   

政府の償却口座に平成２１年９月をもって移転完了し、これらＣＯ２排出量を全て無効化し

ました。これにより皆さまからの寄附金は、京都議定書に約束の排出量マイナス６％に貢献

いたしました。 

 

また、平成２２年度より排出権取得・償却事業では、温室効果ガス削減・吸収プロジェク

トであるクリーン開発メカニズム（ＣＤＭ）から得られる排出権に加え、新たに国内で実施

される温室効果ガス削減・吸収プロジェクトから得られる排出権（オフセットクレジット 

（Ｊ－ＶＥＲ））も対象としました。 

 

 さらに、地球温暖化防止活動事業を支援する寄附金を郵便事業会社が独自に用意し、森林

育成やＣＯ２削減に結びつく活動や啓発など、地球温暖化防止につながる活動を助成してい

ます。平成２１年度は１２件の活動に助成しました。 

 

 年賀寄附金及びカーボンオフセット年賀寄附金は公募申請を行い、配分事業決定のための

審査を社外有識者による「年賀寄附金審査委員会」及び「カーボンオフセット年賀寄附金  

審査委員会」が行います。また、配分いたしました事業の結果を評価するために同じく社外 

有識者による「年賀寄附金評価委員会」が設置されています。 

 

 平成２２年度は年賀寄附金配分事業には９０４件の申請を受け、２３６件への配分を決定

しました。 

カーボンオフセット寄附金配分事業には排出量取得・償却（無効化）事業助成プログラム

について２２件の申請を受け、１９件への配分を決定しました。さらに、地球温暖化防止  



- 2 - 

活動事業助成プログラムについては、２２件の申請を受け、１８件への配分を決定しました。 

カーボンオフセット寄附金配分事業の原資は、ゆうちょ銀行ＪＰバンクカードポイントの

交換による寄附金（８，８２５円）並びに平成２２年用カーボンオフセット年賀による寄附

金、平成２１年度カーボンオフセットかもめ～るによる寄附金及びその合計額と同等額の 

郵便事業株式会社からのマッチング寄附金との合計約１億５千万円により、助成事業を実施

します。 

 

平成２２年度分の審査経過及び結果についてはこの冊子にまとめています。配分された 

寄附金は寄附金付の年賀葉書及び年賀切手をご購入いただき、社会への貢献を果たす意思 

表示をされました皆さまから寄せられました貴重な浄財です。配分により事業を行う法人の

皆さまには、是非とも素晴らしい成果をあげて、社会の発展に尽くしていただきますように

お願い申し上げます。 
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Ⅱ Ⅱ Ⅱ Ⅱ 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 

１ １ １ １ 年賀寄附金審査委員長講評 年賀寄附金審査委員長講評 年賀寄附金審査委員長講評 年賀寄附金審査委員長講評 

                            年賀寄附金審査委員会 

                            委員長 太田 達男 

１１１１．．．．はじめに はじめに はじめに はじめに 

  「年賀寄附金審査委員会」は平成１７年に設置され、平成１８年度以降の配分申請を

審査し、配分する事業の選定を行ってきました。審査委員会は郵便事業株式会社に所属

しない社外有識者により構成され、変化する社会の要請に応えるための審査方針を決定

し、年賀寄附金配分審査を行い、透明性を確保するために関係する情報の公開を行いま

す。 

  この度、平成２２年度配分申請事業の審査を行いましたので、皆様に審査の経緯と  

結果をご報告申し上げます。 

 なお、年賀寄附金は昭和２５年度の配分を第１回として、平成２２年度で６１回目の  

配分となります。平成１９年１０月１日に日本郵政公社は民営化し、年賀寄附金配分  

事業は郵便事業株式会社が引き継ぎ、継続しています。 

 

２２２２．．．．平成平成平成平成２２２２２２２２年度審査年度審査年度審査年度審査におけるにおけるにおけるにおける３３３３つのつのつのつの優先留意事項優先留意事項優先留意事項優先留意事項 

今年度も昨年同様に次の留意事項３点を、優先配分事項といたしました。 

① 「車両購入プログラム」における、環境対応車への優先留意 

地球温暖化防止、環境意識の高揚が必要となっている状況で、年賀寄附金助成に

おいても環境対応車導入の盛り上げを意図しています。 

② 郵便資源を活用した案件への優先留意 

「郵便協働」は寄附金による助成金という資金面に加えて郵便事業の色々な  

リソース（例えば郵便事業社員のボランタリーな協力や郵便局舎の利用等）を社

会事業団体に活用いただくことにより、より効果的な事業の推進ができるのでは

ないかとの考えに基づくものです 

  ③「地域還元」を優先留意事項 

地域で集まった善意はその地域の活動に還元されることが寄附金付はがきを 

購入いただき寄附をいただいた一般の方々のお気持ちにそえるのではないかとの 

考えに基づくものです。    

「郵便協働」も地域の申請団体と地域の郵便事業との連携になりますので、   

「地域還元」と切り離して考えられない場合もあります。 

 

   以上、これら優先留意事項に基づき、申請される団体には事前に事務局に相談いただ

くこととし、発表前ＥＶ車や、地域の郵便事業との連携体制作り等に申請団体と事務局

とが協議を重ねてあたることといたしました。しかし、今年度は、事務局における地域
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還元活動を行う体制が十分ではなく、展開することができていません。次回以降もこの

３つの優先留意事項の内容の充実、継続に努めてまいりたいと考えています。 

 

３３３３．．．．平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度のののの申請申請申請申請・・・・配分及配分及配分及配分及びびびび優先留意事項優先留意事項優先留意事項優先留意事項のののの結果 結果 結果 結果 

(1) 申請・配分状況 

申請総件数は下表のとおり９０４件、申請総金額は約２３億円でした（前回はそれ

ぞれ９０８件、約２２億８千万円）。今回の配分総件数は２３６件、配分総金額は約  

４億円でした（前回はそれぞれ２６６件、約４億４千６百万円）。 

   次に、配分分野は社会福祉増進１７６件、青少年健全育成３８件、その他、地球   

環境保全、非常災害救助などを含め２２件でした。 

また、配分先法人はＮＰＯ法人１２４件、社会福祉法人８４件、更生保護法人８件、

公益社団法人１件、公益財団法人１件、特例民法法人１８件でした。前回はＮＰＯ  

法人１３０件、社会福祉法人１１１件、その他法人２５件でした。 

 

申請・配分の推移 

 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度 

申請総件数 ９５７件 ９０８件 ９０４件 

申請総金額 22 億 9,979 万円 22 億 7,766 万円 22 億 9,752 万円 

配分先総件数 ２９５件 ２６６件 ２３６件 

配分先総金額 4 億 8,264 万円 4 億 4,602 万円 4 億 46 万円 

 

配分分野の推移            単位：件 

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度  

申請 配分 申請 配分 申請 配分 

１  社会福祉の増進 ７９４ ２３６ ７６４ ２１０ ７３９ １７６ 

２  非常災害救助 ７ ５ ９ ５ ４ ３ 

３  特殊疾病研究 １４ ３ １１ １ ８ ０ 

４  被爆者援助 １ １ ０ ０ １ １ 

５  事故水害救助 ６ １ ４ １ ４ １ 

６  文化財保護 ８ ４ ３ ３ ７ ４ 

７  青少年健全育成 ９７ ３４ ９６ ３９ ９１ ３８ 

８  健康保持増進 １５ ４ ６ １ ２０ ５ 

９  留学生援助 ２ １ ３ ０ ３ １ 

１０ 地球環境保全 １３ ６ １２ ６ ２７ ７ 

１１ その他 － － － － － － 

合 計 ９５７ ２９５ ９０８ ２６６ ９０４ ２３６ 
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法人の推移             単位：件 

平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度  

申請 配分 申請 配分 申請 配分 

１ 社会福祉法人 ５８６ １４９ ５２９ １１１ ５３４ ８４ 

２ 更生保護法人 １０ ７ ２６ １１ ２０ ８ 

３ 社団法人 １８ ６ ２３ ８ － － 

４ 財団法人 ４４ １４ ３９ ６ － － 

５ ＮＰＯ法人 ２９９ １１９ ２９１ １３０ ２９８ １２４ 

６ 公益社団法人 － － － － １ １ 

７ 公益財団法人 － － － － １ １ 

８ 特例民法法人 － － － － ４９ １８ 

９ その他 － － － － １ － 

合 計 ９５７ ２９５ ９０８ ２６６ ９０４ ２３６ 

 注意：新公益法人法が平成２０年１２月１日より施行となり、平成２２年度の申請団体種別を｢公益社団
法人｣｢公益財団法人｣｢特例民法法人｣としています。 

 

(2) ３つの優先留意事項の実施 

① 「環境対応車両」の申請／採択実績は以下のとおりです。 

                        （申請／採択） 

・ 電気自動車：ＥＶ             ７件／７件 

・ プラグインハイブリッド自動車：ＰＨＶ   ０件／０件 

・ 天然ガス自動車：ＣＮＧ          ２件／２件 

車両購入全体の申請数は３０４件、うち環境対応車の申請件数は９件でした。

今回一般のハイブリッド自動車は、急激に普及し、車両価格の低下も見られること

から一般車両枠での申請としました。また、プラグインハイブリッド自動車は、  

一般への販売車両がないため、申請数は０件となっています。車両購入全体の採択

数は５８件、採択率は１９．１％でした。環境対応車の採択数は９件、採択率は  

１００％でした。審査は車両購入の審査において環境対応車両の審査を先ず行い、

次いで一般車両の審査を行いました。 

②  「郵便協働」は寄附金による資金に加えて郵便事業のリソースという資金以外の

ボランティア価値の提供を行い、社会事業団体の活動と連携して事業を推進した

いと考えるものです。これを優先留意の審査により審査を行いました。 

③  「地域還元」については、前回は南関東支社地域をモデル地域として、横浜地域

を主体として「地域還元」による申請をプロモートし、横浜開港１５０周年とい

う大きな記念イベントへの助成を行いました。今回は前回以上の地域還元活動を

行う体制が整わず、展開ができていません。今後も継続的に絵入りはがきの実績

データを取り、支社へ還元資金を示してプロモートを要請したいと考えています。 
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４４４４．．．．選考結果 選考結果 選考結果 選考結果 

(1) 適格性審査 

  先ずは申請書類が申請要件を満たしているかチェックを事務局が行います。これに

より要件不備となったものは８件で、申請取り下げとなったものは１７件です。昨年

の要件不備は１６件で全体の１．８％であり、今回は８件で０．９％と改善していま

す。申請書様式の改善と事務局問い合わせによる修正により要件不備申請が減少して

いるものと思われます。事務局はこの段階で申請要件不備の案件には申請団体に修正

をお願いしていますが、それでも０．９％が要件不備となってしまいました。   

   以下に要件不備及び取下げ案件の分類を示します。 

ア 最新決算時において法人設立後満１年を経過していないもの（２件） 

イ 大臣又は都道府県知事の意見書が添付されていないもの（２件） 

ウ 対象外の法人のもの（１件） 

エ 組立て式建物の新築工事が活動・一般プログラムで出されているもの（１件） 

組立て式建物の設置工事は施設改修での申請となります。また、施設改修は

修復・改築を対象としており、新築・増築は対象としておりません。 

オ 施設改修申請でパームデッキ新築工事のもの（１件） 

施設改修は修復・改築を対象としており新築・増築は対象となりません。 

キ ウッドハウス新築工事が機器購入で出されているもの（１件） 

ウッドハウスの設置工事は施設改修での申請となります。また、施設改修は

修復・改築を対象としており、新築・増築は対象となりません。 

ク 取り下げ（１７件） 

他の助成団体からの助成の決定あるいは内定があったため、年賀寄附金の 

申請を取り下げたものが１７件でした。また、そのうち４月末の配分決定を

待てない緊急性の高い案件のために申請を取り下げとなったものが３件で、

申請事業の遂行が出来なくなったため、申請を取り下げたものが１件ありま

した。 

 

(2)「車両購入」の審査 

先ずは、事務局において①申請金額、②助成金依存率（１００－自己負担率）、   

③当該団体における次期繰越金の収支差額の３条件について、いずれも低い数値を 

優先する偏差値を算出し、これをポイント化して優先順位をつけました。その後、  

これらについて審査委員会が報告を受け、検討しました。 

なお、審査委員会では、今回優先留意事項の環境対応車について一般の車両の審査

に先立って優先審査しました。 

 

 (3)「活動・一般プログラム」、「活動・チャレンジプログラム」、「施設改修」、「機器購入」 

   これらについては審査委員長を含む１４名の審査委員が、申請書類を各人８５件 
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程度審査しました。審査委員ごとの評価傾向のブレを防ぐために、審査案件１件につ

き２名の審査委員が審査し、５段階（是非取り上げたい案件５点、取り上げるべきで  

ない案件には１点、その中間段階にそれぞれ点数を割振る）の評点をつけました。  

同点になった場合のさらなる順位付けは上記（２）における３条件により行いました。 

 また、採点にあたり、特に「活動」については①社会的ニーズ・社会的波及効果、

②先駆性、③事業の実現可能性、④緊急性の４要素に着目し、審査を行いました。  

「活動」以外も特にこれらの要素のある場合は配慮を行っています。 

   さらに、今回の優先留意事項である「郵便協働」、「地域還元（今回なし）」、につい

てはそれに該当する案件を他の案件に先立ち、審査することにより優先留意しました。 

 

５５５５．．．．審査委員会審査委員会審査委員会審査委員会におけるにおけるにおけるにおける審議 審議 審議 審議 

    審査委員会において述べられた意見、審議されたポイントについて主なものは次の

とおりです。今後、検討を進めるべきこととして提起された検討課題もあります。 

ア 活動一般プログラム 

・ 地域に密着した市民活動の多様性を改めて認識できる好案件が多く見られた。 

・ これからの福祉活動の基盤を支えるプラットフォームになるプロジェクトや

調査・研究についての案件があり心強い。 

・ 企画の詰めの甘さや、助成金が貰えるなら実施しようという安易さを感じる

案件も見受けられた。 

・ 企画内容に輝きを持つものが少なく、やや平板であった印象がある。 

・ ＮＰＯ法人の申請比率が高まっている。地域に根ざした地道な活動（障害者

支援・電話相談など）もあるが、計画性に乏しいものも散見された。 

・ ＮＰＯ法人からの申請が多いが、ＮＰＯ法人本来の先駆性や社会性に富んだ

申請が増えることが期待される。 

・ 世相を反映した活動（外国人看護師の異文化コミュニケーション・地域福祉

拠点としてのワンストップサービスなど）が幾つかあり、今後の成果が期待

される。 

・ 「地域コミュニティで暮らす人たちの潜在的な力を引き出し、高めていこう

としているか」という部分もしっかりと評価していく必要がある。 

・ 申請額内訳で賃金の比重が高過ぎるものについては精査する必要がある。 

 

イ 活動・チャレンジプログラム 

・ 継続案件については、活動が期待以上に実施され、満足するべき水準にある

ものが多々見受けられ心強い。 

・ 継続申請の場合、もう少し今までの実績と効果を具体的に記載して貰いたい

と思うものがあり、今後の改善に期待したい。 

・ 継続申請の場合、その意味をホップ、ステップ、ジャンプのように将来の成
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長に向けた計画性を持って捉えていただくとなお良い。 

・ 継続案件では、事業を数年に渉り展開する中で、新たな課題を「発見」する

ことでより活動の幅の広がりを予感させるものがあり、継続助成の意義は十

二分にあると感じられる。 

・ 助成を契機に組織・団体のステップアップを目指す中・長期的な視点のある

申請は高く評価した。 

・ 地域コミュニティをベースとした申請案件については、様々な人たちや他団

体からの協力が得られているかについても評価のポイントとした。 

・ 新規案件が減少傾向にある。活動の継続性が担保されないことへの不安もあ

るかもしれない。 

・ 活動実施に必要な家賃負担や、国際的支援事業における海外からの渡航費用

などについては、どこまで助成対象とするか今後検討が必要。 

・ 継続案件の審査においては、過去の審査委員の評価及び意向がもう少し判り

易い形で反映されると、どのような経緯で活動してきているか判断し評価し

易くなる。 

・ 継続案件については、今までの成果や反省点に関する分析、自己評価、改善

点等についての記載を義務付けることを検討してはどうか。 

・ 郵便協働により、地域作りや人と人との関係性を強化出来るような申請が期

待される。 

 

     ウ 施設改修・機器購入・車両購入プログラム 

・ 申請の中には、省エネや節水など環境に配慮した提案も多く見受けられた。

申請団体のこのような努力については評価したい。 

・ 施設改修の申請団体の内、４２％が保育所関係団体となっていた。本来なら

ば、行政が負担するべき助成内容だと思われる部分もある。 

・ 社会福祉事業の民間性を自覚し、施設内サービスとして必須の居・食・住に

ついての定期的メンテナンス及び整備を行う事業計画をきちんと立てるべき

である。申請の中には、潤沢な繰越金がありながら、施設の外壁・内装の   

劣化がひどい状態となっているものもあり、このような申請に対する助成の

意味があるのか疑問に思うこともあった。 

・ 審査にあたっては、地域コミュニティとの連携の可能性についても、評価  

対象ポイントとした。 

・ また、目的の重要性・緊急度・社会性・法人の姿勢・過去の助成金への申請

と受給状況なども、評価対象ポイントとして考慮している。 

・ 備品の購入案件について、トラクター、車両などリース契約が可能なケース

について、今後どのように考えるかの協議・確認が必要だと思われる。 

・ 特別養護老人ホーム等の介護保険事業関係申請案件を配分対象とすることの
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是非を検討する必要がある。 

・ 地デジ対応やＬＥＤ照明導入については、多くの法人にとって共通する案件

であり、また、義務的経費であるので、寄附金によってどこまで支援するか

対応方針を検討したい。 

・ 依然として、施設改修・設備・機器更改の費用の積立金不足を助成で補填し

ようとする案件が見受けられる。これらの申請に対する採択ガイドラインを

設けることを検討する必要がある。 

・ 経費内訳が大雑把で機材の価格妥当性が疑われるものが散見された。妥当性

についての判断基準については検討の余地がある。 

 

   エ 全般的感想 

 （今後の助成の方向性） 

・ 寄附金を有効活用するためにも助成事業の成果を調査し、社会貢献事業に 

取組む関係者に発信し、社会力を生み出す原動力となってほしい。 

・ 寄附金減少傾向の歯止めが掛からないとすれば、施設改修（減価償却費用と

して負担すべき案件）は対象外とするなど、今後は対象範囲を絞る検討をす

る必要がある。一方で、小額でも効果的な活用が可能な新分野（地域の伝統

文化芸術の保存、国際ＮＧＯの活動支援など）についても検討することも  

考えるべきではないか。 

・ 非営利事業を支えるための資金循環経路も変わる必要がある。税や社会保険

の仕組みとは違う形で、市民（個人）の所得や資産が「新しい公」の経営   

資金として供給（移転）されるパイプとそのための新しい仕組みやシステム

作りが必要となる。 

・ また非営利法人の経営能力の向上を計る試みを支援する仕組も検討する必要

があるのではないか。 

・ 社会に必要とされる人材育成、高齢者、子どもや障害者などの生活・就労  

支援のために、年賀寄附金が活かされる事に意義がある。 

・ 過去に助成が否決され続けている（ほとんど同内容での）継続的な申請案件

について、申請の相談に乗るなどの対策を検討した方が良いのではないか。 

  （申請内容・申請分野）  

・ 社会貢献型組織の経営基盤が厳しい現状において、必要性から他団体との 

連携や協働する形が増えてきている。この新潮流は様々な がりを生み、  

地域コミュニティの再生に がると思う。 

・ 自己資金比率が極端に低い申請も見受けられるが、自己資金は事業を企画す

る上で当然用意するべきものである。自己資金の準備なしに事業の準備が 

出来るとは思えないので、このような申請に対して積極的に採択しようと 

いう気持ちがわかない。 
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・ 民主党政権は障害者自立支援法の廃止を決めたが、同法関連事業の補助申請

が目立っているので、同法廃止後の影響が懸念される。 

・ 先駆性を感じさせる案件の比率が低く、申請事業の内容説明の記述が不明瞭

なものが散見される。事業内容の説明を明瞭にすること、また、ホームペー

ジ開設や内容の充実、会計情報の公開など積極的な情報公開が求められる。 

・ 地方財政の逼迫により主たる糧道を断たれつつある現状において、社会福祉

法人やＮＰＯ法人は、行政依存から脱し、持続可能なソーシャルサービスの

事業主体として自立する必要がある。 

・ 自殺や家庭内での不幸な事件が多い中、より良い社会環境を作る礎となるに

資する案件として、子どもや精神的に病んでいる方のための案件は評価をし、

助成をしたいと感じた。 

・ また、高齢者福祉については、当事者もさることながら、職員の労働環境など

を改善するような案件についても緊急性が高いと考え、こちらも相当の評価

した。 

    （手続き関係） 

・ これまでに年賀寄附金助成を受けたかどうかだけではなく、いつ、どのよう

なテーマで、いくらの助成を受け、その結果がどうであったかを一覧表にし

て提出するようにしてもらうと、より申請団体の事業に対する姿勢が見え 

易くなるのではないかと思う。 

・ 次期繰越金１億円以上の使途予定には、必ず金額を明記するように指示して

頂きたい。大規模団体・繰越余剰金が大きい団体は、他の団体に比べて資金

余力が大きく、自己解決能力があるのではないか。このような団体よりも  

資金ニーズの高い団体への助成がより重要ではないのか。より多くの団体に

助成採択の経験を持って貰うことで助成の裾野が広がるのではないか。 

・ 配分助成の決定期間を短縮する、もしくは、後期分の配分を年度末ではなく

１２月～１月に変更することの検討が必要かもしれない。後期の配分が年度

末であるため、「他事業からの借り入れとなり、他事業の圧迫に がり、運営

が困難になる」との意見が申請団体から出ている。 

・ 配分事業の実施が５月以降だと、｢４月に事業が実施できず年度計画が立てに

くい面もあり、事業の継続性からも不便である」と申請団体からの意見が  

ある。 

（周知広報） 

・ 申請団体には著名な団体も数多くあるので、採択された団体にはより積極的

に年賀寄附のＰＲをして頂くように要請していくべきである。また、地域づ

くりや広義での郵便事業との協働による地域のネットワーク、人づくり、  

生きがいづくり、地域の持続性にプラスとなる助成を小額でも実施し、それ

を全国の郵便事業株式会社の支店、郵便局で積極的にＰＲしていくことも 



 - 11 - 

大切である。 

・ 施設改修では地域に根ざした施設が多いことを考えると、日本郵政グループ

として、地域の寄附をより掘り起こすことが出来るような社会貢献活動を 

展開できないかと感じる。 

（その他感想） 

・ 昨年来の未曾有の経済不況の影響を受け、行政や一般からの支援が削減され

ている状況下において、例年よりも一段と年賀寄附への期待が高まっている

という印象を受ける。 

 

６６６６．．．．次回申請次回申請次回申請次回申請へへへへ向向向向けてのけてのけてのけての検討事項 検討事項 検討事項 検討事項 

(1) ３つの優先留意事項について 

     ３つの優先留意事項となっている「環境対応車」、「郵便協働」、「地域還元」につい

て、今後の更なる拡がりへ向けた取組を行ってまいります。昨今の環境問題への意識

の高まりを反映して、環境対応車両への申請もＥＶ、プラグインハイブリッド、ＣＮ

Ｇと多岐に渡っています。郵便協働においては事例も増えてきており、全国の郵便 

事業株式会社の支店、郵便局での積極的なＰＲも含め、今後の更なる展開への取組を

実施したいと考えます。地域還元についてはモデル地域を増やし、地域活性化に結び

つく対策を実施していきます。 

 

(2) 評価委員会について  

実施事業の評価を行う独立した評価委員会を、昨年度に発足を予定しておりました

が準備が整わず、平成２２年度に発足することとなりました。 

郵便事業株式会社に所属しない外部有識者により構成される第三者委員会となっ

ており、助成事業の目標達成度や発生した課題に対する評価・分析を客観的な立場か

ら実施します。そのフィードバックを行うことにより、より社会貢献度の高い助成 

事業を産み出す原動力となるよう取組を実施していきます。 

 

 (3) 意見書について 

意見書については、お年玉付郵便葉書等に関する法律施行令２条２項により、添付

が義務付けられています。しかし、都道府県によって同書類の扱いが様々であるとい

う実情や、現在の法制や社会情勢が政令の制定時期とは必ずしも同じ状況にないこと

を考えると、申請書への意見書添付の必要性の有無について検討する必要があるかと

考えています。 

 

 (4) 年賀寄附事業の普及啓蒙活動について 

    社会的状況の変化に加えて、昨年来の経済不況の影響もあり、助成事業に対する   

期待は一層の高まりを見せています。このような状況下において、助成事業のあり
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方を今一度見つめ直し、より効果的なサービス提供の仕組みを構築したいと考えて

います。地域密着型の普及啓蒙活動の強化、各地域の郵便事業との協働による地域

ネットワークの強化、更にはＩＴ等の活用によるタイムリーな情報発信など、今後

もサービスの充実に向けた様々な取組を実施予定です。 

郵便事業のＣＳＲ活動及びその一環となる年賀寄附金、カーボンオフセット年賀

寄附金、そして平成２２年度より新たに公募が開始された動物愛護寄附金助成に 

ついても、最新の動向をタイムリーに情報発信するために、現在のホームページに

加え、郵便ＣＳＲブログ（http://blog.post.japanpost.jp/csr/）も開設してい  

ます。 

 

                                     以上 

 

 

http://blog.post.japanpost.jp/csr/
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１．申請状況 

平成２２年度年賀寄附金配分申請は、平成２１年１０月１日～同年１１月３０日の

２か月間にわたり受付けを行いました。申請状況は以下のとおりです。 

            単位:件数（件）、申請額（万円）、その他（%） 

注：各項目の数値は四捨五入したものであるため、各項目の合計値と一致しないことがあります。 
 
参考：平成２１年度申請          単位:件数（件）、申請額（万円）、その他（%） 

 注：各項目の数値は四捨五入したものであるため、各項目の合計値と一致しないことがあります。 

 

 

(1) 申請件数と配分金額の推移       (2) 団体種別申請件数の比較     

    

            

    

    

    

    

    

    

 

平成２２年度申請     

件数 構成比 前年比 申請額 構成比 前年比 

活動 179 19.8 103.5 37,312 16.2 112.3 

一般プログラム 106 11.7 103.9 33,807 14.7 113.4 

チャレンジプログラム 73 8.1 102.8 3,503 1.5 102.3 

施設改修 172 19.0 110.3 57,269 24.9 108.8 

機器購入 249 27.5 89.2 62,963 27.4 89.1 

車両購入 304 33.6 101.3 72,208 31.4 101.4 

合計 904 100.0 99.6 229,752 100.0 100.9 

平成２１年度申請     

件数 構成比 前年比 申請額 構成比 前年比 

活動 173 19.1 80.5 33,223 14.6 87.8 

一般プログラム 102 11.2 88.7 29,800 13.1 90.0 

チャレンジプログラム 71 7.8 71.0 3,423 1.5 72.6 

施設改修 156 17.2 121.9 52,653 23.1 130.0 

機器購入 279 30.7 95.2 70,660 31.0 91.7 

車両購入 300 33.0 93.5 71,229 31.3 95.5 

合計 908  100.0 94.9 227,766 100.0 99.0 

申請件数 

配分額 

年度 

〔社団法人〕 

〔社会福祉法人〕     〔ＮＰＯ法人〕 〔更生保護法人〕 

〔財団法人〕 

〔特例民法法人〕   

〔公益社団法人〕 

〔公益財団法人〕 
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２．配分状況 

平成２２年５月２０日、総務大臣の認可を受け、次のとおり決定いたしました。 

 

平成２２年度配分                      単位：件数（件）、配分額（万円）、その他（％） 

平成２２年度配分   

件数 構成比 採択率 前年比 配分額 構成比 採択率 前年比 

活動 108 45.8 60.3 106.9 16,332 40.8 43.8 113.7 

一般プログラム 43 18.2   40.6  104.9 13,210 33.0 39.1 115.2 

ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 65 27.5   89.0 108.3 3,122 7.8 89.1 108.1 

施設改修 31 13.1 18.0  88.6 8,506 21.2 14.9 102.1 

機器購入 39 16.5 15.7 69.6 5,815 14.5 9.2 65.7 

車両購入 58 24.6 19.1   78.4 9,393 23.5 13.0 71.9 

合計 236 100.0 26.1 88.7 40,046 100.0 17.4 89.8 

注：各項目の数値は四捨五入したものであるため、各項目の合計値と一致しないことがあります。 

 

【 参考 】平成２１年度配分             単位：件数（件）、配分額（万円）、その他（％） 

平成２１年度配分   

件数 構成比 採択率 前年比 配分額 構成比 採択率 前年比 

活動 101   38.0 58.4 109.8 14,359 32.2 43.2 108.9 

一般プログラム 41 15.4  40.2  105.1 11,471 25.7 38.5  107.9 

ﾁｬﾚﾝｼﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 60 22.6  84.5 113.2 2,888  6.5 84.4 113.3 

施設改修 35 13.2 22.4 100.0 8,328 18.7 15.8 109.6 

機器購入  56 21.1 20.1 76.7 8,849 19.8 12.5 65.4 

車両購入 74 27.8 24.7 77.1 13,067 29.3 18.4 93.7 

合計 266 100.0 29.3 90.2 44,602 100.0 19.6 92.4 

注：各項目の数値は四捨五入したものであるため、各項目の合計値と一致しないことがあります。 
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 ３．分野、法人、プログラム別 

 申請及び配分状況について、分野、法人、プログラム別に取りまとめました。 

(1) 平成２２年度申請 分野別・プログラム別                  単位：件 

 活動・一般 活動・ﾁｬﾚﾝｼﾞ 施設改修 機器購入 車両購入 合計 

1 社会福祉増進 48 43 149 210 289 739 

2 非常災害救助 1 1 1 1 0 4 

3 特殊疾病研究 0 0 0 8 0 8 

4 被爆者援助 0 0 0 1 0 1 

5 事故水難救助 1 1 0 1 1 4 

6 文化財保護 3 2 2 0 0 7 

7 青少年健全育成 39 21 16 6 9 91 

8 健康保持増進 3 3 1 12 1 20 

9 留学生援護 2 0 0 1 0 3 

10 地球環境保全 9 2 3 9 4 27 

合計 106 73 172 249 304 904 

(2) 平成２２年度申請 分野別・法人別                     単位：件 

 社会福祉法人 更生保護法人 特例民法法人 公益社団法人 公益財団法人 NPO 法人 対象外法人 合計 

1 社会福祉増進 502 20 9 0 1 207 0 739 

2 非常災害救助 2 0 0 0 0 2 0 4 

3 特殊疾病研究 1 0 6 0 0 1 0 8 

4 被爆者援助 0 0 1 0 0 0 0 1 

5 事故水難救助 0 0 2 0 0 2 0 4 

6 文化財保護 0 0 3 0 0 3 1 7 

7 青少年健全育成 10 0 22 1 0 58 0 91 

8 健康保持増進 10 0 1 0 0 9 0 20 

9  留学生援護 0 0 1 0 0 2 0 3 

10 地球環境保全 9 0 4 0 0 14 0 27 

合計 534 20 49 1 1 298 1 904 

(3) 平成２２年度申請 法人別・プログラム別                  単位：件 

 活動・一般 活動・ﾁｬﾚﾝｼﾞ 施設改修 機器購入 車両購入 合計 

社会福祉法人 9 7 130 181 207 534 

更生保護法人 0 0 5 12 3 20 

特例民法法人 15 9 7 14 4 49 

公益社団法人 1 0 0 0 0 1 

公益財団法人 0 0 0 1 0 1 

ＮＰＯ法人 80 57 30 41 90 298 

対象外法人 1 0 0 0 0 1 

合計 106 73 172 249 304 904 
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(4) 平成２２年度配分 分野別・プログラム別               単位：件 

 活動・一般 活動・ﾁｬﾚﾝｼﾞ 施設改修 機器購入 車両購入 合計 

1 社会福祉増進 23 41 25 33 54 176 

2 非常災害救助 1 1 0 1 0 3 

3 特殊疾病研究 0 0 0 0 0 0 

4 被爆者援助 0 0 0 1 0 1 

5 事故水難救助 0 1 0 0 0 1 

6 文化財保護 1 2 1 0 0 4 

7 青少年健全育成 16 15 4 2 1 38 

8 健康保持増進 0 3 0 2 0 5 

9 留学生援護 1 0 0 0 0 1 

10 地球環境保全 1 2 1 0 3 7 

合計 43 65 31 39 58 236 

 

(5) 平成２２年度配分 分野別・法人別                   単位：件 

 社会福祉法人 更生保護法人 特例民法法人 公益社団法人 公益財団法人 NPO 法人 合計 

1 社会福祉増進 80 8 4 0 1 83 176 

2 非常災害救助 1 0 0 0 0 2 3 

3 特殊疾病研究 0 0 0 0 0 0 0 

4 被爆者援助 0 0 1 0 0 0 1 

5 事故水難救助 0 0 0 0 0 1 1 

6 文化財保護 0 0 2 0 0 2 4 

7 青少年健全育成 2 0 9 1 0 26 38 

8 健康保持増進 1 0 0 0 0 4 5 

9 留学生援護 0 0 0 0 0 1 1 

10 地球環境保全 0 0 2 0 0 5 7 

合計 84 8 18 1 1 124 236 

 

(6) 平成２２年度配分 法人別・プログラム別             単位：件 

 活動・一般 活動・ﾁｬﾚﾝｼﾞ 施設改修 機器購入 車両購入 合計 

社会福祉法人 4 7 16 15 42 84 

更生保護法人 0 0 2 4 2 8 

特例民法法人 5 7 2 2 2 18 

公益社団法人 1 0 0 0 0 1 

公益財団法人 0 0 0 1 0 1 

ＮＰＯ法人 33 51 11 17 12 124 

合計 43 65 31 39 58 236 
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４．都道府県別の申請及び配分状況 

 

                                                        単位:件数（件）、金額（百万円） 

平成２２年度 平成２１年度 平成２０年度 

申請 配分 申請 配分 申請 配分 
(支社) 

都道府県 
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 

(北海道)              

北海道 44 102 10 8 60 133  26 33 49 118 17 31 

(東北)             

青森県 18 43 1 1 5 10 1 2 9 23 3 5 

秋田県 4 9 1 1 12 33  4 8 5 19 1 5 

岩手県 6 13 1 1 7 17  3 8 7 12 4 6 

山形県 7 21 3 5 5 8  2 3 5 19 1 1 

宮城県 9 26 1 2 13 28  3 6 11 27 1 2 

福島県 15 43 3 1 16 33  8 15 18 51 2 3 

(関東)             

茨城県 5 8 2 2 7 16  2 3 10 23 6 6 

栃木県 4 11 1 1 14 42  3 3 13 28 4 3 

群馬県 4 14 1 2 8 14  2 3 13 21 6 8 

埼玉県 28 69 4 8 25 63  2 2 27 83 4 12 

千葉県 38 91 10 11 27 69  7 5 32 65 10 12 

(南関東)             

神奈川県 20 54 5 10 24 63  8 16 21 51 4 4 

山梨県 9 25 5 14 8 18  3 3 6 17 3 6 

(東京)             

東京都 90 234 34 71 113 328  38 97 109 277 28 49 

(信越)             

長野県 27 67 5 7 19 44  2 2 24 59 3 8 

新潟県 34 95 4 8 31 83  7 7 39 80 7 6 

(北陸)             

富山県 7 13 4 4 4 12  0 0 5 10 3 5 

石川県 6 14 3 4 15 44  3 8 9 20 4 9 

福井県 13 31 5 4 9 22  3 3 11 30 4 8 

(東海)             

静岡県 16 40 3 6 11 29  4 3 19 52 4 5 

愛知県 39 97 11 14 27 74  10 13 25 64 8 18 

岐阜県 12 34 1 3 13 33  2 4 15 33 6 10 

三重県 16 33 4 2 20 56  2 2 20 52 4 9 
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(近畿)             

滋賀県 27 64 7 14 22 53  7 8 26 68 8 12 

京都府 31 81 5 10 22 47  2 3 37 85 12 20 

奈良県 10 30 3 10 12 30  1 1 14 32 6 9 

和歌山県 10 19 3 4 16 39  3 4 18 52 5 14 

大阪府 72 185 16 30 56 147  15 28 86 185 32 44 

兵庫県 44 131 9 20 44 124  12 28 42 109 14 23 

(中国)             

岡山県 21 49 6 11 18 33  5 3 22 50 8 15 

鳥取県 9 19 4 6 5 14  2 5 7 15 3 5 

島根県 11 28 5 15 13 33  3 6 10 19 5 7 

広島県 28 78 7 18 25 60  6 7 23 50 10 20 

山口県 7 23 0 0 10 23  4 4 8 16 2 3 

(四国)             

香川県 8 25 3 7 5 8  2 2 4 10 1 1 

徳島県 2 4 1 1 8 16  4 7 3 9 1 1 

愛媛県 10 16 4 2 5 11  2 1 8 20 4 5 

高知県 5 14 1 4 10 19  5 6 10 22 6 13 

(九州)             

福岡県 36 96 10 15 45 108  14 23 38 95 15 22 

佐賀県 21 54 4 6 11 25  5 8 21 42 2 5 

長崎県 23 52 5 9 22 55  2 10 27 56 9 12 

大分県 10 19 6 11 7 14  3 6 10 24 3 3 

熊本県 23 66 4 9 24 54  11 18 17 46 5 11 

宮崎県 6 11 2 2 13 33  2 3 9 23 3 7 

鹿児島県 12 30 5 5 15 49  6 13 9 20 2 2 

(沖縄)             

沖縄県 7 16 4 5 7 11  5 7 6 16 2 1 

合 計 904 2,298 236 400 908 2,278 266 446 957 2,300 295 483 

注：申請金額及び配分金額は四捨五入したものであるため、各項目の合計値と一致しないことがあります。 

 

 



- 19 - 

３ ３ ３ ３ 年賀寄附金関係委員会年賀寄附金関係委員会年賀寄附金関係委員会年賀寄附金関係委員会    

 

１． 年賀寄附金アドバイザリー・グループ 

（年賀寄附金制度全般にわたりご意見をお伺いする） 

 

（平成２２年５月現在：五十音順、敬称略） 

加藤 広樹 財団法人トヨタ財団常務理事 

栃本一三郎 上智大学大学院総合人間科学研究科教授（総合人間科学部長） 

渡辺 光子 青山環境デザイン研究所 所長 

 

２． 年賀寄附金審査委員会 

（年賀寄附金配分の審査・選考を行う） 

 

（平成２２年５月現在：五十音順、敬称略） 

委員長 太田 達男 公益財団法人公益法人協会理事長 

阿部陽一郎 社会福祉法人中央共同募金会企画広報部副部長 

石崎  登 元財団法人三菱財団常務理事 

尾崎  雄 医療・福祉ジャーナリスト 

岸本 幸子 
特定非営利活動法人パブリックリソースセンター 

事務局長 

久留 義武 社団法人シルバーサービス振興会企画部長 

澤登 信子 ソーシャルマーケティングプロデューサー 

竹下 隆夫 立教大学コミュニティ福祉学部講師 

栃本一三郎 
上智大学大学院総合人間科学研究科教授（総合人間科

学部長） 

星野 智子 環境パートナーシップ会議 副代表理事 

目加田説子 中央大学大学院公共政策研究科教授 

惠 小百合 江戸川大学社会学部ライフデザイン学科教授 

森 信之 
財団法人ジョン万次郎ホイットフィールド記念 

国際草の根交流センター理事・事務局長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

渡辺 光子 青山環境デザイン研究所 所長 
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４ ４ ４ ４ 配分事業配分事業配分事業配分事業のののの流流流流れ れ れ れ 

 

 
   申請受付期間        

平成 21 年 10 月 1 日    
～11 月 30 日 

 
 
 
 
 
 

 
平成 21 年 12 月～      

 平成 22 年 3 月中旬 
 
 
 
 
 
 

平成 22 年 3 月中旬～    
5 月下旬 

 
 

平成 22 年 5 月下旬     
 

  
平成 22 年 6 月下旬     

 
 
 

平成 22 年 6 月～           
平成 23 年 3 月 

 
 

平成 22 年 6 月末日～    
各月末日 

 
 

配分事業完了月の翌月末   
 
 
 

平成 23 年 8 月             
 
 
 
 

平成 23 年 9 月頃          
 
 

 
※ 太線枠で囲んである事柄は、団体で行っていただくものです。 
 

申請手続 

① 配分申請事業の検討・配分申請書の作成 

・大臣又は都道府県知事の意見書の入手 

② 配分申請書の提出 

③ 受付確認はがきの受領 

審  査 

① 申請書類チェック・適格性審査 

② 審査委員内容審査・審査委員会 

③ 郵便事業株式会社決定 

自己評価書の提出 

実施計画書の提出 

配分事業の実施 

事業完了報告書の提出 

① 実地監査 

② ヒアリング評価予定（抽出） 

総務省への認可申請・総務大臣から認可 

配分団体の決定通知 

寄附金の配分 
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５ 配分決定事業別リスト 

 

（配分対象別・事業分類別・都道府県・申請受付番号順） 
 
 
 
 
 
  ※  事業概要は申請団体の年賀寄附金配分申請書に記載された内容を事務局において

冊子用にまとめたものです。 

     なお、団体名、事業概要等の公表につきましては、申請の際の条件としていたもの

です。 
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の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

（
一

般
の

外
国

人
に

対
す

る
指

導
法

と
異

な
り

当
支

援
室

対
象

者
の

法
的

立
場

と
社

会
的

環
境

、
ま

た
そ

れ
ぞ

れ
の

文
化

に
対

し
て

の
理

解
を

促
進

す
る

た
め

に
研

修
を

行
う

。
）
ｃ
.学

習
発

表
会

の
実

施
（
学

習
成

果
の

発
表

。
当

法
人

を
寄

附
金

に
よ

っ
て

支
え

て
く

だ
さ

る
方

々
に

も
そ

の
成

果
を

見
て

も
ら

い
今

後
の

運
営

へ
の

支
援

を
促

す
。

）
②

生
活

支
援

プ
ロ

グ
ラ

ム
対

象
者

（
支

援
生

）
の

た
め

の
１

泊
２

日
の

研
修

会
実

施
（
進

路
ガ

イ
ダ

ン
ス

、
相

談
員

と
支

援
生

の
個

人
面

談
、

支
援

生
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
相

互
理

解
の

場
を

提
供

す
る

。
）
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聴

覚
障

害
教

育
支

援
大

塚
ク

ラ
ブ

聴
覚

障
害

児
教

育
の

専
門

性
を

担
保

す
る

た
め

の
指

導
者

用
教

材
Ｄ

Ｖ
Ｄ

等
制

作
事

業

特
殊

教
育

か
ら

特
別

支
援

教
育

に
か

わ
り

、
旧

養
護

学
校

や
普

通
校

か
ら

聾
学

校
へ

の
異

動
者

が
増

え
て

き
た

。
旧

聾
学

校
免

許
状

も
無

く
、

聾
学

校
の

勤
務

経
験

も
な

い
職

員
は

手
話

の
世

界
に

驚
き

、
次

に
指

導
の

壁
に

突
き

当
た

る
。

本
事

業
で

は
、

失
わ

れ
つ

つ
あ

る
聾

教
育

の
専

門
性

を
維

持
向

上
さ

せ
る

た
め

、
ま

た
長

年
培

っ
て

き
た

技
術

や
経

験
を

、
聾

教
育

の
専

門
家

、
聾

学
校

校
長

会
等

の
協

力
を

得
て

理
想

的
な

聾
教

育
の

モ
デ

ル
と

し
て

教
材

化
し

継
承

す
る

も
の

で
あ

る
。

教
科

や
課

題
別

に
映

像
と

テ
キ

ス
ト

を
制

作
、

特
に

映
像

副
音

声
で

は
教

員
の

た
め

の
解

説
を

提
示

す
る

。
県

に
一

校
し

か
な

い
地

方
の

聾
学

校
で

は
専

門
性

の
維

持
は

深
刻

な
問

題
で

成
果

物
の

無
償

提
供

に
よ

っ
て

大
き

な
改

善
が

期
待

さ
れ

て
い

る
。
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こ

と
ば

の
道

案
内

視
覚

障
害

者
の

自
立

支
援

の
た

め
の

、
こ

と
ば

に
よ

る
道

案
内

作
成

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

の
開

発
と

道
案

内
制

作
事

業

○
具

体
的

に
、

札
幌

・
神

戸
・
和

歌
山

・
高

松
・
佐

賀
の

５
都

市
は

メ
ン

バ
ー

が
確

保
さ

れ
て

お
り

表
現

規
定

に
準

じ
た

道
案

内
制

作
ソ

フ
ト

を
開

発
す

る
こ

と
で

全
国

規
模

で
も

道
案

内
の

標
準

化
を

進
め

る
。

○
ソ

フ
ト

ウ
エ

ア
開

発
の

意
義

は
、

誰
が

制
作

し
て

も
同

じ
表

現
の

道
案

内
と

な
る

こ
と

と
、

視
覚

障
害

で
も

利
用

で
き

る
こ

と
に

あ
り

ま
す

。
○

ソ
フ

ト
開

発
後

、
首

都
圏

で
新

規
５

０
箇

所
の

道
案

内
を

制
作

し
検

証
し

ま
す

。
そ

の
後

、
各

地
に

て
現

地
の

視
覚

障
害

者
を

含
め

講
習

会
を

開
催

し
最

低
１

０
箇

所
程

度
の

道
案

内
を

制
作

し
、

延
べ

１
０

０
箇

所
を

追
加

し
た

Ｃ
Ｄ

（
視

覚
障

害
者

向
け

デ
ィ

ジ
ー

版
）
を

制
作

提
供

し
ま

す
。
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活
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シ

ー
ズ

・
市

民
活

動
を

支
え

る
制

度
を

つ
く
る

会
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

の
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

を
確

保
す

る
た

め
の

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
会

計
基

準
普

及
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

当
事

業
で

は
、

会
計

基
準

策
定

後
の

普
及

の
フ

ェ
ー

ズ
に

焦
点

を
当

て
、

社
会

福
祉

を
は

じ
め

と
す

る
Ｎ

Ｐ
Ｏ

全
体

の
発

展
に

つ
な

げ
、

社
会

福
祉

の
向

上
に

資
す

る
。

具
体

的
に

は
①

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
会

計
基

準
の

説
明

会
（
全

国
の

主
要

Ｎ
Ｐ

Ｏ
支

援
団

体
お

よ
び

関
係

者
を

集
め

基
準

説
明

会
を

行
な

う
）
。

②
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

を
と

り
ま

く
関

係
者

へ
の

周
知

・
普

及
・
啓

発
（
勉

強
会

開
催

や
各

地
説

明
資

料
や

Ｑ
＆

Ａ
集

を
作

成
と

配
布

）
。

③
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

の
所

轄
庁

へ
の

周
知

と
様

式
例

変
更

の
働

き
掛

け
。

④
会

計
士

・
税

理
士

へ
の

周
知

、
勉

強
会

開
催

。
⑤

会
計

基
準

に
準

拠
し

た
年

度
末

決
算

が
で

き
る

よ
う

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
向

け
の

サ
ポ

ー
ト

活
動

を
行

な
う

。
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サ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

横
浜

市
営

地
下

鉄
、

横
浜

高
速

鉄
道

全
駅

・
ま

ち
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

案
内

マ
ッ

プ
制

作
・
提

供
事

業
【
郵

便
資

源
活

用
に

よ
る

協
働

事
業

】

「
横

浜
市

地
下

鉄
駅

・
ま

ち
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

案
内

」
冊

子
（
全

１
３

２
項

）
を

作
成

・
発

行
し

、
各

種
障

が
い

者
団

体
や

神
奈

川
県

立
支

援
学

校
、

観
光

案
内

所
、

郵
便

局
等

の
協

力
の

も
と

に
無

償
配

布
を

行
う

。
障

が
い

者
や

高
齢

者
な

ど
、

交
通

弱
者

の
方

々
に

利
用

し
や

す
く
わ

か
り

や
す

い
地

下
鉄

駅
・
ま

ち
の

案
内

（
郵

便
局

）
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

情
報

を
提

供
す

る
事

業
。

平
成

２
１

年
度

実
績

成
功

事
例

を
全

国
展

開
す

る
た

め
の

ス
テ

ッ
プ

と
し

て
、

市
営

地
下

鉄
２

号
線

、
横

浜
高

速
鉄

道
１

路
線

全
４

８
駅

の
駅

構
内

の
バ

リ
ア

フ
リ

ー
施

設
整

備
状

況
及

び
横

浜
市

内
全

郵
便

局
３

３
９

局
（
Ａ

Ｔ
Ｍ

含
む

）
の

バ
リ

ア
フ

リ
ー

調
査

を
協

働
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
と

し
て

実
施

し
冊

子
の

巻
末

に
郵

便
局

一
覧

表
を

掲
載

す
る

。
各

種
障

が
い

者
の

方
が

間
違

い
な

く
安

心
し

て
適

切
な

施
設

を
利

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

実
施

に
当

た
っ

て
は

郵
便

局
の

協
力

を
得

て
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

ま
ち

の
案

内
推

進
ネ

ッ
ト

と
協

働
で

実
施

す
る

も
の

で
す

。
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難

民
支

援
協

会
日

本
に

逃
れ

て
き

た
難

民
の

た
め

の
、

情
報

の
電

子
化

・
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
化

及
び

調
査

事
業

難
民

と
は

命
の

危
険

か
ら

逃
れ

て
き

た
人

々
で

あ
り

、
そ

の
個

人
情

報
は

敵
対

者
に

知
ら

れ
る

と
本

人
や

家
族

の
命

を
も

危
険

に
晒

し
う

る
な

ど
命

と
同

じ
ほ

ど
に

重
い

。
当

協
会

は
信

頼
関

係
の

基
、

難
民

の
個

人
情

報
を

紙
面

文
書

で
管

理
し

て
き

た
。

本
事

業
で

は
個

人
情

報
を

電
子

化
し

、
管

理
の

質
を

落
と

さ
ず

に
深

刻
な

管
理

ス
ペ

ー
ス

不
足

や
ア

ク
セ

ス
の

不
便

さ
を

解
消

す
る

こ
と

で
、

支
援

サ
ー

ビ
ス

の
迅

速
・
効

率
化

す
る

。
ま

た
、

難
民

は
そ

の
特

殊
な

事
情

に
よ

り
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

が
、

現
在

、
ニ

ー
ズ

の
把

握
は

客
観

的
デ

ー
タ

に
十

分
に

基
づ

い
て

は
い

な
い

。
本

事
業

で
は

デ
ー

タ
ベ

ー
ス

を
構

築
し

、
難

民
の

ニ
ー

ズ
を

的
確

に
把

握
・
分

析
調

査
を

行
い

、
得

ら
れ

た
支

援
上

必
要

な
知

識
を

報
告

会
（
初

年
度

２
回

）
を

通
し

て
難

民
支

援
関

係
団

体
、

弁
護

士
、

研
究

者
で

共
有

す
る

。
当

協
会

Ｈ
Ｐ

や
メ

デ
ィ

ア
で

の
公

開
を

通
じ

て
、

市
民

社
会

全
体

に
寄

与
し

て
い

く
。
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Ｈ

Ａ
ＩＣ

Ｓ
研

究
会

訪
問

看
護

師
に

対
し

在
宅

ケ
ア

で
の

感
染

予
防

を
分

か
り

や
す

く
効

果
的

に
教

育
す

る
た

め
の

ビ
ジ

ュ
ア

ル
教

材
を

開
発

す
る

事
業

２
０

０
７

年
よ

り
訪

問
看

護
師

を
対

象
に

感
染

予
防

に
関

す
る

知
識

・
技

術
を

向
上

さ
せ

る
た

め
の

教
育

手
法

を
検

討
確

立
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
調

査
研

究
活

動
を

続
け

て
い

る
。

そ
の

成
果

と
し

て
現

在
ま

で
に

「
訪

問
看

護
師

の
た

め
の

在
宅

ケ
ア

感
染

予
防

テ
キ

ス
ト

」
を

作
成

し
、

ま
た

そ
の

テ
キ

ス
ト

を
用

い
て

「
訪

問
看

護
師

の
た

め
の

感
染

予
防

講
習

会
」
を

日
本

各
地

で
１

２
回

開
催

し
た

。
そ

の
過

程
で

、
テ

キ
ス

ト
の

写
真

、
図

だ
け

で
具

体
的

な
感

染
予

防
の

手
法

や
手

技
を

教
育

す
る

こ
と

は
限

界
が

あ
り

、
感

染
予

防
教

育
を

効
果

的
に

提
供

す
る

に
は

分
り

や
す

い
ビ

ジ
ュ

ア
ル

教
育

ツ
ー

ル
が

必
要

で
あ

る
こ

と
が

明
ら

か
に

な
っ

た
。

本
事

業
で

は
、

手
指

衛
生

（
手

洗
い

）
の

方
法

、
マ

ス
ク

や
エ

プ
ロ

ン
な

ど
個

人
防

備
具

の
装

脱
着

方
法

、
感

染
予

防
を

意
識

し
た

患
者

の
ケ

ア
や

医
療

器
具

の
扱

い
方

な
ど

、
訪

問
看

護
師

が
日

常
の

業
務

の
中

で
実

践
す

べ
き

感
染

予
防

の
手

技
や

方
法

を
動

画
を

用
い

て
分

り
や

す
く
教

育
す

る
事

を
目

的
と

し
た

ビ
ジ

ュ
ア

ル
教

材
の

開
発

を
目

指
す

。
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京

都
社

会
福

祉
法

人
　

ぶ
ど

う
の

木
障

害
者

・
高

齢
者

・
健

常
者

が
と

も
に

イ
ン

ク
ル

ー
シ

ヴ
な

社
会

を
共

有
す

る
た

め
、

「
バ

リ
ア

フ
リ

ー
ム

ー
ブ

メ
ン

ト
」
を

点
訳

・
音

訳
し

、
共

用
品

の
普

及
を

図
る

事
業

点
字

書
３

巻
、

Ｃ
Ｄ

１
枚

に
ま

と
め

て
、

全
国

の
点

字
図

書
館

、
公

共
図

書
館

、
盲

学
校

、
盲

人
福

祉
団

体
に

配
布

す
る

（
７

７
５

施
設

）
。

こ
れ

に
よ

り
視

覚
障

害
者

、
盲

ろ
う

者
、

知
的

障
害

者
、

車
い

す
障

害
者

、
高

齢
者

、
子

ど
も

な
ど

バ
リ

ア
を

持
つ

人
た

ち
へ

、
日

常
的

に
食

品
・
家

電
・
玩

具
・
書

籍
・
文

具
・

日
用

品
等

を
て

が
け

る
各

種
企

業
・
団

体
が

様
々

な
共

用
品

を
製

作
提

供
し

て
い

る
事

実
を

明
ら

か
に

し
、

そ
の

接
点

か
ら

更
な

る
共

用
品

普
及

の
可

能
性

を
高

め
ら

れ
る

。
そ

の
結

果
、

現
状

へ
の

認
識

深
ま

る
こ

と
に

よ
り

、
障

害
者

の
社

会
参

加
が

容
易

に
な

る
。

本
書

は
そ

の
貴

重
な

て
び

き
と

い
え

る
。

4
,
6
5
4
,
0
0
0

0
0
7
2
4

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
子

ど
も

Ｎ
Ｐ

Ｏ
・
子

ど
も

劇
場

全
国

セ
ン

タ
ー

日
本

の
「
入

院
病

児
の

心
を

癒
す

ホ
ッ

と
ア

ー
ト

プ
レ

ゼ
ン

ト
」
を

継
続

実
施

す
る

た
め

の
市

民
寄

附
基

盤
開

発
事

業
～

公
費

だ
け

に
頼

ら
な

い
小

児
医

療
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
向

上
を

実
現

す
る

市
民

寄
附

サ
イ

ト
の

構
築

・
運

用
開

発
～

「
入

院
病

児
の

心
を

癒
す

ホ
ッ

と
ア

ー
ト

プ
レ

ゼ
ン

ト
」
は

、
厳

し
い

闘
病

生
活

を
送

る
長

期
入

院
児

と
そ

の
保

護
者

を
対

象
と

し
、

病
児

の
病

棟
内

で
ワ

ク
ワ

ク
す

る
プ

ロ
の

公
演

を
実

施
す

る
こ

と
で

病
児

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
向

上
す

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

。
Ｈ

２
０

年
か

ら
助

成
金

に
よ

っ
て

開
発

し
、

病
児

・
保

護
者

・
医

療
関

係
者

か
ら

高
く
評

価
さ

れ
継

続
実

施
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

本
事

業
は

戦
略

委
員

会
を

設
置

し
、

日
本

の
小

児
科

病
児

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
向

上
す

る
「
ホ

ッ
と

ア
ー

ト
プ

レ
ゼ

ン
ト

」
の

有
効

性
を

広
く
周

知
し

、
全

国
の

小
児

病
棟

に
継

続
的

に
普

及
実

現
す

る
た

め
の

、
市

民
・
企

業
か

ら
資

金
・
寄

附
を

集
め

る
た

め
の

、
「
信

頼
・
公

正
・
ウ

ィ
ン

ウ
ィ

ン
・
成

果
・
ア

カ
ウ

ン
タ

ビ
リ

テ
ィ

」
を

保
証

し
た

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

サ
イ

ト
の

構
築

と
、

市
民

の
共

感
を

得
て

行
動

を
起

こ
し

て
も

ら
う

た
め

の
ソ

ー
シ

ャ
ル

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
を

行
う

総
合

的
な

開
発

戦
略

。
新

し
い

公
共

を
実

現
す

る
フ

ァ
ン

ド
レ

イ
ジ

ン
グ

・
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・
映

像
作

家
各

プ
ロ

と
Ｎ

Ｐ
Ｏ

と
の

協
働

事
業

。

4
,
9
9
1
,
0
0
0

0
0
7
9
6

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
日

本
ポ

ー
テ

ー
ジ

協
会

発
達

に
遅

れ
や

偏
り

の
あ

る
乳

幼
児

を
持

つ
家

庭
支

援
の

た
め

の
ポ

ー
テ

ー
ジ

早
期

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

普
及

・
情

報
提

供
の

た
め

の
広

報
活

動
強

化
事

業

①
会

報
作

成
・
広

報
用

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

等
作

成
を

事
務

局
内

で
Ｄ

Ｔ
Ｐ

化
（
パ

ソ
コ

ン
を

使
っ

て
紙

面
を

編
集

作
成

）
で

き
る

体
制

を
作

り
、

コ
ス

ト
を

下
げ

る
こ

と
に

よ
り

、
時

宜
を

得
た

情
報

を
よ

り
多

く
の

施
設

や
教

育
機

関
・
保

護
者

に
届

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

特
に

計
画

初
年

度
と

な
る

平
成

２
２

年
度

に
つ

い
て

は
当

協
会

本
部

が
あ

る
東

京
都

を
重

点
地

区
と

し
、

都
内

の
全

教
育

機
関

（
特

別
支

援
学

校
・
幼

稚
園

等
）
、

児
童

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

、
保

健
セ

ン
タ

ー
等

に
子

育
て

支
援

に
関

す
る

資
料

を
配

布
す

る
。

②
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
を

全
面

的
に

見
直

し
、

よ
り

見
や

す
く
情

報
を

得
や

す
い

も
の

に
作

り
変

え
る

。

9
5
0
,
0
0
0

0
0
0
7
9

長
野

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ｅ
－

Ｍ
Ａ

Ｄ
Ｏ

　
病

気
の

こ
ど

も
の

総
合

ケ
ア

ネ
ッ

ト
医

療
施

設
間

連
携

に
よ

る
在

宅
障

が
い

児
へ

の
ビ

ジ
ュ

ア
ル

リ
ハ

ビ
リ

支
援

事
業

小
児

神
経

疾
患

な
ど

の
在

宅
障

が
い

児
の

リ
ハ

ビ
リ

は
発

達
の

促
進

に
直

結
す

る
重

要
な

治
療

で
す

が
、

成
長

や
発

達
に

合
わ

せ
て

た
頻

回
の

リ
ハ

ビ
リ

が
望

ま
れ

ま
す

。
し

か
し

診
療

施
設

の
集

約
化

で
通

院
し

て
の

指
導

回
数

が
少

な
い

上
、

通
院

に
要

す
る

肉
体

的
負

担
も

大
き

い
為

不
十

分
で

、
障

害
の

回
復

に
よ

る
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
が

難
し

い
現

状
に

あ
り

ま
す

。
本

事
業

で
は

、
成

長
過

程
に

合
わ

せ
て

リ
ハ

ビ
リ

支
援

を
ＩＣ

Ｔ
活

用
に

よ
っ

て
ビ

ジ
ュ

ア
ル

な
方

法
で

実
施

し
ま

す
。

す
な

わ
ち

、
生

活
活

動
に

直
結

す
る

臥
位

や
座

位
で

の
姿

勢
保

持
、

歩
行

の
練

習
、

遊
び

を
通

じ
た

発
達

促
進

、
嚥

下
障

害
児

の
摂

食
介

助
の

仕
方

や
言

語
訓

練
な

ど
を

、
双

方
向

映
像

通
信

儀
重

を
駆

使
し

、
映

像
で

の
指

導
を

医
師

、
療

法
士

が
行

う
こ

と
で

、
家

庭
で

の
実

生
活

環
境

に
お

け
る

指
導

が
可

能
と

な
り

、
障

害
児

の
自

然
な

発
達

と
成

長
を

総
合

的
に

支
援

し
ま

す
。

4
,
8
2
0
,
0
0
0

0
0
1
9
9

愛
知

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ア

ス
ペ

・
エ

ル
デ

の
会

成
人

の
発

達
障

害
者

の
精

神
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
の

利
用

の
た

め
の

支
援

ニ
ー

ズ
と

対
応

の
仕

方
の

啓
発

事
業

地
域

で
就

労
に

向
け

た
取

り
組

み
や

日
常

生
活

の
取

り
組

み
な

ど
発

達
障

害
者

が
精

神
障

害
福

祉
の

サ
ー

ビ
ス

を
受

け
る

こ
と

が
増

え
て

い
る

。
精

神
障

害
で

あ
る

統
合

失
調

症
や

う
つ

病
と

発
達

障
害

に
つ

い
て

そ
れ

ぞ
れ

の
正

し
い

理
解

に
つ

い
て

確
認

と
発

達
障

害
の

人
の

ニ
ー

ズ
の

把
握

の
仕

方
と

支
援

の
組

み
立

て
方

に
つ

い
て

、
精

神
障

害
者

の
支

援
機

関
な

ど
の

現
場

で
活

用
で

き
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

作
成

す
る

。
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
実

施
を

し
な

が
ら

内
容

に
つ

い
て

も
見

直
し

を
し

て
い

き
、

修
正

後
に

完
成

版
を

印
刷

し
、

全
国

の
関

係
機

関
へ

配
布

す
る

。

2
,
0
0
4
,
0
0
0

0
0
8
3
0

滋
賀

県
社

会
福

祉
法

人
　

滋
賀

県
社

会
福

祉
事

業
団

障
害

者
の

社
会

参
加

の
た

め
の

フ
ラ

ン
ス

パ
リ

凱
旋

展
覧

会
開

催
事

業

本
事

業
は

、
フ

ラ
ン

ス
パ

リ
に

あ
る

パ
リ

市
立

美
術

館
に

お
い

て
開

催
さ

れ
る

展
覧

会
「
ア

ー
ル

・
ブ

リ
ュ

ッ
ト

・
ジ

ャ
ポ

ネ
」
展

の
凱

旋
展

覧
会

を
滋

賀
県

近
江

八
幡

市
に

あ
る

ボ
ー

ダ
レ

ス
・
ア

ー
ト

ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

　
Ｎ

Ｏ
－

Ｍ
Ａ

等
に

お
い

て
開

催
す

る
事

業
で

す
。

「
ア

ー
ル

・
ブ

リ
ュ

ッ
ト

・
ジ

ャ
ポ

ネ
」
展

は
、

２
０

１
０

年
３

月
よ

り
９

月
ま

で
開

催
さ

れ
る

日
本

の
障

害
者

６
４

名
の

展
覧

会
で

あ
り

、
こ

の
展

覧
会

に
出

展
さ

れ
る

作
家

は
、

日
本

国
内

で
は

、
未

だ
芸

術
作

品
と

し
て

評
価

さ
れ

て
い

ま
せ

ん
が

、
海

外
で

は
、

そ
の

高
い

芸
術

性
を

評
価

さ
れ

て
い

る
作

品
た

ち
で

す
。

出
展

作
家

が
全

国
に

及
ん

で
い

る
た

め
、

作
家

と
の

連
絡

調
整

及
び

広
報

を
目

的
と

し
た

実
行

委
員

会
を

組
織

し
ま

す
。

（
北

海
道

１
名

、
東

北
１

名
、

関
東

２
名

、
中

国
１

名
、

九
州

１
名

、
沖

縄
１

名
）
ま

た
、

展
覧

会
の

開
催

中
、

障
害

者
の

芸
術

活
動

と
社

会
参

加
を

テ
ー

マ
と

し
た

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

い
た

し
ま

す
。

4
,
8
5
0
,
0
0
0

0
0
8
5
4

京
都

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
多

文
化

共
生

セ
ン

タ
ー

き
ょ

う
と

異
文

化
で

働
く
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
人

看
護

師
・
介

護
福

祉
士

の
た

め
の

異
文

化
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成

経
済

連
携

協
定

に
基

づ
き

日
本

の
介

護
現

場
の

人
手

不
足

を
補

う
べ

く
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
人

看
護

師
等

の
受

入
が

始
ま

っ
た

。
就

業
前

の
研

修
で

は
日

本
語

習
得

を
中

心
に

生
活

習
慣

・
職

場
適

応
が

行
わ

れ
て

い
る

が
、

異
な

る
価

値
観

や
文

化
を

持
つ

ス
タ

ッ
フ

が
共

に
働

く
と

い
う

視
点

で
の

研
修

は
な

い
。

受
け

入
れ

当
初

は
日

本
語

能
力

が
重

要
で

は
あ

る
が

、
言

葉
の

問
題

の
次

は
「
○

○
人

は
物

事
を

は
っ

き
り

言
い

過
ぎ

る
」
「
空

気
が

読
め

な
い

」
な

ど
、

価
値

観
や

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ス

タ
イ

ル
の

違
い

に
よ

る
摩

擦
が

発
生

す
る

と
思

わ
れ

る
。

そ
れ

は
根

深
い

誤
解

や
偏

見
に

発
展

し
か

ね
な

い
。

そ
こ

で
ス

ム
ー

ズ
な

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

取
る

為
の

知
識

や
ス

キ
ル

を
身

に
つ

け
る

異
文

化
間

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
作

成
と

、
ト

レ
ー

ナ
ー

の
育

成
を

行
う

。
１

９
９

９
年

よ
り

セ
ン

タ
ー

が
実

施
し

て
き

た
電

話
相

談
・
医

療
通

訳
の

人
材

育
成

の
ノ

ウ
ハ

ウ
を

生
か

し
、

通
訳

・
相

談
対

応
経

験
の

あ
る

在
日

イ
ン

ド
ネ

シ
ア

人
と

共
に

双
方

の
視

点
か

ら
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
作

成
す

る
。

ま
た

電
話

相
談

で
寄

せ
ら

れ
た

内
容

や
、

受
入

機
関

へ
の

調
査

を
行

い
つ

つ
現

場
の

課
題

も
取

入
れ

て
い

き
た

い
。

1
,
8
6
2
,
0
0
0

0
0
4
9
8

奈
良

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ト

ゥ
ギ

ャ
ザ

ー
障

害
者

の
自

立
支

援
の

た
め

の
「
郵

便
協

同
」
に

よ
る

施
設

製
品

の
カ

タ
ロ

グ
販

売
事

業
【
郵

便
資

源
活

用
に

よ
る

協
働

事
業

】

施
設

製
品

を
ギ

フ
ト

商
品

に
仕

立
て

、
カ

タ
ロ

グ
を

作
り

近
畿

一
円

の
郵

便
局

に
置

き
地

域
と

の
つ

な
が

り
を

深
め

て
拡

販
に

協
力

し
て

も
ら

う
。

郵
便

局
（
株

）
近

畿
支

社
営

業
本

部
と

具
体

的
に

内
容

を
詰

め
て

い
る

段
階

で
あ

る
。

商
品

構
成

は
、

食
品

部
門

と
木

工
部

門
の

２
本

立
て

に
す

る
。

食
品

は
大

阪
府

下
中

心
に

広
く
施

設
に

呼
び

掛
け

て
、

そ
れ

ぞ
れ

の
持

ち
味

を
生

か
し

て
頒

布
会

形
式

と
お

歳
暮

用
ギ

フ
ト

に
す

る
。

１
５

施
設

程
の

参
加

を
予

定
。

グ
ッ

ズ
は

各
地

の
施

設
で

作
ら

れ
て

い
る

木
工

知
育

玩
具

を
中

心
に

仕
立

て
る

。
近

畿
を

中
心

に
北

海
道

・
九

州
に

呼
び

掛
け

、
１

０
施

設
程

を
予

定
。

木
工

製
品

は
、

地
域

の
間

伐
材

や
住

宅
メ

ー
カ

ー
か

ら
の

端
材

を
使

っ
て

の
エ

コ
商

品
で

も
あ

り
、

子
育

て
支

援
と

し
て

木
の

ぬ
く
も

り
を

伝
え

た
い

。

5
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0
6
8
3

大
阪

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
視

聴
覚

二
重

障
害

者
福

祉
セ

ン
タ

ー
す

ま
い

る
盲

ろ
う

者
の

社
会

参
加

と
緊

急
時

の
連

絡
手

段
確

立
の

た
め

の
点

字
に

よ
る

携
帯

電
話

活
用

法

全
国

に
１

万
２

千
人

～
２

万
人

い
る

と
推

計
さ

れ
て

い
る

盲
ろ

う
者

は
、

特
に

情
報

摂
取

・
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

・
移

動
に

大
き

な
困

難
を

抱
え

て
い

る
。

ＩＣ
Ｔ

の
分

野
に

お
い

て
も

、
盲

ろ
う

者
が

ア
ク

セ
ス

し
や

す
い

、
ま

た
は

盲
ろ

う
者

の
ニ

ー
ズ

に
特

化
し

た
機

器
・
シ

ス
テ

ム
・
ソ

フ
ト

ウ
ェ

ア
等

は
皆

無
に

等
し

く
、

そ
の

最
た

る
も

の
が

携
帯

電
話

で
あ

る
。

盲
ろ

う
者

が
携

帯
電

話
を

使
え

る
よ

う
に

、
携

帯
電

話
で

利
用

で
き

る
点

字
用

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

を
開

発
す

る
。

開
発

し
た

シ
ス

テ
ム

は
無

償
配

布
と

し
、

盲
ろ

う
者

の
情

報
ア

ク
セ

ス
の

利
便

性
の

向
上

が
期

待
で

き
る

。
開

発
し

た
シ

ス
テ

ム
の

講
習

会
や

個
別

学
習

会
、

ア
フ

タ
ー

ケ
ア

も
行

う
。

ま
た

、
携

帯
電

話
の

企
業

に
啓

発
活

動
も

行
い

、
さ

ら
な

る
利

便
性

の
確

保
に

努
め

る
。

5
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0
8
7
4

大
阪

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
デ

イ
サ

ー
ビ

ス
お

お
は

す
の

家
地

域
の

住
民

が
悩

ん
で

い
る

い
ろ

い
ろ

な
福

祉
の

問
題

を
１

つ
の

拠
点

で
解

決
す

る
、

ワ
ン

ス
ト

ッ
プ

・
サ

ー
ビ

ス
を

実
現

す
る

地
域

福
祉

拠
点

と
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
事

業

１
つ

は
、

住
民

が
抱

え
る

福
祉

問
題

に
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

を
与

え
る

相
談

事
業

で
す

。
介

護
保

険
の

通
所

介
護

や
精

神
障

害
者

施
設

で
の

経
験

や
実

績
、

ま
た

地
域

に
あ

る
福

祉
施

設
や

住
民

と
の

”
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
”
を

活
用

し
て

、
住

民
の

ニ
ー

ズ
に

合
っ

た
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

の
提

供
を

行
う

。
２

つ
目

は
”
地

域
福

祉
拠

点
”
が

住
民

と
一

緒
に

行
う

助
け

合
い

活
動

で
す

。
高

齢
者

に
は

大
蓮

地
区

に
隣

接
す

る
久

宝
寺

緑
地

で
の

”
う

ん
ど

う
教

室
”
参

加
や

買
い

物
な

ど
へ

の
介

助
を

、
障

害
者

に
は

施
設

へ
の

送
迎

や
一

時
預

か
り

な
ど

を
、

児
童

に
は

母
子

家
庭

児
童

へ
の

学
習

指
導

な
ど

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
を

行
っ

て
い

き
ま

す
。

３
つ

目
は

、
若

い
リ

ー
ダ

ー
の

育
成

で
す

。
”
地

域
福

祉
拠

点
”
の

活
動

を
質

・
量

と
も

に
広

げ
て

い
く
に

は
、

幅
広

い
福

祉
の

知
識

や
経

験
を

持
っ

た
若

い
人

材
を

育
て

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
す

。
今

ま
で

の
活

動
で

知
り

合
っ

た
若

い
人

た
ち

や
、

大
学

の
社

会
福

祉
系

の
学

生
や

教
授

と
も

協
働

し
て

い
き

ま
す

。

1
,
3
4
0
,
0
0
0

-
 2

3
 -



0
0
2
5
3

兵
庫

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
エ

ス
ビ

ュ
ー

ロ
ー

小
児

が
ん

終
末

期
に

あ
る

家
族

と
子

ど
も

を
喪

失
し

た
家

族
に

指
針

を
提

供
す

る
こ

と
を

目
的

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

の
開

催
等

情
報

発
信

事
業

①
セ

ミ
ナ

ー
８

月
初

旬
に

緩
和

ケ
ア

専
門

医
や

グ
リ

ー
フ

ワ
ー

ク
を

専
門

と
す

る
臨

床
心

理
士

ら
を

講
師

と
し

て
次

の
６

講
座

を
大

津
プ

リ
ン

ス
ホ

テ
ル

に
て

開
催

す
る

。
「
緩

和
ケ

ア
総

論
と

小
児

が
ん

の
疼

痛
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
」
「
小

児
が

ん
患

児
の

精
神

的
ケ

ア
」
「
子

ど
も

に
対

す
る

ス
ピ

リ
チ

ュ
ア

ル
ケ

ア
」
「
医

療
者

に
よ

る
家

族
へ

の
ケ

ア
」
「
対

象
喪

失
と

病
的

悲
嘆

」
「
ビ

リ
ー

ブ
メ

ン
ト

・
ケ

ア
の

実
際

」
（
各

講
座

は
３

０
分

～
４

０
分

）
②

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
・
・
・
セ

ミ
ナ

ー
参

加
者

に
対

す
る

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
反

映
し

て
患

児
家

族
と

喪
失

家
族

だ
け

を
対

象
と

し
て

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

大
阪

市
立

総
合

医
療

セ
ン

タ
ー

に
て

１
１

月
と

１
月

に
計

２
回

開
催

す
る

。
③

セ
ミ

ナ
ー

の
内

容
を

D
V

D
と

講
義

録
に

編
集

し
、

小
児

が
ん

支
援

関
連

団
体

に
無

償
で

提
供

す
る

。
④

ウ
ェ

ブ
サ

イ
ト

の
整

備
・
・
・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
「
タ

ー
ミ

ナ
ル

期
と

喪
失

後
に

知
っ

て
お

き
た

い
こ

と
」
の

整
備

。

2
,
9
9
0
,
0
0
0

0
0
8
3
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岡
山

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
子

ど
も

劇
場

笠
岡

セ
ン

タ
ー

ふ
れ

あ
い

・
た

す
け

愛
社

会
構

築
の

た
め

の
ふ

れ
あ

い
ひ

ろ
ば

事
業

―
離

島
に

広
げ

る
「
ふ

れ
あ

い
ひ

ろ
ば

」
―

地
域

福
祉

の
拠

点
と

し
て

の
機

能
を

も
つ

親
子

・
高

齢
者

・
若

者
・
障

が
い

者
み

ん
な

が
気

軽
に

集
い

、
世

代
を

超
え

た
多

様
な

ふ
れ

あ
い

の
場

を
、

笠
岡

諸
島

を
は

じ
め

、
地

域
に

広
げ

て
い

く
こ

と
に

よ
り

、
自

分
ら

し
く
尊

厳
を

も
ち

、
安

心
し

て
生

活
で

き
る

温
か

い
、

助
け

合
い

社
会

の
構

築
を

目
指

す
。

○
笠

岡
に

ま
た

離
島

で
あ

る
白

石
島

・
真

鍋
島

で
ふ

れ
あ

い
の

場
を

提
供

す
る

こ
と

で
、

人
が

つ
な

が
り

、
ま

た
島

と
の

交
流

を
促

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
島

に
残

る
生

き
る

力
を

学
ぶ

機
会

と
す

る
。

ま
た

ふ
れ

あ
い

に
よ

る
課

題
解

決
の

み
な

ら
ず

、
島

お
こ

し
・
伝

統
の

継
承

な
ど

さ
ま

ざ
ま

な
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

輪
を

ひ
ろ

げ
る

。
○

地
域

に
点

在
す

る
資

源
（
人

材
）
を

活
用

し
た

料
理

・
趣

味
の

充
実

や
病

気
予

防
知

識
な

ど
に

関
す

る
講

座
の

実
施

。
○

学
生

や
中

高
年

に
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
こ

と
に

よ
り

、
生

き
が

い
・
や

り
が

い
感

の
創

出
を

め
ざ

す
。

3
,
7
9
6
,
0
0
0

0
0
8
5
8

島
根

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
ゆ

う
あ

い
中

国
５

県
観

光
バ

リ
ア

フ
リ

ー
推

進
の

た
め

の
研

修
・
情

報
発

信
・
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
ツ

ア
ー

事
業

本
事

業
は

、
視

覚
障

が
い

者
、

車
い

す
使

用
者

、
聴

覚
障

が
い

者
を

対
象

と
し

て
、

旅
行

を
す

る
際

の
受

け
入

れ
態

勢
づ

く
り

を
行

う
。

こ
れ

ま
で

に
、

島
根

県
、

鳥
取

県
、

広
島

県
で

の
受

け
入

れ
態

勢
づ

く
り

を
進

め
て

き
て

い
る

が
、

中
国

地
方

５
県

全
域

に
対

象
エ

リ
ア

を
広

げ
、

受
け

入
れ

態
勢

作
り

を
充

実
さ

せ
て

い
く
。

お
も

な
実

施
事

業
は

以
下

の
５

つ
。

そ
れ

ぞ
れ

の
事

業
に

つ
い

て
は

現
地

の
Ｎ

Ｐ
Ｏ

な
ど

と
連

携
し

て
い

く
こ

と
を

想
定

し
て

、
実

施
し

て
い

く
。

①
バ

リ
ア

フ
リ

ー
研

修
の

実
施

。
②

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

ツ
ア

ー
の

実
施

と
検

証
。

③
バ

リ
ア

フ
リ

ー
調

査
と

情
報

発
信

。
④

バ
リ

ア
フ

リ
ー

情
報

の
相

談
窓

口
の

運
営

。
⑤

中
国

地
方

観
光

情
報

バ
リ

ア
フ

リ
ー

ブ
ッ

ク
の

作
成

。

4
,
8
0
0
,
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0
0
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0
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8

鹿
児

島
県

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

鹿
児

島
県

フ
ァ

イ
ナ

ン
シ

ャ
ル

・
プ

ラ
ン

ナ
ー

協
会

認
知

症
等

判
断

能
力

が
不

十
分

な
方

を
地

域
の

人
が

後
見

す
る

「
市

民
後

見
人

」
を

養
成

す
る

事
業

「
市

民
後

見
人

養
成

講
座

」
開

催
事

業
”
「
市

民
」
と

い
う

立
場

で
後

見
活

動
を

行
う

「
市

民
後

見
人

」
の

養
成

・
普

及
”
○

開
催

日
時

：
平

成
２

２
年

７
月

～
２

３
年

２
月

（
計

６
回

コ
ー

ス
）
認

定
講

座
（
終

了
時

成
績

に
よ

り
認

定
書

贈
呈

）
 ○

開
催

場
所

：
鹿

児
島

市
・
奄

美
市

 ○
参

加
対

象
者

：
団

塊
世

代
の

退
職

者
、

福
祉

施
設

職
員

、
行

政
職

員
、

民
生

委
員

、
一

般
市

民
　

○
講

師
：
大

学
教

授
、

司
法

書
士

、
社

会
福

祉
　

○
講

座
内

容
：
”
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

”
を

取
り

入
れ

、
知

識
と

実
務

を
習

得
！

”
①

成
年

後
見

制
度

も
目

的
・
理

念
　

②
法

定
後

見
制

度
の

概
要

　
③

虐
待

と
権

利
擁

護
に

つ
い

て
　

④
後

見
人

の
職

務
⑤

裁
判

所
へ

の
申

し
立

て
手

続
き

　
⑥

市
民

後
見

人
へ

の
期

待
　

⑦
介

護
保

険
法

・
自

立
支

援
法

2
,
5
0
0
,
0
0
0

（ （（（
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 風

水
害

風
水

害
風

水
害

風
水

害
、 、、、

震
災

等
非

常
災

害
震

災
等

非
常

災
害

震
災

等
非

常
災

害
震

災
等

非
常

災
害

に
よ

る
に

よ
る

に
よ

る
に

よ
る

被
災

者
被

災
者

被
災

者
被

災
者

の ののの
救

助
又

救
助

又
救

助
又

救
助

又
は

こ
れ

ら
の

は
こ

れ
ら

の
は

こ
れ

ら
の

は
こ

れ
ら

の
災

害
災

害
災

害
災

害
の ののの

予
防

予
防

予
防

予
防

を ををを
行 行行行

う ううう
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
5
1
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愛
知

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
レ

ス
キ

ュ
ー

ス
ト

ッ
ク

ヤ
ー

ド
多

様
な

社
会

資
源

を
駆

使
し

て
市

民
が

災
害

に
負

け
な

い
「
生

き
る

力
」
を

醸
成

す
る

事
業

【
郵

便
資

源
活

用
に

よ
る

協
働

事
業

】

①
「
防

災
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

（
参

加
体

験
型

防
災

イ
ベ

ン
ト

）
」
の

開
催

。
名

古
屋

の
中

心
地

「
久

屋
公

園
」
で

広
範

な
市

民
各

層
を

対
象

に
し

た
防

災
イ

ベ
ン

ト
を

開
催

す
る

。
愛

知
県

や
名

古
屋

市
、

名
古

屋
大

学
や

名
古

屋
工

業
大

学
、

名
古

屋
建

設
業

協
会

や
名

古
屋

市
商

店
街

振
興

組
合

、
そ

し
て

防
災

ボ
ラ

ネ
ッ

ト
な

ご
や

な
ど

、
産

官
学

民
か

ら
約

３
０

の
組

織
・
団

体
等

で
実

行
委

員
会

を
形

成
し

、
互

い
の

強
み

を
生

か
し

た
工

夫
を

凝
ら

す
。

②
減

災
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
「
被

災
地

サ
ミ

ッ
ト

」
の

開
催

　
来

年
は

東
海

豪
雨

水
害

か
ら

１
０

年
目

の
節

目
の

年
に

あ
た

る
が

、
そ

の
後

も
水

害
は

全
国

で
毎

年
の

よ
う

に
発

生
し

多
く
の

犠
牲

を
出

し
て

い
る

。
そ

こ
で

全
国

の
過

去
の

水
害

被
災

地
か

ら
キ

ー
パ

ー
ソ

ン
を

招
聘

し
、

災
害

に
負

け
な

い
生

き
る

力
と

地
域

力
を

テ
ー

マ
に

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

を
開

催
し

、
こ

れ
以

上
の

犠
牲

者
を

出
さ

な
い

た
め

の
智

恵
を

経
験

者
で

絞
り

出
す

。

5
,
0
0
0
,
0
0
0

（ （（（
6 666
）
 

）
 ）
 

）
 文

化
財

文
化

財
文

化
財

文
化

財
の ののの

保
護

保
護

保
護

保
護

を ををを
行 行行行

う ううう
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
4
3
3

東
京

都
特

例
民

法
法

人
　

徳
川

黎
明

会
徳

川
美

術
館

文
化

財
管

理
シ

ス
テ

ム
の

更
新

事
業

当
財

団
に

所
属

す
る

徳
川

美
術

館
は

、
国

宝
源

氏
物

語
絵

巻
を

は
じ

め
、

江
戸

時
代

の
御

三
家

筆
頭

尾
張

徳
川

家
に

伝
わ

る
大

名
道

具
を

中
心

と
し

た
、

国
宝

９
件

、
重

要
文

化
財

５
７

件
を

含
む

１
万

数
千

件
に

も
及

ぶ
貴

重
な

文
化

財
を

収
蔵

し
て

い
る

。
そ

し
て

こ
れ

ら
の

文
化

財
管

理
シ

ス
テ

ム
は

導
入

後
１

２
年

を
経

過
し

て
お

り
、

ソ
フ

ト
・
ハ

ー
ド

と
も

限
界

に
き

て
い

る
の

で
、

最
新

の
シ

ス
テ

ム
に

一
新

す
る

。
5
,
0
0
0
,
0
0
0

（ （（（
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）
 

）
 ）
 

）
 青

少
年

青
少

年
青

少
年

青
少

年
の ののの

健
全

健
全

健
全

健
全

な ななな
育

成
育

成
育

成
育

成
の

た
め

の
の

た
め

の
の

た
め

の
の

た
め

の
社

会
教

育
社

会
教

育
社

会
教

育
社

会
教

育
を ををを

行 行行行
う ううう

事
業

事
業

事
業

事
業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

( (((円 円円円
) )))
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群
馬

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
す

馬
い

る
青

少
年

の
馬

を
通

し
て

の
情

操
教

育
並

び
に

循
環

型
農

業
を

体
験

す
る

事
業

子
供

た
ち

が
グ

ル
ー

プ
と

な
り

自
分

よ
り

大
き

な
ポ

ニ
ー

や
サ

ラ
ブ

レ
ッ

ド
に

乗
り

、
自

分
が

乗
っ

て
い

る
間

以
外

は
、

他
の

子
供

が
乗

る
為

に
馬

を
引

く
。

上
達

具
合

に
よ

っ
て

乗
馬

も
実

施
。

終
わ

っ
た

ら
馬

を
洗

っ
た

り
、

餌
作

り
、

馬
小

屋
掃

除
な

ど
世

話
を

す
る

。
掃

除
の

際
に

出
る

糞
を

畑
に

ま
き

、
ト

マ
ト

や
ナ

ス
、

イ
モ

な
ど

を
植

え
、

循
環

型
農

業
の

学
習

と
収

穫
し

た
野

菜
を

そ
の

場
で

食
べ

収
穫

の
喜

び
を

感
じ

、
ま

た
地

域
の

農
家

の
方

の
指

導
を

頂
き

、
野

菜
、

果
物

の
で

き
方

の
勉

強
を

行
う

。

2
,
0
2
4
,
0
0
0

0
0
4
8
8

神
奈

川
県

特
例

民
法

法
人

　
放

送
番

組
セ

ン
タ

ー
青

少
年

を
対

象
に

世
界

遺
産

に
関

す
る

理
解

を
促

進
さ

せ
る

テ
レ

ビ
番

組
の

収
集

、
保

存
及

び
公

開
事

業

本
事

業
で

は
、

世
界

遺
産

に
関

連
す

る
テ

レ
ビ

番
組

の
中

か
ら

、
代

表
的

番
組

の
Ｔ

Ｂ
Ｓ

『
世

界
遺

産
』
シ

リ
ー

ズ
を

中
心

に
、

青
少

年
の

視
聴

に
適

し
た

１
３

０
本

の
ハ

イ
ビ

ジ
ョ

ン
番

組
を

収
集

・
保

存
し

、
当

セ
ン

タ
ー

が
運

営
す

る
「
放

送
ラ

イ
ブ

ラ
リ

ー
」
施

設
内

に
お

い
て

無
償

で
一

般
に

公
開

を
行

う
。

番
組

収
集

は
、

事
前

に
内

諾
を

得
た

放
送

局
や

制
作

会
社

に
依

頼
し

て
複

製
に

よ
っ

て
行

う
。

そ
れ

ら
を

著
作

権
や

肖
像

権
等

の
処

理
を

行
っ

た
あ

と
で

一
般

公
開

を
実

施
す

る
。

来
館

者
は

、
１

人
～

３
人

用
の

視
聴

ブ
ー

ス
に

お
い

て
、

利
用

手
続

き
と

視
聴

希
望

の
当

該
番

組
を

申
し

込
み

、
個

別
に

視
聴

す
る

。
番

組
内

容
を

記
録

し
鑑

賞
の

手
引

き
と

な
る

記
録

冊
子

を
１

千
部

作
成

、
図

書
館

・
文

化
施

設
・
関

係
団

体
に

配
布

し
、

施
設

と
当

該
番

組
シ

リ
ー

ズ
の

利
用

を
促

進
す

る
。

2
,
7
1
0
,
0
0
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0
0
8
9
5

神
奈

川
県

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

の
む

ぎ
地

域
教

育
文

化
セ

ン
タ

ー
若

者
の

自
立

の
た

め
の

「
ゆ

ー
す

・
シ

ェ
ル

タ
ー

」

傷
を

持
ち

、
行

き
場

が
な

く
、

生
き

に
く
い

者
。

又
家

庭
に

在
宅

し
て

い
て

も
社

会
参

加
に

自
信

が
な

い
も

の
が

、
社

会
に

出
ら

れ
る

エ
ネ

ル
ギ

ー
を

持
つ

た
め

に
「
生

活
し

、
学

ぶ
場

。
」
（
対

象
）
①

親
の

い
な

い
者

②
家

に
居

ら
れ

な
い

者
③

休
養

が
必

要
な

者
④

ヤ
ン

グ
・
シ

ン
グ

ル
マ

ザ
ー

⑤
Ｄ

Ｖ
（
恋

人
含

む
）

に
あ

っ
て

逃
げ

出
し

て
き

た
者

⑥
社

会
参

加
に

自
信

が
な

い
者

。
（
対

象
年

齢
）
１

５
歳

以
上

。
1
：
生

活
の

場
（
寮

）
若

者
の

自
立

の
た

め
の

ホ
ー

ム
「
パ

ン
ダ

」
を

提
供

す
る

。
2
：
労

働
体

験
、

バ
ラ

作
り

・
農

業
・
ま

ち
づ

く
り

（
地

域
住

民
と

共
に

イ
ベ

ン
ト

企
画

・
運

営
）
・
各

種
仕

事
体

験
（
保

育
・
福

祉
施

設
・
商

店
・

建
設

業
等

々
）
。

3
：
学

ぶ
（
学

習
・
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
・
他

）
。

4
：
文

化
活

動
・
音

楽
・
和

太
鼓

→
ラ

イ
ブ

ハ
ウ

ス
・
ス

ポ
ー

ツ

4
,
6
1
8
,
0
0
0

0
0
4
8
0

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
国

境
な

き
医

師
団

日
本

開
発

途
上

国
の

難
民

・
避

難
民

問
題

や
貧

困
問

題
な

ど
に

起
因

す
る

人
道

上
の

危
機

や
国

際
問

題
に

つ
い

て
、

日
本

国
内

、
特

に
青

少
年

の
国

際
医

療
・
人

道
支

援
へ

の
関

心
を

喚
起

し
、

認
識

を
高

め
る

た
め

の
広

報
及

び
社

会
啓

発
事

業

「
国

境
な

き
医

師
団

In
fo

rm
at

io
n
　

D
ay

」
（
一

般
向

け
イ

ベ
ン

ト
）
及

び
小

中
学

生
・
高

校
生

を
対

象
に

し
た

講
演

会
の

実
施

○
一

般
向

け
の

「
国

境
な

き
医

師
団

In
fo

rm
at

io
n
　

D
ay

」
（
仮

称
）
の

開
催

概
要

・
開

催
場

所
と

頻
度

：
東

京
１

４
回

、
大

阪
４

回
、

札
幌

１
回

、
福

岡
１

回
（
当

団
体

事
務

所
ま

た
は

貸
会

場
を

使
用

）
・
内

容
：
現

地
に

派
遣

さ
れ

た
医

師
や

看
護

師
た

ち
に

よ
る

現
地

活
動

報
告

、
パ

ネ
ル

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

、
資

料
の

配
布

、
写

真
の

掲
示

な
ど

を
行

う
。

○
小

中
学

生
、

高
校

生
を

対
象

に
し

た
講

演
会

・
開

催
場

所
と

頻
度

：
東

京
都

を
中

心
と

し
た

小
中

学
学

校
、

高
校

（
最

低
）
２

０
校

・
内

容
：
現

地
に

派
遣

さ
れ

た
医

師
や

看
護

師
た

ち
、

又
は

事
務

ス
タ

ッ
フ

に
よ

る
現

地
活

動
報

告
を

授
業

の
一

環
と

し
て

組
み

込
ん

で
も

ら
う

。

5
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0
6
4
6

東
京

都
公

益
社

団
法

人
　

日
本

フ
ィ

ラ
ン

ソ
ロ

ピ
ー

協
会

青
少

年
の

寄
付

文
化

醸
成

の
た

め
の

調
査

研
究

及
び

啓
発

事
業

＜
調

査
研

究
＞

①
青

少
年

の
寄

付
等

の
取

り
組

み
先

進
事

例
　

訪
問

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
（
有

識
者

か
ら

な
る

３
名

の
企

画
委

員
会

に
て

検
討

）
。

②
青

少
年

の
寄

付
等

の
活

動
を

支
援

す
る

企
業

の
取

り
組

み
事

例
　

訪
問

ヒ
ア

リ
ン

グ
調

査
。

③
上

記
調

査
報

告
書

・
事

例
集

の
作

成
（
青

少
年

の
寄

付
文

化
等

醸
成

に
関

す
る

提
言

を
含

む
）
。

＜
啓

発
事

業
＞

①
上

記
報

告
書

・
事

例
集

の
配

布
と

、
Ｗ

Ｅ
Ｂ

サ
イ

ト
で

の
情

報
提

供
。

②
青

少
年

の
寄

付
等

に
関

す
る

活
動

報
告

会
の

開
催

「
私

た
ち

の
寄

付
活

動
（
仮

称
）
」
。

③
青

少
年

の
寄

付
等

を
顕

彰
（
既

存
事

業
・
ま

ち
か

ど
の

フ
ィ

ラ
ン

ソ
ロ

ピ
ス

ト
賞

の
拡

充
）

5
,
0
0
0
,
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0
0
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0
6
7
3

東
京

都
特

例
民

法
法

人
　

東
京

都
交

響
楽

団
子

ど
も

向
け

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

入
門

用
楽

曲
の

作
曲

及
び

演
奏

事
業

子
ど

も
を

対
象

に
、

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
楽

器
を

分
か

り
や

す
く
紹

介
す

る
た

め
の

管
弦

楽
曲

の
作

曲
を

行
い

ま
す

。
楽

曲
は

ナ
レ

ー
シ

ョ
ン

に
よ

り
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

楽
器

を
親

し
み

や
す

く
紹

介
し

な
が

ら
各

楽
器

の
特

色
あ

る
音

色
、

響
き

を
楽

し
む

こ
と

の
で

き
る

も
の

と
し

、
演

奏
時

間
は

１
０

分
程

度
の

聞
き

飽
き

な
い

長
さ

と
し

ま
す

。
作

曲
は

、
日

本
を

代
表

す
る

人
気

作
曲

家
で

、
都

響
の

演
奏

会
で

指
揮

を
と

る
な

ど
関

係
の

深
い

す
ぎ

や
ま

こ
う

い
ち

氏
に

委
嘱

し
ま

す
。

子
ど

も
向

け
の

楽
曲

を
多

く
作

曲
し

て
い

る
す

ぎ
や

ま
氏

は
、

新
し

い
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
入

門
曲

を
作

曲
す

る
に

最
も

ふ
さ

わ
し

い
作

曲
家

で
あ

る
と

考
え

ま
す

。
本

事
業

で
作

曲
し

た
楽

曲
は

、
都

響
の

音
楽

鑑
賞

教
室

（
毎

年
６

５
公

演
程

度
実

施
）
お

よ
び

フ
ァ

ミ
リ

ー
コ

ン
サ

ー
ト

な
ど

で
演

奏
し

、
子

ど
も

達
に

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

音
楽

の
魅

力
を

広
く
伝

え
ま

す
。

5
0
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,
0
0
0

0
0
7
3
5

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
東

京
児

童
文

化
協

会
高

齢
者

を
激

励
す

る
た

め
の

「
お

手
紙

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

活
動

」
事

業
【
郵

便
資

源
活

用
に

よ
る

協
働

事
業

】

新
宿

区
内

の
児

童
館

等
を

利
用

し
、

親
子

で
新

し
い

児
童

文
化

財
の

鑑
賞

及
び

制
作

を
し

、
そ

の
中

に
高

齢
者

等
を

激
励

す
る

手
紙

を
入

れ
、

キ
ャ

ラ
バ

ン
隊

を
編

成
し

届
け

る
。

具
体

的
な

内
容

は
①

ペ
ー

プ
サ

ー
ト

（
人

形
劇

）
を

使
い

、
新

し
い

発
想

の
児

童
文

化
財

を
上

演
す

る
。

上
演

種
目

は
「
１

通
の

手
紙

」
と

し
、

手
紙

を
書

く
大

切
さ

、
手

紙
を

受
け

取
る

楽
し

さ
を

体
験

す
る

。
②

ペ
ー

プ
サ

ー
ト

の
制

作
。

鑑
賞

し
た

後
、

使
用

済
み

の
定

形
封

筒
を

リ
サ

イ
ク

ル
し

紙
人

形
を

作
る

。
③

紙
人

形
の

中
に

手
紙

を
入

れ
る

。
高

齢
者

向
け

の
激

励
の

手
紙

（
手

紙
を

含
む

）
を

書
き

、
制

作
し

た
ペ

ー
プ

サ
ー

ト
と

一
緒

に
す

る
。

④
高

齢
者

等
に

届
け

る
。

高
齢

者
訪

問
キ

ャ
ラ

バ
ン

隊
を

編
成

し
、

手
紙

と
ペ

ー
プ

サ
ー

ト
を

届
け

る
。

⑤
親

と
子

が
新

し
い

児
童

文
化

財
に

触
れ

、
情

操
を

豊
か

に
し

、
手

紙
を

書
く
こ

と
や

届
け

る
こ

と
を

通
し

、
高

齢
者

な
ど

、
人

々
を

大
切

に
す

る
こ

と
や

、
交

流
の

楽
し

さ
を

知
る

。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
7
4
2

東
京

都
特

例
民

法
法

人
　

青
少

年
健

康
セ

ン
タ

ー
ひ

き
こ

も
り

の
若

者
の

社
会

復
帰

の
た

め
の

演
劇

活
動

１
年

間
か

け
て

演
劇

の
基

礎
練

習
、

脚
本

作
り

、
脚

本
練

習
、

公
演

準
備

、
公

演
ま

で
を

行
う

。
臨

床
心

理
士

及
び

臨
床

心
理

士
資

格
取

得
見

込
み

者
で

あ
る

ス
タ

ッ
フ

が
受

容
的

で
安

心
し

て
演

劇
活

動
を

行
え

る
場

を
提

供
し

、
参

加
者

は
発

声
練

習
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

高
め

る
ゲ

ー
ム

、
即

興
劇

、
自

己
表

現
、

過
去

を
語

り
他

者
に

演
じ

て
も

ら
う

経
験

（
プ

レ
イ

バ
ッ

ク
シ

ア
タ

ー
）
等

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
体

験
す

る
。

さ
ら

に
１

年
間

の
集

大
成

と
し

て
、

ひ
き

こ
も

り
者

が
自

分
達

の
伝

え
た

い
体

験
や

、
考

え
、

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

伝
え

る
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
脚

本
を

全
メ

ン
バ

ー
で

作
り

、
観

客
の

前
で

演
じ

、
メ

ン
バ

ー
の

社
会

復
帰

を
促

進
す

る
事

業
で

あ
る

。
頻

度
時

間
は

月
３

回
３

時
間

の
演

劇
練

習
（
公

演
前

は
練

習
の

進
捗

状
態

に
よ

り
月

４
回

以
上

）
。

そ
の

後
１

時
間

の
ス

タ
ッ

フ
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
を

行
い

、
参

加
者

の
精

神
健

康
の

維
持

お
よ

び
向

上
に

努
め

る
。

ま
た

、
参

加
者

の
承

諾
の

う
え

、
毎

回
活

動
の

様
子

を
ス

タ
ッ

フ
間

で
検

討
・
記

録
す

る
。

演
劇

活
動

後
、

２
ヶ

月
間

で
振

り
返

り
、

記
録

の
分

析
を

行
い

論
文

に
ま

と
め

る
。

5
9
1
,
0
0
0

0
0
1
0
4

愛
知

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
犬

山
市

民
活

動
支

援
セ

ン
タ

ー
の

会
「
川

・
森

・
里

山
　

子
ど

も
自

然
探

検
隊

」
事

業

１
．

「
子

ど
も

長
期

自
然

教
室

」
・
・
・
長

期
の

自
然

体
験

活
動

を
通

じ
て

友
達

づ
く
り

、
自

然
の

大
切

さ
を

理
解

す
る

。
①

冒
険

教
室

：
小

学
３

年
～

中
学

生
１

５
名

。
コ

ミ
・
ゲ

ー
ム

、
フ

ィ
ー

ル
ド

探
検

、
火

の
ワ

ー
ク

、
キ

ャ
ン

プ
等

１
０

回
。

②
「
子

ど
も

自
然

教
室

」
Ⅰ

部
：
小

学
１

年
～

中
学

生
２

０
名

。
森

の
探

検
、

川
遊

び
、

野
草

料
理

、
草

木
染

等
１

０
回

。
③

「
子

ど
も

自
然

教
室

」
Ⅱ

部
：
小

学
１

年
～

中
学

生
２

０
名

。
川

が
き

、
川

の
恵

み
で

作
る

、
土

の
創

作
等

１
０

回
。

④
「
生

き
も

の
探

検
隊

パ
ー

ト
Ⅰ

」
：
小

学
１

年
～

中
学

生
２

０
名

。
昆

虫
採

集
、

標
本

作
り

、
が

さ
が

さ
大

会
な

ど
１

０
回

。
⑤

「
生

き
も

の
探

検
隊

パ
ー

ト
Ⅱ

」
：
小

学
生

１
年

～
中

学
生

１
５

名
。

釣
竿

作
り

、
魚

釣
り

、
葉

っ
ぱ

で
絵

描
き

な
ど

１
０

回
。

⑥
「
原

始
人

ク
ラ

ブ
」
：
小

学
３

年
～

６
年

２
０

名
。

火
お

こ
し

、
縄

文
土

器
作

り
、

石
器

作
り

、
土

器
野

焼
き

な
ど

１
０

回
。

２
．

「
木

曽
川

源
流

・
夏

季
交

流
合

宿
」
・
・
・
当

市
を

流
れ

る
木

曽
川

の
源

流
で

交
流

合
宿

し
、

源
流

の
自

然
の

大
切

さ
の

理
解

。
対

象
：
小

学
生

３
年

生
～

６
年

生
、

２
２

名
。

２
班

に
分

け
、

班
長

・
次

長
を

作
り

グ
ル

ー
プ

で
活

動
体

験
を

す
る

。
内

容
：
沢

登
り

、
森

林
ア

ド
ベ

ン
チ

ャ
ー

、
砂

金
採

り
等

で
、

仲
間

づ
く
り

と
感

動
体

験
を

味
わ

う
２

泊
３

日
の

合
宿

。
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大
阪

府
特

例
民

法
法

人
　

大
阪

府
文

化
振

興
財

団
府

内
支

援
学

校
生

徒
の

た
め

の
大

坂
セ

ン
チ

ュ
リ

ー
交

響
楽

団
コ

ン
サ

ー
ト

大
阪

府
内

の
支

援
学

校
の

児
童

・
生

徒
を

当
財

団
の

主
催

す
る

大
阪

セ
ン

チ
ュ

リ
ー

交
響

楽
団

の
コ

ン
サ

ー
ト

へ
学

校
単

位
で

無
料

で
招

待
し

オ
ー

ケ
ス

ト
ラ

の
演

奏
に

触
れ

る
機

会
を

提
供

す
る

。
各

学
校

が
参

加
し

や
す

い
よ

う
に

平
日

の
お

昼
に

開
催

し
、

会
場

は
全

館
バ

リ
ア

フ
リ

ー
の

国
際

障
害

者
交

流
セ

ン
タ

ー
、

ビ
ッ

グ
・
ア

イ
を

使
用

す
る

。
コ

ン
サ

ー
ト

の
内

容
は

児
童

・
生

徒
が

楽
し

め
る

よ
う

、
楽

器
の

紹
介

や
オ

ー
ケ

ス
ト

ラ
の

指
揮

体
験

な
ど

を
盛

り
込

み
親

し
み

や
す

い
も

の
に

し
て

い
る

。

1
,
4
4
8
,
0
0
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大
阪

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
Ｊ
Ａ

Ｅ
（
日

本
教

育
開

発
協

会
）

農
村

地
域

の
地

場
産

業
活

性
化

に
資

す
る

若
者

育
成

の
た

め
の

都
市

部
の

大
学

生
を

対
象

と
し

た
都

市
農

村
連

携
型

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

事
業

【
概

要
】
都

会
の

学
生

が
用

地
地

域
の

地
場

産
業

の
活

性
化

の
為

に
、

都
会

ま
た

は
農

村
地

域
で

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

生
（
企

業
の

期
間

限
定

の
正

社
員

）
と

し
て

長
期

間
（
３

ヵ
月

以
上

）
活

動
を

行
う

。
具

体
的

に
は

、
農

村
地

域
の

資
源

を
活

用
し

て
都

会
で

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

活
動

、
ニ

ー
ズ

調
査

や
営

業
活

動
、

地
域

で
の

イ
ベ

ン
ト

の
実

施
な

ど
を

行
う

。
【
事

業
開

始
ま

で
の

流
れ

】
①

地
域

選
定

：
地

域
を

良
く
し

た
い

と
考

え
る

事
業

者
（
企

業
や

N
P

O
、

団
体

な
ど

）
と

協
力

体
制

を
作

り
な

が
ら

、
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
実

施
可

能
か

を
議

論
し

地
域

を
決

定
。

②
学

生
募

集
・
選

定
：
２

泊
３

日
の

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

大
学

生
を

募
集

し
地

域
を

体
感

。
大

学
生

に
は

そ
の

地
域

に
愛

着
を

持
ち

な
が

ら
、

地
域

側
は

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

通
じ

て
学

生
の

選
定

を
行

う
。

③
開

始
・
サ

ポ
ー

ト
：
学

生
の

特
性

を
踏

ま
え

て
改

め
て

期
間

中
の

目
標

設
定

や
サ

ポ
ー

ト
方

法
を

地
域

の
事

業
者

と
決

定
。

期
間

中
は

面
談

を
通

じ
て

学
生

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

【
特

徴
】
農

業
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
な

ど
農

村
地

域
で

の
体

験
プ

ロ
グ

ラ
ム

は
非

常
に

増
え

て
い

る
。

し
か

し
、

交
流

や
体

験
そ

の
も

の
が

目
的

に
な

っ
て

い
る

も
の

が
多

い
の

が
現

状
で

す
。

私
た

ち
は

地
域

の
産

業
に

注
目

し
て

、
現

地
の

協
力

者
が

そ
の

地
域

の
課

題
を

ビ
ジ

ネ
ス

で
解

決
し

て
い

く
動

き
と

連
携

し
て

実
施

す
る

仕
組

み
を

つ
く
っ

て
い

き
ま

す
。
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大
阪

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
オ

ー
シ

ャ
ン

ゲ
ー

ト
　

ジ
ャ

パ
ン

青
少

年
の

安
全

な
海

洋
自

然
観

察
を

実
現

す
る

た
め

の
補

助
指

導
員

養
成

事
業

和
歌

山
県

白
崎

海
洋

公
園

内
の

施
設

な
ど

を
利

用
し

、
保

護
者

を
始

め
、

家
族

や
一

般
社

会
人

や
大

学
生

・
専

門
学

校
生

を
対

象
に

、
青

少
年

が
安

全
に

安
心

し
て

海
洋

自
然

観
察

活
動

を
実

現
す

る
た

め
の

補
助

指
導

員
の

養
成

講
習

会
を

年
間

１
２

回
（
参

加
者

１
０

０
名

）
開

催
す

る
。

海
そ

し
て

自
然

の
観

察
活

動
に

お
け

る
潜

在
的

な
リ

ス
ク

や
観

察
方

法
の

注
意

点
や

問
題

点
。

ま
た

い
ざ

と
言

う
時

の
対

応
技

術
や

理
論

を
学

ん
だ

後
、

プ
ー

ル
に

お
い

て
ス

ノ
ー

ケ
リ

ン
グ

の
技

術
を

習
得

し
な

が
ら

、
二

人
一

組
に

な
っ

て
水

面
で

の
移

動
方

法
や

レ
ス

キ
ュ

ー
技

術
を

身
に

つ
け

る
。

ま
た

、
グ

ル
ー

プ
で

の
安

全
の

た
め

の
連

携
行

動
や

対
応

方
法

に
つ

い
て

も
学

ぶ
。

続
い

て
海

洋
に

お
け

る
実

践
的

な
観

察
練

習
と

安
全

管
理

を
グ

ル
ー

プ
ご

と
で

繰
り

返
し

実
施

す
る

。
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兵
庫

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
多

言
語

セ
ン

タ
ー

　
Ｆ

Ａ
Ｃ

ＩＬ
多

文
化

社
会

の
活

性
化

の
た

め
の

、
外

国
に

ル
ー

ツ
を

持
つ

児
童

・
青

少
年

に
よ

る
地

域
の

魅
力

発
信

事
業

①
平

日
放

課
後

と
土

曜
終

日
、

た
か

と
り

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

セ
ン

タ
ー

内
に

誰
で

も
自

由
に

出
入

り
で

き
る

サ
ロ

ン
を

開
設

し
、

多
文

化
な

背
景

を
持

つ
児

童
・

青
少

年
の

居
場

所
を

作
り

、
撮

影
計

画
の

立
案

と
編

集
作

業
の

サ
ポ

ー
ト

を
行

う
。

②
プ

ロ
の

映
像

、
音

楽
ク

リ
エ

ー
タ

ー
を

行
使

と
す

る
実

践
的

な
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
定

期
的

（
年

４
回

）
に

開
催

し
、

児
童

・
青

少
年

の
メ

デ
ィ

ア
リ

テ
ラ

シ
ー

へ
の

理
解

と
表

現
力

を
育

成
す

る
。

③
児

童
・
青

少
年

自
身

が
ビ

デ
オ

カ
メ

ラ
を

持
ち

、
当

事
者

の
視

点
を

生
か

し
た

映
像

コ
ン

テ
ン

ツ
を

作
成

し
、

町
の

多
文

化
な

魅
力

を
ポ

ー
タ

ル
サ

イ
ト

や
上

映
会

等
で

発
表

す
る

。
行

政
・
地

元
商

店
街

・
企

業
・
芸

術
家

と
連

携
し

、
児

童
・
青

少
年

の
社

会
参

加
を

基
盤

と
し

た
地

域
拠

点
を

創
出

し
、

情
報

発
信

力
を

含
め

た
ま

ち
の

力
を

強
く
す

る
。

④
児

童
・
青

少
年

に
よ

る
表

現
活

動
に

つ
い

て
、

イ
ギ

リ
ス

ま
た

は
カ

ナ
ダ

で
先

駆
的

な
実

践
を

し
て

い
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
を

視
察

す
る

。

3
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0
9
0
0

島
根

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
Ｙ

Ｃ
ス

タ
ジ

オ
様

々
な

困
難

を
抱

え
る

青
少

年
の

自
立

と
社

会
参

加
支

援
の

た
め

の
体

験
工

房
活

動
事

業

不
登

校
・
引

き
こ

も
り

・
発

達
障

が
い

・
経

済
的

困
窮

等
、

様
々

な
困

難
を

抱
え

る
青

少
年

に
対

し
、

専
門

機
関

と
連

携
し

た
サ

ポ
ー

ト
体

制
を

と
り

な
が

ら
、

自
然

体
験

・
自

己
表

現
・
も

の
作

り
・
ＩＴ

・
ス

ポ
ー

ツ
等

の
工

房
を

設
け

、
少

し
先

を
行

く
先

輩
ス

タ
ッ

フ
と

講
師

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

の
専

門
的

な
指

導
の

も
と

、
自

己
実

現
と

社
会

参
加

へ
向

け
て

様
々

な
体

験
活

動
を

行
う

。
○

自
然

体
験

活
動

（
週

１
回

）
：
登

山
、

ハ
イ

キ
ン

グ
、

釣
り

、
キ

ャ
ン

プ
、

動
物

と
の

触
れ

合
い

等
　

○
芸

術
表

現
活

動
（
週

１
回

）
：
音

楽
、

映
像

、
ダ

ン
ス

、
絵

画
、

デ
ザ

イ
ン

等
　

○
も

の
つ

く
り

体
験

活
動

（
週

１
回

）
：
大

工
、

木
工

、
ア

ク
セ

サ
リ

ー
、

シ
ル

ク
ス

ク
リ

ー
ン

、
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
リ

メ
イ

ク
等

　
○

ＩＴ
体

験
活

動
（
週

１
回

）
：
パ

ソ
コ

ン
初

歩
、

Ｐ
Ｃ

デ
ザ

イ
ン

等
　

○
ス

ポ
ー

ツ
体

験
活

動
（
週

１
回

）
：
卓

球
、

水
泳

、
バ

ス
ケ

ッ
ト

、
野

球
、

フ
ッ

ト
サ

ル
等

2
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
5
1

愛
媛

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
え

ひ
め

子
ど

も
チ

ャ
レ

ン
ジ

支
援

機
構

子
ど

も
た

ち
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
精

神
を

育
む

た
め

の
「
み

ん
な

で
チ

ャ
レ

ン
ジ

、
み

ん
な

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

」
事

業

①
 松

山
市

と
八

幡
浜

市
の

２
箇

所
で

、
１

０
～

２
２

歳
の

子
ど

も
に

よ
る

チ
ー

ム
つ

く
り

、
自

分
た

ち
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
を

自
分

た
ち

で
４

ヵ
月

か
け

て
企

画
・
運

営
・
実

施
・
発

表
す

る
事

業
、

及
び

啓
発

の
た

め
の

報
告

書
作

成
事

業
②

 愛
媛

県
の

子
ど

も
の

育
成

に
関

わ
る

地
域

教
育

実
践

家
達

が
集

ま
り

、
出

会
い

、
ふ

れ
あ

い
、

支
え

あ
い

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

構
築

す
る

事
業

8
9
2
,
0
0
0

0
0
6
9
1

佐
賀

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
鳥

栖
子

ど
も

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

地
域

の
子

供
の

た
め

の
健

全
育

成
事

業

市
内

周
辺

及
び

周
辺

地
域

の
小

学
校

３
年

生
か

ら
中

学
生

ま
で

を
募

集
し

、
約

１
年

間
の

レ
ッ

ス
ン

の
後

、
舞

台
発

表
を

し
ま

す
。

最
初

の
２

ヶ
月

間
は

基
礎

レ
ッ

ス
ン

、
そ

の
後

、
ク

ラ
ス

分
け

、
配

役
オ

ー
デ

ィ
シ

ョ
ン

の
後

、
台

本
に

添
っ

て
レ

ッ
ス

ン
を

重
ね

て
い

き
ま

す
。

冬
休

み
に

は
合

宿
を

し
、

心
を

一
つ

に
し

て
本

公
演

に
臨

み
ま

す
。

作
品

は
オ

リ
ジ

ナ
ル

で
、

脚
本

、
作

詞
、

作
曲

・
編

曲
、

振
付

す
べ

て
大

変
好

評
を

博
し

て
い

ま
す

。
子

ど
も

た
ち

が
着

る
衣

装
は

保
護

者
が

製
作

、
大

道
具

、
小

道
具

は
市

民
の

有
志

が
製

作
。

公
演

中
の

メ
イ

ク
や

舞
台

進
行

大
道

具
の

出
し

入
れ

も
保

護
者

や
Ｏ

Ｂ
、

Ｏ
Ｇ

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
ス

タ
ッ

フ
が

支
え

ま
す

。
ス

タ
ー

ト
か

ら
、

大
勢

の
人

が
関

わ
っ

て
創

り
あ

げ
て

い
き

ま
す

。

4
,
8
5
0
,
0
0
0

（ （（（
9 999
）
 

）
 ）
 

）
 開

発
途

上
開

発
途

上
開

発
途

上
開

発
途

上
に

あ
る

に
あ

る
に

あ
る

に
あ

る
海

外
海

外
海

外
海

外
の ののの

地
域

地
域

地
域

地
域

か
ら

の
か

ら
の

か
ら

の
か

ら
の

留
学

生
又

留
学

生
又

留
学

生
又

留
学

生
又

は ははは
研

修
生

研
修

生
研

修
生

研
修

生
の ののの

援
護

援
護

援
護

援
護

を ををを
行 行行行

う ううう
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
7
0
0

岡
山

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
メ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

外
国

人
研

修
・
技

能
実

習
生

の
生

活
相

談
と

日
本

語
学

習
支

援
の

事
業

　
～

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

の
活

用
～

１
、

外
国

人
研

修
・
技

能
実

習
生

受
入

協
同

組
合

が
行

う
日

本
語

教
育

・
生

活
文

化
慣

習
学

習
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

に
、

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
テ

レ
ビ

会
議

シ
ス

テ
ム

を
企

業
・
協

同
組

合
・
日

本
語

教
師

と
つ

な
い

で
当

法
人

が
ア

ド
バ

イ
ス

す
る

。
協

同
組

合
・
企

業
の

日
本

語
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
研

修
会

も
開

催
す

る
。

２
、

協
同

組
合

が
定

期
的

に
第

２
次

受
入

企
業

を
指

導
す

る
こ

と
や

研
修

・
技

能
実

習
生

の
生

活
・
研

修
技

能
実

習
相

談
や

ビ
ザ

・
労

働
相

談
を

受
け

る
事

業
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

た
め

に
、

週
１

回
の

相
談

会
を

設
け

る
。

行
政

書
士

・
社

会
保

険
労

務
士

・
行

政
書

士
・
弁

護
士

・
通

訳
者

な
ど

専
門

家
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

で
テ

レ
ビ

会
議

を
活

用
す

る
。

関
係

者
懇

談
会

も
開

催
す

る
。

３
、

上
記

を
当

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
と

し
て

モ
バ

イ
ル

を
含

め
た

ＩＣ
Ｔ

で
サ

ポ
ー

ト
す

る
。

４
、

上
記

の
情

報
を

行
政

・
関

係
機

関
と

連
携

し
て

当
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
な

ど
に

掲
載

。
（
動

画
含

む
）

1
,
7
5
0
,
0
0
0

（ （（（
1
0

1
01
0

1
0
）
 

）
 ）
 

）
 地

球
環

境
地

球
環

境
地

球
環

境
地

球
環

境
の ののの

保
全

保
全

保
全

保
全

（ （（（
本

邦
本

邦
本

邦
本

邦
と ととと

本
邦

以
外

本
邦

以
外

本
邦

以
外

本
邦

以
外

の ののの
地

域
地

域
地

域
地

域
に

ま
た

が
っ

て
に

ま
た

が
っ

て
に

ま
た

が
っ

て
に

ま
た

が
っ

て
広

範
広

範
広

範
広

範
か

つ
か

つ
か

つ
か

つ
大

規
模

大
規

模
大

規
模

大
規

模
に ににに

生 生生生
ず

る
ず

る
ず

る
ず

る
環

境
環

境
環

境
環

境
の ののの

変
化

変
化

変
化

変
化

に ににに
係 係係係

る るるる
環

境
環

境
環

境
環

境
の ののの

保
全

保
全

保
全

保
全

を
い

う
を

い
う

を
い

う
を

い
う

。
）

。
）

。
）

。
）
を ををを

図 図図図
る

た
め

に
る

た
め

に
る

た
め

に
る

た
め

に
行 行行行

う ううう
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

概
要

配
分

額
都

道
府

県
団

体
名

称
事

業
名

称
概

要
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
8
6
8

兵
庫

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ア

マ
モ

種
子

バ
ン

ク
魚

が
い

っ
ぱ

い
の

海
づ

く
り

の
た

め
の

市
民

に
よ

る
ア

マ
モ

育
成

事
業

・
赤

穂
を

対
象

地
域

と
し

て
、

そ
の

海
岸

に
お

い
て

ア
マ

モ
の

趣
旨

を
採

取
し

、
水

槽
内

で
養

生
す

る
　

・
養

生
し

た
種

子
を

選
別

し
保

存
す

る
　

・
別

に
採

取
し

た
ア

マ
モ

を
入

れ
た

水
槽

と
説

明
パ

ネ
ル

を
、

多
く
の

人
の

目
に

触
れ

る
場

所
（
例

え
ば

公
民

館
、

シ
ョ

ッ
ピ

ン
グ

セ
ン

タ
ー

、
郵

便
局

等
）
に

展
示

し
、

こ
の

事
業

に
つ

い
て

の
周

知
、

協
力

を
呼

び
か

け
る

　
・
こ

の
展

示
場

の
周

辺
近

隣
地

区
に

本
事

業
に

つ
い

て
の

ち
ら

し
を

配
布

し
、

併
せ

て
具

体
的

な
協

力
・
ア

マ
モ

の
育

成
～

に
つ

い
て

要
請

す
る

　
・
ア

マ
モ

の
育

成
に

つ
け

て
の

協
力

の
申

し
出

が
あ

れ
ば

、
ア

マ
モ

育
苗

キ
ッ

ト
を

送
り

、
市

民
の

手
で

ア
マ

モ
を

育
て

て
も

ら
う

　
・
育

て
ら

れ
た

ア
マ

モ
を

回
収

し
、

海
域

に
移

植
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
ア

マ
モ

場
再

生
を

目
指

す
。

こ
れ

ら
の

活
動

は
当

該
地

区
に

あ
る

市
民

団
体

の
協

力
を

得
て

行
う

。

1
,
1
0
6
,
0
0
0

-
 2

6
 -
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活
動

活
動

活
動

活
動

・ ・・・
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

グ
ラ

ム
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

グ
ラ

ム
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

グ
ラ

ム
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

グ
ラ

ム
配

分
事

業
配

分
事

業
配

分
事

業
配

分
事

業
リ

ス
ト

リ
ス

ト
リ

ス
ト

リ
ス

ト
（ （（（
1 111
）
 

）
 ）
 

）
 社

会
福

祉
社

会
福

祉
社

会
福

祉
社

会
福

祉
の ののの

増
進

増
進

増
進

増
進

を ををを
目

的
目

的
目

的
目

的
と

す
る

と
す

る
と

す
る

と
す

る
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

配
分

額
配

分
額

配
分

額
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
0
2
2

北
海

道
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
楽

し
い

モ
グ

ラ
ク

ラ
ブ

引
き

こ
も

り
経

験
者

、
発

達
障

害
者

な
ど

が
無

理
な

く
社

会
参

加
す

る
た

め
の

就
労

体
験

事
業

【
郵

便
資

源
活

用
に

よ
る

協
働

事
業

】
4
年

次
２

０
１

０
年

４
月

い
ろ

い
ろ

な
企

業
な

ど
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

作
製

依
頼

を
受

け
る

た
め

の
営

業
を

強
化

。
「
パ

ソ
コ

ン
教

室
」
の

の
出

張
教

室
（
引

き
こ

も
り

の
人

や
シ

ニ
ア

の
人

達
は

近
く
の

パ
ソ

コ
ン

教
室

の
要

望
が

有
る

為
）
の

拡
大

。
　

年
賀

状
作

製
講

座
（
喪

中
ハ

ガ
キ

含
む

、
季

節
に

よ
り

、
か

も
め

～
る

や
暑

中
見

舞
い

な
ど

も
含

む
）

5
0
0
,
0
0
0

0
0
6
8
2

北
海

道
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
人

材
育

成
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
障

が
い

者
の

就
業

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
た

め
の

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

・
ス

ク
ー

ル
開

設
事

業
3
年

次
本

格
稼

働
を

目
指

す
①

有
資

格
者

の
増

員
。

②
様

態
に

合
わ

せ
た

職
種

の
開

拓
。

③
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
実

施
（
バ

ッ
ク

ア
ッ

プ
強

化
）
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
8
9
9

北
海

道
社

会
福

祉
法

人
　

中
士

幌
福

祉
事

業
会

子
育

て
支

援
カ

ー
に

よ
る

子
育

て
巡

回
支

援
「
遊

び
の

宅
配

便
」
事

業
3
年

次
「
遊

び
の

宅
配

便
」
「
ぱ

ん
ぷ

き
ん

シ
ョ

ー
」
「
Ｎ

ＩＫ
Ｏ

・
ニ

コ
広

場
」
プ

ラ
ス

障
害

児
家

庭
の

在
宅

直
接

支
援

の
拡

充
を

念
頭

に
お

き
つ

つ
、

貸
し

出
し

お
も

ち
ゃ

や
絵

本
の

充
実

を
は

か
る

。
事

業
拡

大
に

伴
う

人
材

は
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
養

成
講

座
で

養
成

し
て

き
た

地
域

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

力
を

発
揮

し
て

も
ら

う
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
8
3
7

岩
手

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
人

生
い

き
い

き
ク

ラ
ブ

い
わ

て
地

域
で

創
作

活
動

を
す

る
高

齢
者

の
支

援
交

流
事

業
1
年

次
特

定
非

営
利

活
動

法
人

生
い

き
い

き
ク

ラ
ブ

い
わ

て
、

民
芸

品
創

作
友

の
会

が
呼

び
掛

け
実

行
委

員
会

を
結

成
し

、
「
地

域
で

創
作

活
動

す
る

高
齢

者
の

作
品

展
示

会
」
を

開
催

す
る

。
２

週
間

の
展

示
会

の
開

会
中

各
分

野
の

創
作

入
門

講
座

等
を

開
催

し
団

塊
の

世
代

に
呼

び
か

け
創

作
活

動
を

始
め

る
人

を
獲

得
す

る
。

展
示

会
で

は
優

秀
な

作
品

を
表

彰
し

、
創

作
活

動
の

発
展

を
促

す
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
8
5
6

山
形

県
社

会
福

祉
法

人
　

飯
豊

町
社

会
福

祉
協

議
会

高
齢

者
の

暮
ら

し
を

支
え

る
相

談
（
資

金
管

理
と

買
い

物
支

援
活

動
）

活
動

事
業

1
年

次
高

齢
者

の
生

活
基

盤
と

な
る

金
銭

管
理

と
買

い
物

支
援

を
行

う
た

め
の

体
制

づ
く
り

と
実

践
活

動
を

行
う

。
高

齢
者

世
帯

の
年

金
な

ど
を

含
め

た
財

産
管

理
の

支
援

及
び

買
い

物
支

援
を

、
郵

便
事

業
株

式
会

社
を

は
じ

め
関

係
者

が
関

わ
り

構
築

す
る

。
体

制
づ

く
り

の
た

め
の

会
議

の
開

催
、

法
的

な
問

題
の

整
理

、
自

立
支

援
事

業
と

連
携

し
た

人
材

の
育

成
と

支
援

活
動

を
試

験
的

に
実

施
し

検
証

す
る

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
2
1
7

福
島

県
社

会
福

祉
法

人
　

福
島

い
の

ち
の

電
話

「
福

島
い

の
ち

の
電

話
」
の

相
談

員
の

中
か

ら
研

修
担

当
者

を
養

成
す

る
た

め
の

相
談

員
特

別
研

修
リ

ー
ダ

ー
養

成
研

修
事

業
3
年

次
第

Ⅲ
課

程
（
研

修
担

当
者

養
成

コ
ー

ス
Ⅰ

）
オ

ブ
サ

ー
バ

ー
研

修
「
人

間
関

係
基

礎
訓

練
オ

ブ
サ

ー
バ

ー
」
「
モ

デ
ル

学
習

オ
ブ

サ
ー

バ
ー

」
サ

ブ
リ

ー
ダ

ー
研

修
「
継

続
研

修
サ

ブ
リ

ー
ダ

ー
」
ス

ー
パ

ー
ビ

ジ
ョ

ン
演

習
、

そ
の

他
外

部
研

修
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
7
8
8

福
島

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
子

育
て

支
援

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

プ
チ

マ
マ

ン
多

世
代

交
流

の
た

め
の

講
座

・
講

習
会

実
施

事
業

2
年

次

１
年

次
に

実
施

し
た

講
座

の
参

加
者

の
声

や
開

催
場

所
の

公
民

館
職

員
の

意
見

を
参

考
に

、
２

年
次

は
実

践
中

心
の

講
座

だ
け

で
な

く
、

多
世

代
が

交
流

し
や

す
い

料
理

教
室

や
、

講
義

を
含

め
た

講
座

・
い

く
つ

か
の

講
習

を
組

み
合

わ
せ

た
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

形
式

の
講

習
会

な
ど

を
加

え
、

地
域

の
実

情
・
ニ

ー
ズ

に
応

じ
た

講
座

・
講

習
会

を
実

施
し

て
い

く
。

ま
た

、
広

報
活

動
に

も
力

を
入

れ
、

内
容

に
よ

っ
て

は
企

業
協

賛
な

ど
も

働
き

か
け

て
い

く
。

3
0
0
,
0
0
0

0
0
7
6
7

茨
城

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
水

戸
共

に
育

つ
会

障
害

の
あ

る
子

と
な

い
子

が
共

に
育

つ
社

会
づ

く
り

の
為

の
活

動
及

び
人

材
育

成
事

業
3
年

次
引

き
続

き
、

子
育

て
や

就
学

に
悩

み
を

持
つ

保
護

者
と

共
に

思
い

を
共

有
し

、
共

に
育

ち
、

共
に

支
え

合
う

社
会

づ
く
り

を
目

指
す

。
障

が
い

を
理

解
し

共
生

し
て

い
く
道

筋
を

作
る

た
め

、
障

が
い

児
・
者

の
視

点
に

立
ち

行
政

及
び

社
会

に
働

き
か

け
る

よ
う

支
援

の
輪

を
広

め
た

い
。

子
ど

も
達

と
地

域
を

結
ぶ

リ
ー

ダ
ー

的
人

材
の

育
成

を
図

る
。

就
労

に
関

す
る

こ
と

に
も

目
を

向
け

て
い

き
た

い
。

4
8
8
,
0
0
0

0
0
7
5
9

埼
玉

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
日

本
点

字
技

能
師

協
会

社
内

検
定

試
験

（
点

字
技

能
師

）
受

験
推

進
の

為
の

講
習

会
と

点
字

技
能

師
の

知
識

充
実

の
為

の
研

修
会

事
業

3
年

次

今
回

、
東

京
の

会
場

を
探

し
ま

し
た

が
、

前
回

ほ
ど

の
好

条
件

（
新

幹
線

ホ
ー

ム
か

ら
１

０
分

で
会

場
の

裏
に

ホ
テ

ル
）
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
遠

方
か

ら
集

ま
る

参
加

者
の

こ
と

を
考

え
、

今
回

も
京

都
で

の
開

催
を

計
画

し
ま

し
た

。
こ

の
講

習
会

は
点

字
技

能
師

に
受

か
る

為
の

も
の

な
の

で
、

毎
年

参
加

す
る

人
は

違
う

の
が

理
想

で
す

。
京

都
で

の
開

催
を

定
着

さ
せ

る
べ

き
で

は
な

い
か

と
検

討
し

て
い

ま
す

、
研

修
会

は
１

講
座

３
時

間
じ

っ
く
り

と
学

習
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
3
8
5

神
奈

川
県

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

さ
く
ら

ん
ぼ

地
域

の
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
を

活
用

し
た

病
児

・
病

後
児

保
育

シ
ス

テ
ム

開
発

、
定

着
事

業
2
年

次
①

待
機

有
償

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

数
の

増
加

を
図

り
感

染
症

等
の

場
合

の
派

遣
サ

ポ
ー

ト
を

強
化

す
る

。
②

健
康

支
援

の
情

報
提

供
や

会
員

制
度

の
定

着
を

目
的

に
会

報
を

発
行

す
る

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
2

山
梨

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
虹

の
谷

障
害

児
・
者

、
ア

ス
ペ

ル
ガ

ー
等

発
達

障
害

児
・
者

の
た

め
の

健
全

育
成

を
目

的
と

し
た

フ
ァ

ー
ム

教
室

事
業

3
年

次
さ

ら
に

多
く
の

障
害

児
、

ア
ス

ペ
ル

ガ
ー

等
発

達
障

害
児

に
フ

ァ
ー

ム
教

室
参

加
を

勧
め

、
仲

間
を

も
つ

楽
し

さ
、

人
と

人
が

つ
な

が
る

す
ば

ら
し

さ
を

教
え

、
健

全
な

発
達

を
う

な
が

し
た

い
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
4
8
7

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
日

本
Ａ

Ｓ
Ｌ

協
会

国
際

手
話

教
育

お
よ

び
通

訳
養

成
の

た
め

の
教

材
開

発
事

業
2
年

次
①

.教
材

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

チ
ー

ム
継

続
。

②
.国

際
手

話
入

門
講

座
開

講
の

支
援

。
③

国
際

手
話

通
訳

養
成

講
座

の
実

施
。

④
教

材
試

作
版

の
制

作
。

5
0
0
,
0
0
0

-
 2

7
 -



0
0
6
1
5

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
町

田
ヒ

ュ
ー

マ
ン

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

韓
国

に
於

け
る

自
立

生
活

セ
ン

タ
ー

の
障

害
者

リ
ー

ダ
ー

育
成

の
た

め
の

サ
ポ

ー
ト

事
業

3
年

次

１
０

月
に

４
泊

５
日

で
予

定
。

１
年

目
２

年
目

の
内

容
を

ふ
ま

え
、

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

強
化

講
習

を
行

い
、

韓
国

で
の

問
題

点
を

出
し

、
ク

リ
ア

し
て

行
く
た

め
の

話
し

合
い

を
考

え
て

い
る

。
ソ

ウ
ル

の
Ｃ

ＩＬ
で

相
互

に
定

期
的

な
ピ

ア
・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
勉

強
会

も
行

わ
れ

る
そ

う
で

、
陽

川
の

リ
ー

ダ
ー

が
そ

の
中

心
的

な
位

置
を

担
う

こ
と

か
ら

、
「
講

座
リ

ー
ダ

ー
」
と

し
て

の
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
も

図
り

た
い

。
ま

た
、

リ
ー

ダ
ー

と
オ

ー
ガ

ナ
イ

ザ
ー

と
介

助
者

の
関

係
の

講
座

及
び

実
習

を
行

い
、

障
害

者
主

体
を

完
全

な
も

の
に

す
る

。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
7
5
5

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
風

の
子

会
障

害
児

・
者

の
自

立
と

社
会

参
加

を
支

援
す

る
宿

泊
訓

練
事

業
Ⅳ

4
年

次
宿

泊
活

動
２

０
回

の
実

施
。

宿
泊

時
の

余
暇

活
動

内
容

の
充

実
。

ス
タ

ッ
フ

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

の
ま

と
め

、
保

護
者

か
ら

の
意

見
、

子
ど

も
た

ち
の

成
長

の
様

子
や

課
題

を
冊

子
に

ま
と

め
、

関
係

機
関

に
配

布
。

会
報

へ
の

掲
載

。
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
へ

の
掲

載
。

行
政

へ
の

提
言

。
ス

タ
ッ

フ
養

成
事

業
の

充
実

（
学

習
会

の
開

催
な

ど
）
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
3

新
潟

県
特

例
民

法
法

人
　

新
潟

県
精

神
障

害
者

家
族

会
連

合
会

精
神

障
害

者
へ

の
正

し
い

理
解

を
広

げ
、

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

の
実

現
を

め
ざ

す
啓

発
事

業
4
年

次
平

成
２

２
年

度
精

神
保

健
福

祉
フ

ォ
ー

ラ
ム

～
越

後
で

暮
ら

そ
う

パ
ー

ト
Ⅵ

～
　

テ
ー

マ
（
仮

）
「
広

げ
よ

う
、

つ
な

げ
よ

う
人

の
輪

」
3
0
0
,
0
0
0

0
0
1
0
5

福
井

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
バ

リ
ア

フ
リ

ー
シ

ス
テ

ム
推

進
協

会
中

高
齢

者
及

び
障

が
い

者
の

社
会

参
加

の
機

会
拡

充
を

目
的

と
す

る
、

転
倒

防
止

の
た

め
の

、
筋

肉
を

意
識

す
る

歩
行

改
善

講
座

事
業

4
年

次
２

１
年

度
の

成
果

と
反

省
を

踏
ま

え
て

、
２

２
年

春
に

研
究

者
向

け
に

発
表

さ
れ

る
、

小
型

で
価

格
も

手
頃

で
、

音
で

筋
活

動
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

最
新

式
の

簡
易

型
小

型
筋

電
計

を
活

用
し

、
中

高
年

や
障

害
者

の
方

を
対

象
に

、
同

時
に

多
く
の

方
に

実
施

で
き

る
講

習
方

法
の

確
立

に
取

り
組

み
、

助
成

終
了

後
の

事
業

継
続

の
た

め
の

ス
タ

ー
ト

の
年

と
位

置
づ

け
る

。
尚

、
講

習
１

回
当

り
の

外
部

講
師

数
を

下
げ

る
。

4
6
5
,
0
0
0

0
0
0
0
8

静
岡

県
特

例
民

法
法

人
　

静
岡

県
腎

臓
バ

ン
ク

一
般

県
民

に
む

け
て

の
腎

臓
病

に
関

す
る

予
防

知
識

の
普

及
と

腎
臓

移
植

に
関

す
る

普
及

啓
発

を
目

的
と

す
る

市
民

公
開

講
座

事
業

2
年

次
市

民
公

開
講

座
：
東

部
地

区
－

「
腎

臓
を

大
切

に
！

」
腎

臓
内

科
医

１
名

・
「
腎

臓
機

能
が

悪
く
な

っ
た

ら
①

」
１

名
・
「
腎

臓
機

能
が

悪
く
な

っ
た

ら
②

」
１

名
・
「
移

植
者

の
体

験
談

」
１

名
5
0
0
,
0
0
0

0
0
0
5
8

静
岡

県
社

会
福

祉
法

人
　

伊
豆

市
社

会
福

祉
協

議
会

「
地

域
ぐ

る
み

の
子

育
て

支
援

」
の

た
め

の
サ

ポ
ー

タ
ー

と
し

て
、

人
材

育
成

と
子

育
て

・
親

育
ち

応
援

事
業

。
未

来
の

伊
豆

市
を

支
え

る
子

ど
も

た
ち

へ
、

安
心

し
て

子
ど

も
を

育
て

ら
れ

る
環

境
支

援
と

地
域

づ
く
り

1
年

次
子

育
て

支
援

サ
イ

ド
の

人
材

育
成

：
子

育
て

支
援

サ
ポ

ー
タ

ー
養

成
講

座
（
４

回
講

座
）
開

催
を

通
し

て
人

材
育

成
。

４
年

後
、

子
育

て
サ

ロ
ン

の
開

催
及

び
運

営
が

で
き

る
人

材
の

育
成

及
び

親
サ

イ
ド

の
自

主
的

子
育

て
サ

ー
ク

ル
の

立
ち

上
げ

や
活

動
支

援
に

関
れ

る
人

材
の

育
成

を
め

ざ
す

。
4
6
7
,
0
0
0

0
0
3
1
4

愛
知

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
心

豊
か

に
Ａ

Ｒ
Ｄ

の
会

地
域

社
会

の
福

祉
の

増
進

と
発

展
を

目
的

と
し

た
「
届

け
よ

う
！

広
げ

よ
う

！
絆

つ
な

ぎ
の

押
し

花
メ

ッ
セ

ー
ジ

カ
ー

ド
」
事

業
【
郵

便
資

源
活

用
に

よ
る

協
働

事
業

】
2
年

次

事
業

目
的

「
届

け
よ

う
！

広
げ

よ
う

！
絆

つ
な

ぎ
の

押
し

花
メ

ッ
セ

ー
ジ

カ
ー

ド
」
事

業
の

波
及

・
第

１
９

回
尾

張
旭

ふ
れ

あ
い

夏
ま

つ
り

で
、

「
絆

つ
な

ぎ
の

押
し

花
メ

ッ
セ

ー
ジ

カ
ー

ド
」
づ

く
り

を
開

催
・
郵

便
資

源
活

用
と

し
て

郵
便

局
施

設
内

で
、

市
民

を
対

象
に

「
絆

つ
な

ぎ
の

押
し

花
メ

ッ
セ

ー
ジ

カ
ー

ド
」
づ

く
り

を
開

催
。

※
２

年
度

は
、

Ｃ
Ｏ

Ｐ
１

０
へ

「
届

け
よ

う
！

広
げ

よ
う

！
絆

つ
な

ぎ
の

押
し

花
メ

ッ
セ

ー
ジ

カ
ー

ド
」
を

サ
ブ

テ
ー

マ
と

し
市

の
望

ま
し

い
環

境
象

「
環

境
を

考
え

と
も

に
つ

く
る

私
た

ち
の

ま
ち

」
と

と
も

に
事

業
の

波
及

を
図

る
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
4
1
8

愛
知

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ア

レ
ル

ギ
ー

支
援

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

「
ア

レ
ル

ギ
ー

を
持

つ
患

者
・
家

族
の

会
」
の

設
立

・
活

動
支

援
と

「
会

の
リ

ー
ダ

ー
を

育
成

す
る

」
た

め
の

事
業

2
年

次
１

年
次

目
の

本
事

業
の

助
成

を
受

け
「
会

」
を

支
援

す
る

中
で

、
地

域
の

患
者

か
ら

「
会

」
を

設
立

し
た

い
と

い
う

声
が

、
少

し
ず

つ
で

あ
る

が
あ

ち
ら

こ
ち

ら
に

あ
る

こ
と

が
伝

わ
っ

て
き

て
い

る
。

本
事

業
は

こ
れ

を
引

き
続

き
発

展
さ

せ
る

た
め

、
「
会

」
の

設
立

を
希

望
す

る
地

域
に

、
そ

の
希

望
者

と
一

緒
に

「
会

」
を

支
援

す
る

「
支

援
者

」
の

育
成

を
も

進
め

ら
れ

る
よ

う
準

備
を

行
う

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
5
7
7

愛
知

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ク

レ
サ

ラ
あ

し
た

の
会

多
重

債
務

者
、

消
費

者
問

題
で

困
っ

て
い

る
人

々
の

た
め

の
救

済
事

業
及

び
こ

れ
ら

の
問

題
に

つ
い

て
の

広
報

、
教

育
事

業
4
年

次

相
談

会
の

定
期

開
催

は
従

来
ど

お
り

行
い

、
市

町
村

の
開

催
す

る
イ

ベ
ン

ト
に

積
極

的
に

参
加

し
、

当
法

人
の

活
動

と
、

多
重

債
務

・
消

費
者

被
害

問
題

を
Ｐ

Ｒ
し

て
い

く
予

定
で

す
。

現
在

年
間

１
０

万
人

を
超

え
る

破
産

者
が

あ
り

、
借

金
が

原
因

で
自

殺
し

て
し

ま
う

人
が

後
を

た
ち

ま
せ

ん
。

４
年

次
に

は
、

こ
れ

ら
の

人
数

が
少

し
で

も
減

る
よ

う
活

動
し

ま
す

。
ま

た
、

違
法

な
貸

金
業

者
が

多
発

し
て

い
る

た
め

、
こ

れ
に

つ
い

て
の

注
意

喚
起

も
行

っ
て

い
き

ま
す

。
注

意
喚

起
の

方
法

と
し

て
、

今
年

度
は

演
劇

を
取

り
入

れ
て

い
き

ま
す

。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
6
9
9

愛
知

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
移

動
ネ

ッ
ト

あ
い

ち
運

転
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
へ

の
安

全
運

転
教

育
実

施
の

た
め

の
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
（
指

導
員

）
教

育
事

業
4
年

次

移
動

ネ
ッ

ト
あ

い
ち

に
所

属
す

る
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
を

対
象

に
、

運
転

お
よ

び
介

助
の

技
術

と
指

導
力

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
を

目
的

と
し

て
、

「
少

人
数

」
「
実

技
中

心
」
の

実
践

研
修

を
行

う
こ

と
で

、
イ

ン
ス

ト
ラ

ク
タ

ー
の

質
・
量

と
も

に
向

上
さ

せ
る

計
画

で
す

。
な

お
、

こ
れ

ま
で

会
場

環
境

の
制

約
に

よ
り

実
施

で
き

な
か

っ
た

、
よ

り
ス

テ
ッ

プ
ア

ッ
プ

し
た

内
容

の
研

修
を

実
施

す
る

た
め

に
、

会
場

と
し

て
自

動
車

学
校

等
を

予
定

し
て

い
ま

す
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
3
4
7

三
重

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
新

邦
楽

グ
ル

ー
プ

名
梢

（
N

P
O

法
人

新
邦

楽
グ

ル
ー

プ
　

自
主

公
演

チ
ャ

レ
ン

ジ
フ

ェ
ス

タ
）
　

目
的

　
子

供
達

の
チ

ャ
レ

ン
ジ

精
神

高
揚

の
為

と
次

世
代

へ
の

継
承

を
目

的
と

す
る

事
業

1
年

次
各

学
校

へ
伺

っ
た

り
公

民
館

活
動

等
に

於
い

て
指

導
さ

せ
て

頂
い

て
い

る
伝

統
芸

能
で

す
が

、
子

供
達

が
修

得
し

た
技

術
を

１
人

で
舞

台
上

で
発

表
す

る
目

的
を

持
つ

一
部

と
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

新
邦

楽
グ

ル
ー

プ
の

各
部

門
の

会
員

達
の

ス
ペ

シ
ャ

ル
な

舞
台

発
表

を
二

部
と

し
、

広
く
理

解
と

楽
し

み
を

頂
け

る
様

、
内

容
を

企
画

致
し

ま
す

。
老

人
ホ

ー
ム

の
方

を
招

待
等

福
祉

面
も

考
慮

。
2
0
0
,
0
0
0

0
0
4
5
6

三
重

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
三

重
成

年
後

見
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
成

年
後

見
制

度
普

及
の

た
め

の
市

民
公

開
講

座
・
相

談
会

実
施

事
業

1
年

次

「
成

年
後

見
制

度
」
を

一
般

市
民

の
方

々
に

周
知

・
理

解
し

て
頂

け
る

よ
う

、
三

重
県

各
地

で
市

民
無

料
参

加
型

の
市

民
公

開
講

座
を

開
催

し
、

「
成

年
後

見
制

度
と

は
」
「
利

用
の

仕
方

」
等

に
つ

い
て

講
演

会
・
相

談
会

を
行

う
。

「
三

重
県

の
皆

様
の

た
め

の
成

年
後

見
制

度
の

手
引

き
」
を

作
成

し
、

市
民

公
開

講
座

の
参

加
者

に
無

料
配

布
す

る
。

ま
た

、
参

加
で

き
な

い
市

民
の

た
め

に
も

制
度

を
知

っ
て

頂
く
た

め
、

こ
の

手
引

を
各

行
政

機
関

担
当

窓
口

・
各

社
会

福
祉

協
議

会
・
施

設
等

に
常

置
す

る
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
8
0
1

三
重

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
す

ず
か

希
望

の
里

介
護

や
認

知
症

な
ど

に
関

す
る

“
講

演
と

映
画

の
つ

ど
い

”
実

施
事

業
1
年

次

「
講

演
と

映
画

の
つ

ど
い

」
（
案

）
●

と
き

／
平

成
２

２
年

１
１

月
上

旬
、

●
と

こ
ろ

／
鈴

鹿
市

内
公

共
施

設
ホ

ー
ル

、
●

規
模

／
５

０
０

名
、

●
内

容
／

介
護

、
認

知
証

な
ど

に
関

す
る

映
画

の
上

映
と

講
演

。
本

事
業

を
取

り
組

む
な

か
で

、
当

法
人

の
施

設
利

用
者

、
家

族
、

職
員

と
地

域
の

方
々

と
の

交
流

を
は

か
り

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、

当
法

人
の

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

組
織

（
「
た

ん
ぽ

ぽ
フ

レ
ン

ド
ク

ラ
ブ

」
）
の

育
成

を
強

め
ま

す
。

ま
た

、
郵

送
に

よ
る

宣
伝

物
を

お
届

け
す

る
こ

と
で

、
郵

便
事

業
と

の
協

働
を

は
か

れ
る

も
の

と
考

え
ま

す
。

4
7
3
,
0
0
0

-
 2

8
 -



0
0
3
1
0

滋
賀

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
滋

賀
県

難
病

連
絡

協
議

会
難

病
患

者
の

自
律

の
た

め
の

講
演

と
文

化
の

つ
ど

い
並

び
に

恵
ま

れ
な

い
世

界
の

子
ど

も
支

援
事

業
3
年

次

こ
こ

２
～

３
年

年
賀

寄
附

金
配

分
事

業
の

実
施

も
含

め
滋

賀
県

民
へ

の
難

病
啓

発
が

進
ん

で
き

た
。

そ
の

結
果

、
滋

賀
県

の
人

権
啓

発
冊

子
や

市
民

活
動

啓
発

冊
子

に
も

「
難

病
特

集
」
が

取
り

上
げ

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

３
年

次
は

難
病

患
者

自
身

が
、

自
身

の
生

き
方

と
し

て
難

病
と

と
も

に
歩

む
姿

を
広

く
県

民
の

方
々

に
知

っ
て

い
た

だ
く
機

会
と

し
た

い
。

そ
の

た
め

の
講

演
会

（
ＩＰ

Ｓ
細

胞
研

究
者

京
都

大
学

山
中

伸
弥

教
授

を
希

望
）
と

難
病

患
者

の
文

化
祭

を
開

催
す

る
と

と
も

に
、

難
病

患
者

自
身

が
恵

ま
れ

な
い

世
界

の
子

ど
も

た
ち

支
援

に
積

極
的

に
参

加
す

る
機

会
と

し
た

い
。

4
8
5
,
0
0
0

0
0
6
1
4

滋
賀

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
宅

老
所

は
な

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

自
身

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
を

踏
ま

え
た

地
域

住
民

の
福

祉
を

支
え

る
活

動
事

業
2
年

次
２

級
ヘ

ル
パ

ー
養

成
事

業
及

び
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
育

成
の

実
施

。
・
有

償
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
事

業
の

実
施

者
に

よ
る

活
動

及
び

組
織

作
り

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
2
4
3

京
都

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
水

度
坂

友
愛

ホ
ー

ム
ス

リ
ー

A
方

式
に

よ
る

認
知

症
予

防
教

室
事

業
4
年

次
２

２
年

度
も

年
間

を
通

じ
て

２
０

回
コ

ー
ス

を
２

回
実

施
予

定
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
7
7
2

奈
良

県
社

会
福

祉
法

人
　

奈
良

い
の

ち
の

電
話

協
会

１
０

代
を

中
心

と
す

る
子

供
た

ち
の

心
の

中
の

葛
藤

に
耳

を
傾

け
て

問
題

解
決

に
質

す
る

た
め

の
メ

ー
ル

相
談

活
動

事
業

の
充

実
に

向
け

て
の

ヤ
ン

グ
ス

タ
ッ

フ
養

成
研

修
事

業
【
郵

便
資

源
活

用
に

よ
る

協
働

事
業

】

4
年

次

よ
り

多
く
の

子
ど

も
の

声
を

受
信

で
き

る
た

め
に

、
全

国
ネ

ッ
ト

の
「
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
」
参

入
し

、
県

内
初

の
組

織
づ

く
り

に
寄

与
し

て
１

年
た

っ
た

。
特

に
人

間
関

係
問

題
（
い

じ
め

、
不

登
校

、
虐

待
、

性
問

題
含

む
）
の

ト
ラ

ブ
ル

を
変

え
て

い
る

こ
と

を
知

り
、

こ
れ

の
解

決
に

向
け

て
よ

り
一

層
努

力
が

急
務

と
考

え
た

。
そ

の
為

に
は

ネ
ッ

ト
相

談
（
メ

ー
ル

相
談

へ
発

展
）
も

可
能

と
す

る
人

材
を

本
格

的
に

養
成

し
、

こ
の

活
動

を
充

実
す

る
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
1
6
3

大
阪

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
地

域
通

貨
ね

や
が

わ
寝

屋
川

市
の

元
気

で
住

み
よ

い
街

づ
く
り

の
一

翼
を

担
う

仕
組

み
と

し
て

「
謝

礼
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動
」
の

促
進

の
た

め
の

地
域

通
貨

「
げ

ん
き

」
発

券
事

業
3
年

次
地

域
通

貨
「
げ

ん
き

」
発

行
目

標
金

額
＝

７
０

０
万

円
・
寝

屋
川

市
で

の
地

域
通

貨
「
げ

ん
き

」
の

活
用

促
進

活
動

と
し

て
、

活
動

会
員

及
び

利
用

会
員

の
勧

誘
・
増

強
の

た
め

「
地

域
通

貨
体

験
セ

ミ
ナ

ー
」
の

多
頻

度
開

催
。

4
5
0
,
0
0
0

0
0
4
5
5

大
阪

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

・
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
協

会
知

的
（
発

達
）
障

害
者

に
か

か
わ

る
支

援
者

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
セ

ミ
ナ

ー
の

報
告

集
発

行
事

業
3
年

次
１

、
２

年
次

申
請

事
業

の
「
知

的
（
発

達
）
障

害
の

理
解

や
社

会
参

加
の

促
進

に
向

け
た

支
援

者
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
セ

ミ
ナ

ー
」
の

報
告

集
発

行
事

業
。

上
記

１
、

２
年

次
の

事
業

を
冊

子
と

し
て

ま
と

め
る

。
た

だ
し

１
年

次
の

事
業

は
録

音
失

敗
の

た
め

、
１

年
次

の
部

分
の

多
く
は

割
愛

さ
れ

、
２

年
次

事
業

が
冊

子
の

中
心

と
な

る
予

定
。

支
援

者
の

み
な

ら
ず

一
般

市
民

に
も

冊
子

を
広

め
る

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
1
0
9

岡
山

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
子

ど
も

劇
場

岡
山

県
セ

ン
タ

ー
子

ど
も

の
心

の
居

場
所

づ
く
り

の
た

め
の

子
ど

も
専

用
電

話
事

業
4
年

次

毎
週

月
・
土

曜
日

午
後

４
時

～
９

時
に

２
回

線
で

電
話

を
開

設
。

フ
リ

ー
ダ

イ
ヤ

ル
、

全
国

エ
リ

ア
か

ら
の

受
信

。
受

け
手

３
名

と
支

え
手

１
名

の
２

交
代

制
を

完
全

確
立

、
月

間
受

信
件

数
を

３
５

０
件

以
上

と
す

る
。

県
内

全
小

中
学

校
に

電
話

番
号

告
知

カ
ー

ド
児

童
数

分
と

ポ
ス

タ
ー

を
配

布
。

ニ
ュ

ー
ス

レ
タ

ー
と

年
次

報
告

書
作

成
。

支
え

手
の

研
修

強
化

と
、

受
け

手
グ

ル
ー

プ
研

修
の

充
実

。
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
笠

岡
を

分
離

。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
6
5
2

岡
山

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
さ

ん
か

く
ナ

ビ
暴

力
の

あ
る

家
庭

で
育

っ
た

思
春

期
の

子
ど

も
に

対
す

る
住

居
の

提
供

と
生

活
支

援
事

業
3
年

次

暴
力

は
子

ど
も

の
心

を
傷

つ
け

ま
す

。
Ｄ

Ｖ
の

あ
る

家
庭

で
育

つ
子

ど
も

、
自

身
が

性
暴

力
を

受
け

て
い

る
子

ど
も

や
若

者
の

相
談

は
か

な
り

の
数

寄
せ

ら
れ

ま
す

。
行

政
機

関
で

の
対

応
が

困
難

な
場

合
な

ど
の

避
難

所
と

し
て

、
民

間
シ

ェ
ル

タ
ー

が
必

用
で

す
。

回
復

の
場

と
し

て
、

生
活

の
支

援
を

行
い

、
関

係
機

関
と

連
携

し
な

が
ら

、
そ

れ
ぞ

れ
の

子
ど

も
に

応
じ

た
自

立
の

道
を

目
指

す
こ

と
で

、
暴

力
を

断
ち

切
る

こ
と

を
目

指
し

ま
す

。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
1
5
3

広
島

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
き

っ
か

け
づ

く
り

の
会

車
イ

ス
使

用
者

（
高

齢
者

・
障

害
者

・
傷

病
に

よ
る

一
時

使
用

者
）
が

、
い

つ
で

も
何

所
へ

で
も

、
行

き
た

い
と

こ
ろ

へ
、

安
全

に
安

心
し

て
外

出
で

き
る

た
め

の
「
車

イ
ス

介
助

者
育

成
講

座
」
事

業
1
年

次

体
験

者
９

，
０

０
０

人
を

超
え

た
こ

と
で

当
会

の
第

一
目

標
は

達
成

し
た

。
次

へ
の

ス
テ

ッ
プ

と
し

て
、

車
イ

ス
介

助
の

技
術

を
確

実
に

習
得

し
て

も
ら

う
こ

と
を

目
標

に
、

車
イ

ス
使

用
者

の
目

線
に

立
っ

た
車

イ
ス

介
助

技
術

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

作
成

す
る

。
そ

の
た

め
に

①
車

イ
ス

使
用

者
と

実
際

に
介

助
を

し
て

い
る

人
か

ら
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

の
実

施
②

当
事

者
・
介

助
者

・
学

識
経

験
者

に
よ

る
委

員
会

を
立

上
げ

る
（
１

回
／

月
開

催
）
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
8
1
7

徳
島

県
特

例
民

法
法

人
　

と
く
し

ま
ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ

ン
促

進
協

会
障

害
者

の
ス

ポ
ー

ツ
振

興
の

た
め

の
プ

ロ
グ

ラ
ム

推
進

事
業

1
年

次
①

ス
ポ

ー
ツ

の
楽

し
さ

を
身

近
に

実
感

す
る

こ
と

を
目

的
と

し
、

各
障

害
者

団
体

や
施

設
で

の
出

張
ス

ポ
ー

ツ
教

室
の

開
催

。
②

出
張

ス
ポ

ー
ツ

教
室

で
体

験
し

た
種

目
に

よ
る

各
種

ス
ポ

ー
ツ

大
会

を
開

催
。

③
全

国
障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

大
会

中
国

・
四

国
地

区
予

選
会

へ
の

知
的

障
害

者
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
競

技
と

知
的

障
害

者
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
競

技
の

強
化

練
習

の
開

催
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
1
2
7

愛
媛

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ぶ

う
し

す
て

む
重

度
障

害
者

就
労

の
為

の
パ

ソ
コ

ン
技

術
習

得
支

援
と

活
躍

す
る

場
と

し
て

地
域

の
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
形

成
事

業
3
年

次
講

師
派

遣
と

リ
モ

ー
ト

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

を
使

っ
た

研
修

。
受

講
者

重
度

１
名

追
加

、
２

名
と

し
た

い
。

今
ま

で
に

IT
研

修
を

開
催

し
て

い
な

い
地

域
で

１
個

所
程

度
、

重
度

講
師

に
よ

る
研

修
を

計
画

。
既

に
研

修
を

行
っ

た
地

域
で

育
成

で
き

た
障

害
者

の
活

躍
の

場
と

し
て

研
修

の
実

施
。

南
予

地
域

、
宇

和
島

市
、

西
予

市
・
鬼

北
方

面
へ

の
IT

講
習

の
検

討
と

実
施

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
8
6
3

愛
媛

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
ク

リ
エ

ー
ト

食
を

と
お

し
た

障
害

者
・
高

齢
者

・
子

育
て

世
代

の
こ

こ
ろ

を
つ

な
ぐ

交
流

事
業

1
年

次

コ
ミ

レ
ス

開
店

準
備

と
し

て
、

ま
ず

福
祉

就
労

の
場

と
連

携
し

、
「
安

心
・
安

全
な

食
物

」
の

栽
培

、
収

穫
、

生
産

を
行

い
、

障
が

い
者

の
就

農
を

実
践

。
さ

ら
に

空
き

店
舗

を
活

用
し

交
流

事
業

や
、

収
穫

し
た

食
材

を
用

い
た

食
育

教
室

を
開

催
し

、
高

齢
者

の
知

恵
や

子
育

て
・
食

育
の

場
と

す
る

と
と

も
に

、
地

産
地

消
の

担
い

手
と

し
て

障
が

い
者

が
関

わ
る

こ
と

で
、

３
者

間
の

交
流

を
実

現
す

る
。

豊
か

な
地

域
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
、

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

社
会

の
形

成
を

目
指

し
、

コ
ミ

レ
ス

開
店

へ
の

課
題

や
改

善
点

な
ど

を
見

つ
け

、
次

年
度

へ
の

ス
テ

ッ
プ

ア
ッ

プ
を

図
る

。

4
8
3
,
0
0
0

0
0
3
0
6

佐
賀

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
子

ど
も

と
文

化
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

ぽ
っ

ぽ
・
わ

ー
る

ど
ひ

と
り

ぼ
っ

ち
の

子
育

て
マ

マ
へ

の
心

の
サ

ポ
ー

ト
　

子
育

て
応

援
・
交

流
誌

発
行

・
居

場
所

づ
く
り

事
業

1
年

次

①
子

育
て

応
援

・
交

流
誌

「
ぽ

っ
ぽ

・
か

ふ
ぇ

」
の

発
行

８
，

０
０

０
部

。
②

子
育

て
居

場
所

づ
く
り

「
マ

マ
か

ふ
ぇ

」
の

開
催

。
③

子
育

て
母

親
講

座
（
ス

ク
ラ

ッ
プ

ブ
ッ

キ
ン

グ
教

室
、

手
縫

い
教

室
、

ベ
ビ

ー
マ

ッ
サ

ー
ジ

教
室

、
障

害
児

向
け

タ
ッ

チ
ケ

ア
講

座
）
を

子
育

て
支

援
団

体
（
鳥

栖
市

子
育

て
支

援
セ

ン
タ

ー
・
障

害
児

支
援

団
体

・
子

育
て

サ
ー

ク
ル

）
と

協
働

し
、

母
親

講
座

・
講

演
会

な
ど

を
開

催
し

母
親

同
士

の
交

流
を

深
め

、
支

援
活

動
を

強
化

す
る

。

4
0
2
,
0
0
0

-
 2

9
 -
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大
分

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
こ

ど
も

サ
ポ

ー
ト

に
っ

こ
・
に

こ
高

齢
者

、
特

に
独

居
老

人
と

子
ど

も
の

互
い

の
生

き
る

力
を

生
み

だ
す

た
め

の
世

代
間

交
流

事
業

（
メ

ッ
セ

ー
ジ

や
交

流
す

る
場

）
“
虹

い
ろ

ゆ
う

び
ん

”
事

業
2
年

次
１

年
次

で
、

本
人

の
了

解
の

も
と

誕
生

日
を

教
え

て
も

ら
い

、
そ

の
日

に
手

作
り

プ
レ

ゼ
ン

ト
（
カ

ー
ド

）
を

も
っ

て
玄

関
訪

問
を

す
る

。
毎

月
の

お
た

よ
り

は
前

年
度

と
お

あ
ん

じ
よ

う
に

お
便

り
し

、
独

居
の

方
と

信
頼

県
を

も
ち

た
い

。
そ

し
て

、
一

人
で

も
入

っ
て

い
た

だ
け

る
よ

う
に

し
た

い
。

4
9
2
,
0
0
0

0
0
0
1
8

鹿
児

島
県

社
会

福
祉

法
人

　
和

泊
町

社
会

福
祉

協
議

会
元

気
高

齢
者

の
認

知
症

予
防

の
た

め
の

脳
の

健
康

教
室

開
催

事
業

2
年

次
○

脳
の

健
康

教
室

の
実

施
〈
特

定
高

齢
者

の
対

象
者

に
含

む
。

）
　

○
福

祉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

育
成

と
資

質
向

上
研

修
会

の
開

催
（
サ

ポ
ー

タ
ー

対
象

）
　

○
修

了
者

の
意

向
調

査
（
社

会
貢

献
活

動
及

び
そ

の
他

の
活

動
状

況
等

）
　

○
シ

ニ
ア

は
つ

ら
つ

倶
楽

部
（
修

了
者

対
象

）
の

企
画

立
案

と
活

動
支

援
5
0
0
,
0
0
0

0
0
1
5
2

鹿
児

島
県

特
定

非
営

利
活

動
法

人
　

い
ち

ご
い

ち
笑

家
族

介
護

者
の

た
め

の
家

庭
介

護
・
看

護
に

お
け

る
事

故
予

防
と

救
急

対
応

の
心

得
伝

授
事

業
～

民
間

救
急

と
福

祉
輸

送
を

学
ぶ

た
め

の
地

域
講

習
会

～
2
年

次

実
施

内
容

：
1
年

次
実

施
の

講
習

会
に

加
え

て
、

よ
り

地
域

密
着

・
実

践
的

（
体

験
型

）
内

容
の

講
習

会
と

各
種

制
度

に
関

す
る

勉
強

会
を

実
施

す
る

。
対

象
は

、
1
年

次
と

同
じ

く
家

族
で

介
護

・
看

護
を

行
っ

て
い

る
方

々
と

す
る

。
協

力
団

体
：
1
年

次
か

ら
新

た
に

、
地

元
自

治
会

と
連

携
し

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

を
加

え
る

。
実

施
に

際
し

て
の

工
夫

：
家

族
で

介
護

を
し

て
い

る
方

々
が

参
加

し
易

い
よ

う
に

、
複

数
回

の
講

習
会

開
催

の
手

法
を

と
る

。

5
0
0
,
0
0
0

（ （（（
2 222
）
 

）
 ）
 

）
 風

水
害

風
水

害
風

水
害

風
水

害
、 、、、

震
災

等
非

常
災

害
震

災
等

非
常

災
害

震
災

等
非

常
災

害
震

災
等

非
常

災
害

に
よ

る
に

よ
る

に
よ

る
に

よ
る

被
災

者
被

災
者

被
災

者
被

災
者

の ののの
救

助
又

救
助

又
救

助
又

救
助

又
は

こ
れ

ら
の

は
こ

れ
ら

の
は

こ
れ

ら
の

は
こ

れ
ら

の
災

害
災

害
災

害
災

害
の ののの

予
防

予
防

予
防

予
防

を ををを
行 行行行

う ううう
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

配
分

額
配

分
額

配
分

額
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
5
0
2

秋
田

県
社

会
福

祉
法

人
　

能
代

市
社

会
福

祉
協

議
会

災
害

時
の

要
援

護
者

支
援

の
た

め
の

地
域

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

構
築

・
台

帳
及

び
マ

ッ
プ

作
成

事
業

2
年

次

【
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
】
○

要
援

護
者

台
帳

及
び

マ
ッ

プ
の

4
者

（
市

・
社

協
・
民

協
・
自

治
会

）
協

約
に

よ
り

、
要

援
護

者
情

報
共

有
　

○
要

援
護

者
台

帳
及

び
マ

ッ
プ

の
さ

ら
な

る
発

展
　

○
「
中

心
市

街
地

」
と

「
集

落
」
に

分
け

て
、

モ
デ

ル
地

区
を

設
置

し
、

行
政

と
住

民
が

協
働

す
る

地
域

福
祉

の
仕

組
み

「
地

域
版

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

検
討

会
」
を

避
難

所
に

て
開

催
（
退

職
シ

ニ
ア

・
郵

便
・
新

聞
・
ヤ

ク
ル

ト
・
牛

乳
等

の
配

達
員

や
電

気
・
水

道
検

針
員

等
、

各
代

表
者

を
選

出
し

）
補

助
的

情
報

を
寄

せ
て

も
ら

う
た

め
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
基

盤
整

備
　

○
地

域
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
へ

向
け

て
の

活
動

の
周

知
（
社

協
だ

よ
り

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
）

5
0
0
,
0
0
0

（ （（（
5 555
）
 

）
 ）
 

）
 交

通
事

故
交

通
事

故
交

通
事

故
交

通
事

故
の ののの

発
生

発
生

発
生

発
生

、 、、、
若 若若若

し
く
は

し
く
は

し
く
は

し
く
は

水
難

水
難

水
難

水
難

に ににに
際 際際際

し
て

の
し

て
の

し
て

の
し

て
の

人
命

人
命

人
命

人
命

の ののの
応

急
的

応
急

的
応

急
的

応
急

的
な ななな

救
助

救
助

救
助

救
助

、 、、、
又 又又又

は ははは
交

通
事

故
交

通
事

故
交

通
事

故
交

通
事

故
の ののの

発
生

発
生

発
生

発
生

、 、、、
若 若若若

し
く
は

し
く
は

し
く
は

し
く
は

水
難

水
難

水
難

水
難

の ののの
防

止
防

止
防

止
防

止
を ををを

行 行行行
う ううう

事
業

事
業

事
業

事
業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

配
分

額
配

分
額

配
分

額
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
0
7
0

佐
賀

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
伊

万
里

湾
小

型
船

安
全

協
会

水
域

利
用

者
の

た
め

の
小

型
船

舶
を

利
用

し
た

水
難

救
助

と
安

全
活

動
事

業
4
年

次
３

年
間

の
活

動
に

お
け

る
問

題
点

の
改

善
に

努
め

、
安

全
安

心
し

て
利

用
で

き
る

伊
万

里
湾

と
す

る
た

め
に

マ
ナ

ー
向

上
と

安
全

指
導

を
行

う
。

ま
た

、
他

の
市

民
活

動
団

体
と

も
協

力
し

市
民

参
加

型
の

活
動

と
し

て
い

く
。

２
２

年
度

で
助

成
事

業
が

終
了

す
る

た
め

に
翌

年
か

ら
の

活
動

方
法

に
つ

い
て

自
治

体
と

協
働

で
活

動
で

き
る

よ
う

に
す

る
た

め
に

伊
万

里
湾

指
定

管
理

者
制

度
を

提
言

し
、

実
施

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
5
0
0
,
0
0
0

（ （（（
6 666
）
 

）
 ）
 

）
 文

化
財

文
化

財
文

化
財

文
化

財
の ののの

保
護

保
護

保
護

保
護

を ををを
行 行行行

う ううう
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

配
分

額
配

分
額

配
分

額
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
7
5
2

福
岡

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
大

牟
田

・
荒

尾
炭

鉱
の

ま
ち

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

三
池

港
関

連
施

設
の

評
価

と
保

存
・
活

用
の

啓
発

を
行

う
こ

と
を

目
的

と
し

た
近

代
化

遺
産

保
全

事
業

4
年

次

三
池

港
関

連
施

設
中

の
第

４
弾

【
三

池
港

関
連

施
設

の
評

価
と

保
存

・
活

用
の

報
告

書
作

成
と

写
真

展
の

開
催

に
よ

る
市

民
応

援
団

づ
く

り
】
２

１
年

度
に

三
井

文
庫

と
国

立
公

文
書

館
な

ど
で

収
集

し
た

文
献

を
整

理
し

て
、

報
告

書
を

作
成

す
る

。
特

に
、

三
井

文
庫

で
は

明
治

・
大

正
時

代
の

貴
重

な
写

真
が

多
量

に
見

つ
か

っ
た

の
で

、
市

民
啓

発
を

目
的

と
し

て
三

池
炭

鉱
写

真
展

も
開

催
す

る
。

４
ヶ

年
継

続
し

た
チ

ャ
レ

ン
ジ

プ
ロ

グ
ラ

ム
の

最
終

年
度

と
し

て
充

実
し

た
成

果
を

あ
げ

る
。

4
5
0
,
0
0
0

0
0
7
1
5

沖
縄

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
海

底
遺

跡
研

究
会

沖
縄

の
水

中
文

化
財

保
護

に
向

け
て

の
検

証
事

業
1
年

次
沖

縄
本

島
北

谷
沖

の
水

中
文

化
遺

跡
（
産

）
検

証
の

た
め

の
調

査
。

ダ
イ

ビ
ン

グ
船

を
使

用
し

て
水

中
か

ら
サ

ン
プ

ル
試

料
を

採
取

し
、

年
代

測
定

を
す

る
。

（
潜

水
調

査
は

Ｎ
Ｐ

Ｏ
メ

ン
バ

ー
に

よ
る

）
5
0
0
,
0
0
0

（ （（（
7 777
）
 

）
 ）
 

）
 青

少
年

青
少

年
青

少
年

青
少

年
の ののの

健
全

健
全

健
全

健
全

な ななな
育

成
育

成
育

成
育

成
の

た
め

の
の

た
め

の
の

た
め

の
の

た
め

の
社

会
教

育
社

会
教

育
社

会
教

育
社

会
教

育
を ををを

行 行行行
う ううう

事
業

事
業

事
業

事
業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

配
分

額
配

分
額

配
分

額
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
0
5
3

北
海

道
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
こ

ど
も

・
コ

ム
ス

テ
ー

シ
ョ

ン
・
い

し
か

り
青

少
年

の
自

立
を

応
援

す
る

食
育

事
業

3
年

次
基

本
コ

ー
ス

か
ら

発
展

コ
ー

ス
に

子
供

た
ち

が
ま

わ
っ

て
い

く
よ

う
に

充
実

し
た

講
座

を
実

施
す

る
。

前
年

か
ら

た
ま

っ
た

デ
ー

タ
を

ま
と

め
青

少
年

が
使

い
や

す
い

テ
キ

ス
ト

ブ
ッ

ク
を

編
集

制
作

す
る

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
6
9
6

栃
木

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
宇

都
宮

子
ど

も
劇

場
子

ど
も

と
舞

台
芸

術
家

の
出

会
い

・
触

れ
合

い
・
体

験
ひ

ろ
ば

事
業

3
年

次
平

成
２

２
年

１
１

月
１

４
日

（
日

）
予

定
　

プ
ロ

グ
ラ

ム
 ・

オ
ペ

ラ
体

験
（
講

師
未

定
）
・
ダ

ン
ス

体
験

（
講

師
未

定
）
・
工

作
体

験
（
講

師
未

定
）
・
パ

ン
ト

マ
イ

ム
体

験
（
講

師
未

定
）
・
音

楽
体

験
（
講

師
未

定
）

5
0
0
,
0
0
0

-
 3

0
 -



0
0
1
5
9

千
葉

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
子

ど
も

劇
場

千
葉

県
セ

ン
タ

ー
０

・
１

・
２

・
３

歳
児

と
親

の
た

め
の

「
は

じ
め

て
の

お
し

ば
い

」
事

業
3
年

次
①

０
・
１

・
２

・
３

歳
児

の
た

め
の

舞
台

作
品

の
公

演
を

５
箇

所
実

施
。

②
チ

ラ
シ

・
ポ

ス
タ

ー
、

報
告

書
兼

実
施

の
た

め
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

第
２

弾
を

作
成

。
③

公
演

後
、

参
加

者
・
応

援
者

・
ス

タ
ッ

フ
と

の
交

流
の

場
「
茶

話
会

」
を

実
施

し
、

親
同

士
が

つ
な

が
る

き
っ

か
け

を
つ

く
る

。
④

子
ど

も
ア

ー
ト

ス
テ

ー
ジ

フ
ァ

ン
ド

の
周

知
（
企

業
・
個

人
へ

の
は

た
ら

き
か

け
）

5
0
0
,
0
0
0

0
0
4
4
0

千
葉

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
人

づ
く
り

街
づ

く
り

環
境

づ
く
り

①
環

境
、

Ｃ
Ｏ

２
問

題
も

含
め

②
将

来
出

現
の

新
規

就
農

者
に

備
え

③
現

放
棄

、
荒

廃
田

畑
の

地
域

住
民

に
よ

る
開

墾
、

整
備

、
維

持
と

④
児

童
を

含
む

住
民

の
農

業
愛

好
と

⑤
農

業
振

興
支

援
の

推
進

事
業

3
年

次
①

現
開

墾
中

の
１

反
分

を
仕

上
げ

稲
作

迄
持

っ
て

行
く
。

②
県

｢耕
作

放
棄

地
活

用
応

援
団

｣を
通

じ
、

活
動

賛
同

、
参

加
者

を
求

め
、

増
や

し
た

い
。

③
更

に
開

墾
面

積
の

拡
大

を
図

る
。

１
．

７
反

（
５

０
０

坪
）
迄

広
げ

る
。

④
こ

ど
も

｢田
ん

ぼ
の

が
っ

こ
う

｣を
励

行
す

る
が

、
蛇

類
の

多
い

本
当

の
谷

津
田

で
そ

の
心

配
は

あ
る

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
5
7
2

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ケ

ア
リ

ン
ク

東
京

地
域

の
新

し
い

支
え

手
を

つ
く
る

！
子

ど
も

と
大

人
が

共
に

関
わ

り
あ

う
遊

び
の

会
＆

絵
本

文
庫

事
業

1
年

次

活
動

１
：
「
ケ

ア
タ

ウ
ン

小
平

こ
ど

も
文

庫
」
の

開
催

。
①

実
施

回
数

・
毎

週
２

回
(月

・
金

曜
日

) 
②

協
力

者
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ケ
ア

リ
ン

ク
東

京
、

登
録

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

 ③
場

所
・
ケ

ア
タ

ウ
ン

小
平

内
ア

ト
リ

エ
　

④
目

的
・
絵

本
の

購
入

(特
に

０
才

か
ら

幼
稚

園
年

少
向

け
)に

よ
り

、
文

庫
の

充
実

を
図

り
、

子
ど

も
の

情
操

を
育

む
と

共
に

、
ケ

ア
タ

ウ
ン

小
平

が
よ

り
地

域
の

子
ど

も
と

保
護

者
の

心
の

居
場

所
と

な
る

よ
う

に
す

る
。

　
⑤

内
容

・
読

み
聞

か
せ

活
動

、
地

域
の

親
子

へ
絵

本
の

貸
し

出
し

活
動

。
　

活
動

２
：
「
集

ま
れ

!こ
ど

も
広

場
」
の

実
施

。
①

実
施

回
数

・
毎

月
１

回
、

年
１

０
回

(土
曜

日
あ

る
い

は
日

曜
日

)　
②

協
力

者
及

び
講

師
・
Ｎ

Ｐ
Ｏ

法
人

あ
そ

び
環

境
Ｍ

ｕ
ｓ
ｅ
ｕ
ｍ

ア
フ

タ
フ

・
バ

ー
バ

ン
(代

表
　

北
島

尚
志

)　
③

場
所

・
ケ

ア
タ

ウ
ン

小
平

内
ア

ト
リ

エ
・
中

庭
　

④
目

的
・
地

域
の

子
ど

も
と

親
・
地

域
の

大
人

が
共

に
遊

び
、

人
と

繋
が

る
大

切
さ

を
経

験
す

る
。

　
⑤

内
容

・
幼

児
か

ら
小

学
生

対
象

の
ゲ

ー
ム

や
遊

び
の

企
画

・
実

施
。

3
5
0
,
0
0
0

0
0
6
0
0

東
京

都
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ＩＷ

Ｃ
国

際
市

民
の

会
教

員
の

外
国

人
児

童
・
生

徒
に

日
本

語
の

指
導

と
学

校
生

活
適

応
指

導
法

の
研

修
事

業
3
年

次
３

年
次

の
事

業
は

、
品

川
区

の
隣

接
区

、
同

様
の

講
習

会
を

開
催

す
る

よ
う

に
働

き
か

け
る

。
当

会
が

子
供

の
就

学
支

援
に

対
す

る
評

価
が

高
ま

り
、

周
辺

区
か

ら
当

会
の

教
室

へ
の

入
室

者
も

増
加

の
傾

向
に

あ
る

。
都

や
国

の
教

育
行

政
で

行
う

べ
き

も
の

と
思

う
が

、
目

の
前

に
困

っ
て

い
る

多
く
の

日
本

語
の

分
か

ら
な

い
子

供
達

が
増

え
る

現
状

で
は

、
出

来
る

こ
と

で
対

応
し

な
く
て

は
な

ら
な

い
と

思
っ

て
い

る
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
0
7
1

石
川

県
特

例
民

法
法

人
　

金
沢

子
ど

も
科

学
財

団
児

童
及

び
生

徒
の

科
学

的
活

動
機

会
拡

充
の

た
め

の
オ

ー
プ

ン
ス

ク
ー

ル
事

業
1
年

次
①

児
童

科
学

教
室

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

：
小

学
４

年
生

を
対

象
に

、
科

学
的

活
動

へ
の

興
味

を
育

み
、

科
学

の
楽

し
さ

・
面

白
さ

を
伝

え
る

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

と
し

て
３

教
室

で
そ

れ
ぞ

れ
１

回
開

催
。

②
お

も
し

ろ
算

数
チ

ャ
レ

ン
ジ

ク
ラ

ブ
：
小

学
４

年
生

を
対

象
に

、
算

数
そ

の
も

の
や

算
数

的
な

考
え

方
へ

の
興

味
を

育
み

、
算

数
の

楽
し

さ
・
面

白
さ

を
伝

え
る

オ
ー

プ
ン

ス
ク

ー
ル

を
１

回
開

催
4
5
7
,
0
0
0

0
0
7
9
1

福
井

県
特

例
民

法
法

人
　

丸
岡

町
文

化
振

興
事

業
団

青
少

年
の

健
全

な
育

成
の

た
め

の
社

会
教

育
を

行
う

事
業

（
ま

る
お

か
子

供
歌

舞
伎

公
演

事
業

）
4
年

次
ま

る
お

か
子

供
歌

舞
伎

が
は

じ
ま

り
、

１
０

周
年

と
い

う
こ

と
で

全
国

的
に

は
ま

だ
ま

だ
新

劇
団

で
は

あ
る

が
、

す
で

に
多

く
の

応
援

も
寄

せ
ら

れ
て

い
る

中
、

記
念

公
演

と
し

て
ふ

さ
わ

し
い

舞
台

と
す

べ
く
、

演
目

、
全

国
へ

の
呼

び
か

け
等

企
画

を
考

え
て

い
る

。
5
0
0
,
0
0
0

0
0
6
9
7

愛
知

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ア

ジ
ア

日
本

相
互

交
流

セ
ン

タ
ー

・
IC

A
N

市
民

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
外

国
に

ル
ー

ツ
を

持
つ

子
ど

も
の

教
育

支
援

事
業

2
年

次

１
）
外

国
に

ル
ー

ツ
を

も
つ

児
童

が
多

い
学

校
と

そ
の

地
域

に
お

い
て

、
　

２
）
６

０
名

の
翻

訳
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
（
英

語
４

０
名

・
多

言
語

２
０

名
）
が

３
）
翻

訳
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。
２

年
次

は
対

応
言

語
を

多
言

語
化

し
英

語
以

外
の

ニ
ー

ズ
に

対
応

で
き

る
体

制
を

構
築

す
る

。
ま

た
地

域
の

お
知

ら
せ

や
回

覧
板

等
に

お
け

る
翻

訳
サ

ー
ビ

ス
を

提
供

す
る

。
　

４
）
外

国
に

ル
ー

ツ
を

持
つ

人
々

を
招

待
し

た
勉

強
会

を
行

い
、

そ
の

内
容

を
参

加
者

、
翻

訳
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
と

共
有

す
る

。
　

５
）
単

年
度

評
価

を
実

施
、

　
６

）
報

告
書

を
作

成
、

全
国

５
０

０
か

所
の

行
政

・
教

育
機

関
、

Ｎ
Ｐ

Ｏ
、

一
般

市
民

に
配

布
す

る
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
5
4
6

大
阪

府
特

例
民

法
法

人
　

大
阪

市
教

育
振

興
公

社

子
ど

も
た

ち
が

、
心

を
こ

め
て

直
筆

の
手

紙
や

ハ
ガ

キ
を

書
い

た
り

、
遊

び
を

通
し

て
世

代
を

越
え

た
交

流
を

し
た

り
す

る
こ

と
で

、
楽

し
み

な
が

ら
、

自
身

の
社

会
性

・
人

間
性

と
い

っ
た

「
生

き
る

力
」
を

向
上

さ
せ

る
場

づ
く
り

事
業

【
郵

便
資

源
活

用
に

よ
る

協
働

事
業

】

1
年

次

・
た

い
せ

つ
な

人
に

手
紙

を
か

こ
う

（
２

０
１

０
年

７
、

９
、

１
２

月
の

年
３

回
５

日
間

実
施

予
定

)：
家

族
や

大
切

な
人

に
つ

い
て

考
え

た
後

、
そ

の
人

に
む

け
た

手
紙

（
カ

ー
ド

)を
作

成
す

る
。

・
日

本
の

く
ら

し
　

達
人

シ
リ

ー
ズ

（
２

０
１

０
年

６
，

９
、

２
０

１
１

年
２

月
の

年
３

回
実

施
予

定
)：

く
ら

し
の

様
々

な
分

野
で

優
れ

た
「
ち

か
ら

」
を

持
っ

て
い

る
高

齢
者

の
方

と
子

ど
も

た
ち

お
よ

び
そ

の
保

護
者

が
触

れ
合

い
、

伝
え

、
交

流
す

る
場

を
設

け
る

。

4
9
8
,
0
0
0

0
0
8
7
9

大
阪

府
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
子

ど
も

Ｎ
Ｐ

Ｏ
は

ら
っ

ぱ
子

ど
も

の
声

を
聴

く
電

話
「
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
は

ら
っ

ぱ
」
で

子
ど

も
の

心
の

居
場

所
づ

く
り

事
業

3
年

次

○
チ

ャ
イ

ル
ド

ラ
イ

ン
の

広
報

の
充

実
し

、
子

ど
も

た
ち

の
声

を
受

け
止

め
ら

れ
る

よ
う

、
開

設
日

を
増

や
す

。
・
岸

和
田

、
貝

塚
へ

広
報

範
囲

を
拡

充
し

、
教

育
委

員
会

の
後

援
を

え
て

カ
ー

ド
・
ポ

ス
タ

ー
を

学
校

配
布

す
る

。
・
開

設
日

を
増

加
す

る
。

（
年

間
１

３
回

→
１

７
回

）
○

電
話

の
受

け
手

、
支

え
手

の
質

の
向

上
（
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
）
を

は
か

る
。

○
養

成
講

座
の

開
催

で
新

た
な

受
け

手
を

育
成

す
る

と
と

も
に

、
子

ど
も

の
状

況
を

理
解

し
関

わ
る

大
人

を
啓

発
育

成
す

る
。

○
報

告
書

の
作

成

5
0
0
,
0
0
0

0
0
6
2
6

鳥
取

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
こ

ど
も

未
来

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

０
，

１
，

２
，

３
才

の
親

子
の

た
め

の
、

初
め

て
の

生
の

お
芝

居
の

ア
ー

ト
ス

タ
ー

ト
事

業
4
年

次
０

、
１

，
２

，
３

才
の

親
子

の
為

の
初

め
て

の
生

の
お

芝
居

の
ア

ー
ト

ス
タ

ー
ト

「
ぴ

ー
か

ぶ
ー

」
公

演
。

県
内

３
地

域
で

実
施

。
　

・
５

/
２

６
米

子
市

児
童

文
化

セ
ン

タ
ー

　
・
５

/
２

７
倉

吉
市

未
来

中
心

　
・
５

/
３

１
鳥

取
市

わ
ら

べ
会

館
　

各
会

場
５

０
組

5
0
0
,
0
0
0

0
0
2
7
1

佐
賀

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
有

田
町

ど
っ

と
こ

む
学

童
の

健
全

育
成

を
目

的
と

し
た

学
童

保
育

特
別

講
座

事
業

1
年

次
放

課
後

学
童

保
育

な
ら

び
に

長
期

休
み

時
の

学
童

保
育

の
実

施
を

行
う

。
こ

の
事

業
で

は
学

童
保

育
の

質
の

向
上

を
目

指
し

、
幅

広
い

分
野

の
地

域
の

専
門

講
師

を
招

き
、

毎
月

１
講

座
を

実
施

す
る

。
具

体
的

に
は

、
食

育
の

指
導

と
し

て
調

理
学

習
の

実
施

や
農

作
業

体
験

、
習

字
や

交
際

交
流

な
ど

を
学

童
保

育
に

取
り

入
れ

る
。

さ
ら

に
、

町
内

４
校

あ
る

小
学

校
す

べ
て

を
対

象
と

し
て

学
童

保
育

を
目

指
す

。
4
9
8
,
0
0
0

0
0
2
1
0

宮
崎

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
五

ヶ
瀬

自
然

学
校

青
少

年
の

健
全

育
成

の
為

の
川

を
利

用
し

た
環

境
カ

ヌ
ー

教
室

　
水

難
事

故
予

防
の

為
の

レ
ス

キ
ュ

ー
体

験
事

業
4
年

次

五
ケ

瀬
町

立
小

学
校

４
校

（
５

・
６

年
生

）
と

五
ケ

瀬
町

立
中

学
校

２
校

・
宮

崎
県

立
五

ケ
瀬

中
等

教
育

学
校

の
（
１

年
生

）
を

対
象

に
計

５
回

行
う

。
小

学
校

：
五

ケ
瀬

川
の

各
小

学
校

近
く
の

川
を

利
用

し
、

学
校

ご
と

に
５

年
・
６

年
生

合
同

で
行

う
。

水
辺

の
安

全
対

策
（
レ

ス
キ

ュ
ー

３
に

基
づ

く
レ

ス
キ

ュ
ー

法
の

指
導

）
・
リ

バ
ー

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

・
カ

ヌ
ー

教
室

。
宮

崎
県

立
五

ケ
瀬

中
等

教
育

学
校

：
１

年
生

を
対

象
に

五
ケ

瀬
川

水
系

三
ヵ

所
川

を
利

用
し

水
辺

の
安

全
対

策
（
レ

ス
キ

ュ
ー

３
に

基
づ

く
レ

ス
キ

ュ
ー

法
の

指
導

）
・
リ

バ
ー

ト
レ

ッ
キ

ン
グ

・
カ

ヌ
ー

教
室

行
う

。
中

学
校

：
中

学
校

ご
と

に
、

五
ケ

瀬
川

蘇
陽

峡
中

山
ダ

ム
を

利
用

し
、

湖
面

で
カ

ヌ
ー

レ
ッ

ス
ン

後
ダ

ム
湖

を
周

遊
し

、
カ

ヌ
ー

に
乗

っ
た

ま
ま

環
境

学
習

講
座

を
行

う
。

5
0
0
,
0
0
0

-
 3

1
 -



0
0
1
0
8

沖
縄

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
沖

縄
県

芸
術

文
化

振
興

協
会

青
少

年
の

心
身

と
感

性
を

育
む

た
め

の
音

楽
劇

・
朗

読
劇

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
事

業
3
年

次

３
年

次
は

、
そ

れ
ま

で
の

活
動

を
も

と
に

し
て

、
表

現
の

主
な

目
標

を
舞

台
で

の
演

劇
的

表
現

力
の

向
上

と
し

ま
す

。
参

加
者

の
中

に
い

る
（
と

考
え

ら
れ

る
）
経

験
者

の
、

そ
れ

ま
で

の
成

果
を

具
体

的
な

舞
台

構
成

の
中

に
織

り
交

ぜ
、

こ
れ

ま
で

の
舞

台
発

表
を

総
合

的
に

演
出

す
る

要
素

も
含

ん
で

、
舞

台
発

表
を

計
画

し
ま

す
。

初
め

て
参

加
す

る
参

加
者

も
、

舞
台

発
表

の
中

で
達

成
感

を
味

わ
え

る
役

割
を

果
た

す
よ

う
、

構
成

に
は

十
分

に
留

意
し

ま
す

。
「
キ

ジ
ム

ナ
ー

フ
ェ

ス
タ

２
０

１
０

」
で

の
舞

台
発

表
も

行
い

ま
す

。

5
0
0
,
0
0
0

（ （（（
8 888
） ）））
健

康
健

康
健

康
健

康
の ののの

保
持

増
進

保
持

増
進

保
持

増
進

保
持

増
進

を ををを
図 図図図

る
た

め
に

す
る

る
た

め
に

す
る

る
た

め
に

す
る

る
た

め
に

す
る

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

ス
ポ

ー
ツ

の ののの
振

興
振

興
振

興
振

興
の

た
め

の
の

た
め

の
の

た
め

の
の

た
め

の
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

配
分

額
配

分
額

配
分

額
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
5
3
6

千
葉

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
習

志
野

ス
ポ

ー
ツ

文
化

協
議

会
高

齢
者

を
対

象
と

し
た

健
康

づ
く
り

体
操

の
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
と

普
及

定
着

事
業

4
年

次

①
イ

ベ
ン

ト
開

催
（
５

０
名

)：
体

操
を

実
体

験
し

短
期

体
験

教
室

へ
の

参
加

を
促

す
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
教

育
　

②
短

期
体

験
教

室
開

催
(１

０
名

)：
３

回
の

実
体

験
で

定
期

体
操

教
室

へ
の

参
加

を
促

す
。

Ｏ
Ｊ
Ｔ
教

育
　

③
自

宅
で

出
来

る
プ

ロ
グ

ラ
ム

：
定

期
体

操
教

室
へ

参
加

で
き

な
い

方
に

提
供

す
る

。
レ

ベ
ル

ア
ッ

プ
教

育
　

④
イ

ベ
ン

ト
・
教

室
開

催
の

方
法

の
習

得
：
指

導
者

が
身

近
な

場
所

で
地

域
住

民
の

た
め

に
開

催
す

る
能

力
の

開
発

　
⑤

楽
々

健
康

体
操

定
期

教
室

の
開

催
(３

箇
所

で
開

催
)：

町
会

集
会

所
・
公

民
館

等
身

近
な

場
所

で
の

開
催

　
Ｏ

Ｊ
Ｔ
教

育
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0
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0
9

兵
庫

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
ロ

リ
ィ

ポ
ッ

プ
子

ど
も

の
体

力
・
運

動
能

力
の

向
上

を
図

り
、

心
と

体
を

健
全

に
育

成
す

る
た

め
の

チ
ャ

レ
ン

ジ
プ

ロ
グ

ラ
ム

事
業

　
＊

事
業

実
施

時
に

お
け

る
事

業
名

「
子

ど
も

の
体

力
・
運

動
能

力
向

上
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
」

3
年

次
２

年
次

ま
で

の
事

業
を

継
続

し
て

実
施

し
、

事
業

の
拡

大
を

図
る

。
特

に
、

近
隣

小
学

校
へ

の
体

育
科

目
の

指
導

者
派

遣
を

強
化

す
る

⇒
小

学
校

で
の

指
導

実
績

を
得

る
こ

と
を

目
指

す
。

定
期

開
講

と
な

る
『
ト

ー
タ

ル
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
プ

ロ
グ

ラ
ム

』
の

受
講

者
拡

大
を

図
る

。
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兵
庫

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
レ

ッ
ク

ス
体

操
ク

ラ
ブ

知
的

障
害

児
の

体
力

と
運

動
能

力
の

向
上

を
図

る
と

と
も

に
、

心
と

体
の

健
康

を
保

持
増

進
さ

せ
る

た
め

の
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
シ

ョ
ン

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

を
活

用
し

た
体

操
教

室
事

業
1
年

次
知

的
障

が
い

児
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

シ
ョ

ン
運

動
＆

体
操

教
室

を
年

間
４

４
回

（
週

１
回

）
実

施
す

る
。

対
象

は
小

学
生

親
子

１
０

組
を

２
ク

ラ
ス

実
施

す
る

。
4
6
3
,
0
0
0

（ （（（
1
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1
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1
0
）
 

）
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球
環
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球
環

境
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環
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全

保
全

保
全

保
全
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邦
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邦
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邦
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本
邦

以
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地

域
地

域
地

域
地

域
に

ま
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が
っ

て
に

ま
た

が
っ

て
に

ま
た

が
っ

て
に

ま
た

が
っ

て
広

範
広

範
広

範
広

範
か

つ
か

つ
か

つ
か

つ
大

規
模

大
規

模
大

規
模

大
規

模
に ににに

生 生生生
ず

る
ず

る
ず

る
ず

る
環

境
環

境
環

境
環

境
の ののの

変
化

変
化

変
化

変
化

に ににに
係 係係係

る るるる
環

境
環

境
環

境
環

境
の ののの

保
全

保
全

保
全

保
全

を
い

う
を

い
う

を
い

う
を

い
う

。
）

。
）

。
）

。
）
を ををを

図 図図図
る

た
め

に
る

た
め

に
る

た
め

に
る

た
め

に
行 行行行

う ううう
事

業
事

業
事

業
事

業

N
o

N
o

N
o

N
o
. ...

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

都
道

府
県

団
体

名
称

事
業

名
称

実
施

年
次

概
要

配
分

額
配

分
額

配
分

額
配

分
額

( (((円 円円円
) )))

0
0
7
9
2

大
阪

府
特

例
民

法
法

人
　

公
害

地
域

再
生

セ
ン

タ
ー

フ
ー

ド
マ

イ
レ

ー
ジ

の
概

念
を

知
り

、
買

物
で

地
球

温
暖

化
防

止
が

で
き

る
こ

と
を

学
ぶ

フ
ー

ト
マ

イ
レ

ー
ジ

買
物

ゲ
ー

ム
普

及
の

た
め

の
事

業
1
年

次
・
触

っ
て

楽
し

め
る

展
示

パ
ネ

ル
の

作
成

・
パ

ネ
ル

・
教

材
の

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

及
び

貸
し

出
し

業
務

・
ゲ

ー
ム

実
施

後
の

行
動

変
化

に
つ

い
て

の
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

ま
と

め
。

5
0
0
,
0
0
0

0
0
9
0
1

福
岡

県
特

定
非

営
利

活
動

法
人

　
Ｎ

Ｐ
Ｏ

ふ
く
お

か
環

境
保

全
団

体
支

援
の

た
め

、
活

動
人

員
増

を
は

か
る

環
境

保
全

活
動

の
き

っ
か

け
づ

く
り

の
一

斉
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
実

行
Ｄ

ａ
ｙ「

勤
マ

ル
の

日
」

事
業

4
年

次
２

０
１

０
年

度
は

、
開

催
す

る
毎

に
増

加
し

て
い

る
参

加
者

数
を

、
当

初
か

ら
の

目
標

で
あ

る
１

，
０

０
０

人
に

達
成

す
る

よ
う

に
目

指
し

た
い

。
ま

た
、

翌
年

か
ら

補
助

金
な

し
で

活
動

を
継

続
す

る
た

め
の

準
備

を
行

う
最

終
年

と
し

て
、

企
業

の
Ｃ

Ｓ
Ｒ

と
し

て
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
定

着
さ

せ
、

前
年

度
で

取
り

組
ん

だ
内

容
と

結
果

に
つ

い
て

検
討

と
改

善
を

行
い

、
最

終
的

な
運

営
方

法
な

ど
を

固
め

て
い

く
。

5
0
0
,
0
0
0

-
 3

2
 -



３３３３　　　　施設改修配分事業施設改修配分事業施設改修配分事業施設改修配分事業リストリストリストリスト
（（（（1111））））社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉のののの増進増進増進増進をををを目的目的目的目的とするとするとするとする事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00143 北海道 社会福祉法人　北海道いのちの電話 北海道いのちの電話の電話相談室施設の防音のための改修事業 126,000

00323 北海道 社会福祉法人　美瑛慈光会 特別養護老人ホーム美瑛慈光園のトップライトの雨漏りのための改修事業 800,000

00462 宮城県 社会福祉法人　家庭福祉会 きぼう園施設の老朽化に伴う雨漏れ対策のための緊急屋根改修事業 2,000,000

00034 福島県 社会福祉法人　多宝会
まちなか宝生園の地域交流スペース“こころホール”ワイドガラスの遮熱のため
の省エネガラスコート事業

300,000

00505 埼玉県 社会福祉法人　誠心会 保育園の園庭の水はけ改善、バリアフリーのためのゴムチップ敷設事業 5,000,000

00262 東京都 更生保護法人　更新会
更生保護施設更新会の被保護者等用のじゅうたんの老朽化のための張替工事
事業

950,000

00621 東京都 特定非営利活動法人　つみき
児童デイサービス事業のデイサービスつみき第３事業所の新規事業開始に伴う
施設改修事業

3,486,000

00145 長野県 更生保護法人　長野司法厚生協会
更生保護施設長野司法厚生協会の被保護者用居室の畳の老朽化のための張
替工事事業

440,000

00281 長野県 社会福祉法人　豊寿福祉会
社会福祉法人豊寿福祉会　軽費老人ホーム豊寿苑の地下タンク貯蔵所に伴う
配管、及び暖房用送湯管及び地下タンク液面計の老朽化による突発的事故の
改修事業

729,000

00118 新潟県 社会福祉法人　白善会
保育園施設内の内装が建築当時のままで老朽化したために全面改装貼り替え
する事業

2,150,000

00798 新潟県 特定非営利活動法人　支援センター　あんしん
現在の作業所が利用者増加のため手狭になっているので、多機能型福祉施設
の経営形態を目指し、新たな就労継続支援事業Ｂ型の作業場を開設するため
既存倉庫を改修する事業

5,000,000

00027 石川県 社会福祉法人　健心会 さくら保育園の乳児保育室等の外窓の省エネフイルム事業 1,600,000

00662 静岡県 特定非営利活動法人　グランベルテ
ＮＰＯグランベルテの階段施設の老朽化及び老齢者危険防止のため、階段を昇
降機に改修する事業

5,000,000

00382 岐阜県 特定非営利活動法人　ひなたぼっこ 小規模・多機能施設ひなたぼっこの屋根老朽化のための改修事業 2,500,000

00589 奈良県 特定非営利活動法人　どうで
共同生活介護事業　どうで布目の里　ハイツ２の浄化槽の完備と、設備の老朽
化のための風呂と障害者用便所の改修事業

4,515,000

00156 和歌山県 特例民法法人　和歌山県母子寡婦福祉連合会
すみれホームの西側フェンス・集合手荒い場・屋上及び非常階段のフェンス・園
庭遊具の老朽化のための改修工事事業

1,102,000

00312 大阪府 社会福祉法人　青雲福祉会 はるか保育園の２階乳児室の床暖房設備事業 1,500,000

00835 大阪府
特定非営利活動法人　寝屋川市民たすけあいの会地域
ケアセンター

重度の障害者の日中活動の場である「ぼちぼちはうす」の老朽化のための改修
及び拡張事業

4,831,000

00092 兵庫県 社会福祉法人　つくし福祉会 つくし保育園の園舎外壁及び屋上防水等の老朽化のための改修工事事業 2,700,000

00130 兵庫県 社会福祉法人　兵庫盲導犬協会
（社福）兵庫盲導犬協会神戸総合訓練センターの排水設備老朽化のため・雨除
け設備不具合のための改修事業

3,780,000

00507 兵庫県 社会福祉法人　友愛福祉会
伊丹ひまわり保育園の雨漏り(屋上改修)及び園舎外壁塗装の老朽化のための
改修事業

5,000,000

00533 福岡県 社会福祉法人　古川児童福祉会 古川保育園のトイレ施設の老朽化のための改修事業 5,000,000

00514 長崎県 社会福祉法人　ゆうわ会
知的障害者授産施設ながさきワークビレッジの利用者の高齢化・障害の重度化
や重複化に伴う食堂バリアフリー化のための改修事業

5,000,000

00594 宮崎県 特定非営利活動法人　あさがおの会
通所介護施設「つわぶきの家」の利用者定員を９名から１４名に増員するための
施設改修事業

1,110,000

00731 鹿児島県 特定非営利活動法人　加世田じゃがいもの会
障害者自立支援法に基づく知的障害者のグループホーム・ケアホームの屋根
の老朽化に伴う改修工事事業

540,000
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（（（（6666））））文化財文化財文化財文化財のののの保護保護保護保護をををを行行行行うううう事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00102 香川県 特例民法法人　四国民家博物館
四国民家博物館内の旧下木家住宅正面（南面）茅葺屋根の老朽化のため茅差
替え、棟作り直しの改修事業

1,500,000

（（（（7777））））青少年青少年青少年青少年のののの健全健全健全健全なななな育成育成育成育成のためののためののためののための社会教育社会教育社会教育社会教育をををを行行行行うううう事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00477 山形県 特定非営利活動法人　東北青少年自立援助センター
青少年自立支援施設における老朽化した専用宿泊等の修繕・整備・改築のた
めの改修事業

4,000,000

00100 埼玉県 社会福祉法人　済誠会 こひつじ保育園の屋根裏結露対策のための屋根断熱補強工事事業 900,000

00458 大阪府 特定非営利活動法人　のあっく自然学校 のあっく自然学校岡山校のかやぶき屋根葺き替えのための改修事業 5,000,000

00468 島根県 社会福祉法人　つわぶき
つわぶき保育園の病児・病後児保育室の利用児増加に伴う保育室の増設及び
改修事業

5,000,000

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00852 沖縄県 特定非営利活動法人　どうぶつたちの病院
国指定天然記念物ヤンバルクイナの救護、飼育下繁殖施設の老朽化のための
改修工事事業

3,500,000

（（（（10101010））））地球環境地球環境地球環境地球環境のののの保全保全保全保全（（（（本邦本邦本邦本邦とととと本邦以外本邦以外本邦以外本邦以外のののの地域地域地域地域にまたがってにまたがってにまたがってにまたがって広範広範広範広範かつかつかつかつ大規模大規模大規模大規模にににに生生生生ずるずるずるずる環境環境環境環境のののの変化変化変化変化にににに係係係係るるるる環境環境環境環境のののの保全保全保全保全をいうをいうをいうをいう。）。）。）。）をををを図図図図
るためにるためにるためにるために行行行行うううう事業事業事業事業
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４４４４　　　　機器購入配分事業機器購入配分事業機器購入配分事業機器購入配分事業リストリストリストリスト
（（（（1111））））社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉のののの増進増進増進増進をををを目的目的目的目的とするとするとするとする事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00137 青森県 更生保護法人　あすなろ
更生保護施設プラザあすなろの被保護者用の地上デジタル放送対応型テレビ
の更改事業

1,090,000

00072 千葉県 特定非営利活動法人　あおぞら
アルファー工房（小規模多機能型、生活介護、就労支援Ｂ型）の豆腐製造のた
めの増備事業

807,000

00093 千葉県 社会福祉法人　白雪会
軽費老人ホームほんだくらぶ入居者の地上波デジタル放送視聴のためのデジ
タル共聴設備の導入事業

1,200,000

00236 千葉県 社会福祉法人　千葉いのちの電話
自殺予防のボランティア団体としての活動を広く周知するため、広報活動で使
用する印刷物作成に必要なデジタル印刷機整備事業

765,000

00599 神奈川県 特定非営利活動法人　エヌピーオーかむ
障害者の自立支援・社会参加の促進及び販売業務技能獲得による就労促進を
目的とする福祉ショップバーコードレジスター導入・設置事業

1,000,000

00133 山梨県 社会福祉法人　ぎんが福祉会
障害福祉サービス事業所ぎんが工房の空調機器の老朽化のための取替え工
事事業

1,000,000

00198 東京都 特定非営利活動法人　東京多摩いのちの電話 電話相談のための電話機器更改事業 940,000

00291 東京都 更生保護法人　興楽会
更生保護法人興楽会の被保護者用の地上デジタル放送対応型テレビアンテナ
の配備工事事業

110,000

00320 東京都 更生保護法人　斉修会 被保護者が快適な生活を送るための液晶ＴＶ設置事業 797,000

00436 東京都 社会福祉法人　東京ヘレン・ケラー協会
視覚障害者への情報提供施設「東京ヘレン・ケラー協会」の視覚障害者向け音
声ＣＤ制作のためのＣＤデュプリケート機器の設置事業

1,500,000

00787 東京都 特定非営利活動法人　多摩草むらの会
精神障害者のための就労継続支援Ｂ型事業所「夢うさぎ」開設のための機器新
規設置事業（製作に必要な機器と店舗運営に必要な機器の設置）

1,440,000

00799 長野県 特定非営利活動法人　てくてく
地域活動支援センターの新規事業「移動販売車・ワゴンカフェてくてく」で必要と
される、機器・備品の整備事業

410,000

00113 富山県 公益財団法人　富山県アイバンク
献眼登録推進のための普及啓発用のチラシ、資料等の作成のためのカラー複
合機の導入事業

1,000,000

00579 富山県 社会福祉法人　富山県聴覚障害者協会
聴覚障害者関係の大会・集会・研修会におけるコミュニケーション保障のための
機器の新規整備事業

1,559,000

00013 愛知県 特定非営利活動法人　オアシス
保育園、児童施設、養護老人・知的障害者施設、小・中学校文化事業のマジッ
ク公演のための（オリガミイリュージョン）機器の購入事業

550,000

00537 京都府 特定非営利活動法人　ＥＮＤＥＡＶＯＲ　ＪＡＰＡＮ
就労継続支援事業所の生産向上による工賃アップのためのタオルフォルダー
機器の新規設置事業

5,000,000

00644 和歌山県 特定非営利活動法人　エルシティオ
就労継続支援Ａ型事業所事務支援センターソラーナの記念ＤＶＤ作成のための
業務用ビデオカメラ機器の増備事業

900,000

00362 兵庫県 特定非営利活動法人　ボレロ
知的障害者通所事業所「ボレロ」のアーモンドクッキーを生産するための冷蔵庫
及びオーブンレンジの増設事業

450,000

00020 岡山県 社会福祉法人　藍山会 特別養護老人ホームでの特別入浴のためのチェアインバス機器の増設事業 3,000,000

00140 島根県 更生保護法人　島根更生保護会
更生保護施設島根更生保護会の被保護者の通勤のための自転車の増備・更
改事業

470,000

00744 広島県 社会福祉法人　広島県リハビリテーション協会
障害者支援施設ときわ台ホームの利用者サービス処遇向上のためのナース
コール機器の更改設置事業

5,000,000

00398 香川県 特定非営利活動法人　明日に架ける橋
障害者による映像制作事業（最新鋭の映像機器を整備することで身体的ハン
ディを克服し、障害者の就業機会を作る）

5,000,000

00743 愛媛県 社会福祉法人　愛媛いのちの電話
「いのちの電話」の事業継続のため、資料・書類等を保管するための物置新規
設置事業

315,000

00077 福岡県 特定非営利活動法人　北九州市聴覚障害者協会
聴覚障害者等の情報提供と手話通訳者養成のためのビデオ撮影および編集機
器の拡張設置事業

565,000

00101 福岡県 社会福祉法人　ひびきの杜 訪問入浴事業ふじの郷の情報処理機器（パソコン）の老朽化のための更改事業 130,000

00497 福岡県 特定非営利活動法人　ピーサス
重症心身障害児のリハビリ、生活支援機能強化のためのリハビリ機器の新規
設置事業

4,715,000

00610 福岡県 特定非営利活動法人　ちいさいおうち共同保育園
ＮＰＯ法人ちいさいおうち共同保育園の食農保育活動の進展に向けた機材類専
用収納倉庫の増備事業

236,000

00441 長崎県 社会福祉法人　時津町手をつなぐ育成会
障害福祉サービス事業所エリア２１の新事業、名刺作業のためのプリンターとソ
フトの購入事業

300,000

00593 長崎県 社会福祉法人　東明会 ケアハウスとうめい入居者の生活の充実を図るための楽器等整備事業 590,000
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00119 大分県 社会福祉法人　愛泉会
先駆的事業のモデル例として、老人福祉施設情和園が地域サービスを迅速に、
かつ適格に提供するための双方向情報共有システム構築事業

2,450,000

00290 大分県 社会福祉法人　大分県盲人協会 視覚障害者の情報提供のための点字プリンタ機器の買換え設置事業 1,181,000

00550 熊本県
特定非営利活動法人　ＮＰＯこどもサポート・みんなのお
うち

大津町子育て支援センターの「出張子育て広場」実施のための大型テント購入
事業

3,000,000

00603 熊本県 社会福祉法人　延慶会 延慶寺保育園の冷房設備老朽化に伴う、空調機チラー設備の更改事業 1,483,000

（（（（2222））））風水害風水害風水害風水害、、、、震災等非常災害震災等非常災害震災等非常災害震災等非常災害によるによるによるによる被災者被災者被災者被災者のののの救助又救助又救助又救助又はこれらのはこれらのはこれらのはこれらの災害災害災害災害のののの予防予防予防予防をををを行行行行うううう事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00297 鹿児島県 特定非営利活動法人　かごしま体験館
人命救助・応急手当の救急・救命講習のためのＡＥＤトレーニングシステム機器
等の新規購入事業

600,000

（（（（4444））））原子爆弾原子爆弾原子爆弾原子爆弾のののの被爆者被爆者被爆者被爆者にににに対対対対するするするする治療治療治療治療、、、、そのそのそのその他他他他のののの救助救助救助救助をををを行行行行うううう事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00757 広島県 特例民法法人　広島原爆障害対策協議会 原爆被爆者健診用全自動電気泳動装置の整備事業 5,000,000

（（（（7777））））青少年青少年青少年青少年のののの健全健全健全健全なななな育成育成育成育成のためののためののためののための社会教育社会教育社会教育社会教育をををを行行行行うううう事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00429 三重県 特定非営利活動法人　チャレンジスクール三重
不登校や引きこもり経験者、高校中退者等の若者自立支援のための情報教育
機器整備事業

1,000,000

00285 岡山県 特例民法法人　岡山県青年館
青少年健全育成の施設で快適な宿泊研修を行ってもらうための環境にやさしい
エコボイラー機器の取り替え事業

1,000,000

（（（（8888））））健康健康健康健康のののの保持増進保持増進保持増進保持増進をををを図図図図るためにするるためにするるためにするるためにするスポーツスポーツスポーツスポーツのののの振興振興振興振興のためののためののためののための事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00030 埼玉県 社会福祉法人　はなぞの保育園
社会福祉施設はなぞの保育園及び地域子育て支援センター“ときがわ”で使用
しているプールの老朽化によるプールの更改事業

1,200,000

00135 広島県 特定非営利活動法人　青竜スポーツクラブ 青竜体操クラブの専用練習場の充実のための体操器具購入事業 400,000
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５５５５　　　　車両購入配分事業車両購入配分事業車両購入配分事業車両購入配分事業リストリストリストリスト
（（（（1111） ） ） ） 社会福祉社会福祉社会福祉社会福祉のののの増進増進増進増進をををを目的目的目的目的とするとするとするとする事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00115 北海道 社会福祉法人　徳美会 知的障害者入所更生施設「歌棄慈光園」の通院・外出・送迎用車両の更改事業 1,500,000

00361 北海道 社会福祉法人　慧誠会
帯広ケア・センターの事業における利用者の送迎・施設外支援のための車両増
備事業

1,060,000

00444 北海道 社会福祉法人　こくわ福祉会 就労継続支援Ｂ型事業所への車椅子利用者送迎用車両の更改事業 2,100,000

00475 北海道 社会福祉法人　当麻町社会福祉協議会 介護保険利用者の通院のための送迎用車両の整備事業 1,224,000

00169 山形県 社会福祉法人　さくらんぼの里
知的障害者授産施設「のぞみの家」の授産事業における納品・生活支援の外
出・行動等の移動・送迎用車両の更改事業

801,000

00751 茨城県 特定非営利活動法人　はつらつ会
働くお母さん方に代わって緊急時に柔軟且つ的確に対応し、家庭への移動、医
療機関への移送を行う多目的ボランティア移送事業

1,044,000

00025 千葉県 社会福祉法人　安房広域福祉会 指定障害者支援施設中里ワークホームの送迎用車両の増備事業 1,500,000

00619 千葉県 社会福祉法人　千葉県聴覚障害者協会 千葉市若葉区和泉町の現地までの送迎用車両のための新規配備事業 1,400,000

00771 千葉県 社会福祉法人　薄光会 デイサービスセンター湊ひかり学園利用者の送迎、外出用車両の更改事業 2,055,000

00666 神奈川県 特定非営利活動法人　ウェルフェアポート湘南
特定非営利活動法人ウェルフェアポート湘南の、介助犬・聴導犬育成と貸与及
び啓発活動のための補助犬等の輸送車両の新規購入事業

785,000

00175 東京都 特定非営利活動法人　一穂会
要介護高齢者の「訪問介護事業」及び「居宅介護支援事業」での情況調査活
動・訪問活動に於る新規配備事業
【環境対応車：電動バイク】

166,000

00309 東京都 更生保護法人　東京実華道場
更生保護施設東京実華道場ステップ竜岡の被保護者の出迎え及び処遇諸活
動のための車両の更改事業

1,497,000

00397 東京都 社会福祉法人　仁和会 府中はるみ福祉園の授産活動及び社会見学など送迎車両の更改事業 1,470,000

00414 東京都 更生保護法人　日新協会
更生保護法人日新協会の被保護者出迎え及び処遇諸活動のための車両の新
規配備事業

2,100,000

00423 東京都 社会福祉法人　にんじんの会
にんじん神明事業所の訪問介護事業における利用者宅訪問に係る移動手段の
改善事業
【環境対応車：電動バイク】

180,000

00439 長野県 社会福祉法人　信濃町社会福祉協議会 ふれあいいきいきサロンのための送迎車両の新規配備事業 1,000,000

00014 新潟県 社会福祉法人　こすもすの会 こすもす作業所の施設外就労支援のための外出・送迎用車両購入事業 600,000

00368 富山県 社会福祉法人　小矢部市社会福祉協議会 ホームヘルプサービス活動車両の更改事業 800,000

00578 富山県 特定非営利活動法人　おらとこ 小規模多機能ホームおらとこ東の訪問サービス・送迎用車両の更改事業 1,400,000

00259 石川県 特定非営利活動法人　人材育成センター 認知症対応型通所介護の外出・送迎用車両の新規配備事業 1,500,000

00411 福井県 社会福祉法人　六条厚生会 六条厚生会グループホーム利用者の緊急対応・送迎用車両の新規整備事業 810,000

00638 福井県 社会福祉法人　一乗谷友愛会
あさくら苑デイサービスセンターの利用者の為の外出取組・送迎用車椅子対応
福祉車両の増備事業

1,000,000

00653 福井県 社会福祉法人　コミュニティーネットワークふくい 就労継続支援事業Ａ型の食品加工物販売・運搬用車両の購入事業 850,000

00011 愛知県 社会福祉法人　若竹荘 知的障害者ケアホームぽかぽかハウスの送迎車両整備事業 1,000,000

00371 愛知県 社会福祉法人　中央有鄰学院
乳児院、中央有鄰学院乳児部の通院・外出・買い物等のための車両新規配備
事業

1,000,000

00037 滋賀県 社会福祉法人　湖北真幸会
特別養護老人ホーム湖北水鳥の里に入所中の方や、ショートステイやデイサー
ビスの送迎などの利便の向上に供するための車両購入事業

1,500,000
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00351 滋賀県 社会福祉法人　滋賀県聴覚障害者福祉協会
びわこみみの里（聴覚障害者が主に通所する作業所）の送迎用電気自動車の
新規配備事業
【環境対応車：電気自動車】

3,500,000

00422 滋賀県 社会福祉法人　共生シンフォニー （高齢者）通所介護事業の送迎・外出用車両の更改事業 860,000

00526 滋賀県 社会福祉法人　甲賀市社会福祉協議会
訪問入浴事業所　湯ステーションこうかのますます増大する利用者ニーズに対
応するための訪問入浴車両の増備事業

1,515,000

00180 京都府 社会福祉法人　宇治東福祉会 ワークセンター宇治作業所のリサイクル作業（運搬）・送迎用車両の更改事業 1,400,000

00451 京都府 社会福祉法人　北星会 ハウゼ天橋通所介護事業所の送迎・外出用車椅子対応車両への更改事業 1,638,000

00213 和歌山県 特定非営利活動法人　来実の会 ＮＰＯ法人来実の会　共同作業所来実の外出・送迎用車両の新規配備事業 1,766,000

00044 大阪府 社会福祉法人　緑の村の会 メルテルホームデイサービスセンター利用者のための送迎車両の更改事業 2,000,000

00087 大阪府 特定非営利活動法人　自立生活センター　いしずえ
障害者・高齢者（要介護認定等）の通院・外出支援等のための福祉車両による
福祉移送事業

1,240,000

00203 大阪府 社会福祉法人　いわき学園
重度障害者の通所支援のための送迎及び障害者の就労活動用車両（地域高
齢者への食事宅配事業）の更改事業

1,000,000

00006 鳥取県 社会福祉法人　三朝町社会福祉協議会 通所介護事業における重度要介護者のための送迎車輌購入事業 1,400,000

00553 鳥取県 特定非営利活動法人　お菓子屋くれぱす 就労継続支援Ｂ型事業所の利用者の送迎・販売活動用車両の新規配備事業 1,500,000

00904 鳥取県 社会福祉法人　倉吉市社会福祉協議会 訪問入浴介護事業の訪問入浴用車両の更改事業 2,835,000

00174 島根県 社会福祉法人　あすなろ会
社会福祉法人あすなろ会の訪問入浴事業所での訪問入浴の為の車両の更改
事業

2,646,000

00112 広島県 社会福祉法人　藤愛会
特別養護老人ホーム　リバーサイド中広の通院・外出レクリエーション等用車両
の増備事業

630,000

00164 広島県 社会福祉法人　もみじ福祉会
障害福祉サービス生活介護事業所「第二もみじ作業所」の利用者のための送迎
車両の更改事業
【環境対応車：天然ガス自動車】

5,000,000

00535 広島県
特定非営利活動法人　みんなでスクラム生活支援セン
ター

作業所および居宅介護事業所の送迎・移動支援用車両の増備事業 1,000,000

00187 香川県 社会福祉法人　ポム・ド・パン
知的障害者更生施設ウインドヒルの利用者外出・作業における納品搬入用車
両の更改事業

893,000

00121 福岡県 社会福祉法人　富士見福祉会 障がい者訓練施設立花園のための送迎・営業車両の新規配備事業 650,000

00204 福岡県 社会福祉法人　豊津福祉会
身体障害者療護施設錦陵の苑入所部の通院・外出及び通所部の送迎並びに
短期入所部の送迎用車両の更改事業

2,000,000

00891 福岡県 社会福祉法人　福岡市身体障害者福祉協会
自主福祉事業運営である居宅介護事業における要支援者への家庭訪問、支援
を目的とした新規配備事業

450,000

00425 長崎県 社会福祉法人　吾妻福祉会 養護老人ホーム吾妻荘の通院・外出・送迎用車両の増備事業 1,280,000

00637 長崎県 社会福祉法人　三恵会 わかばの里の通所授産施設の送迎のための車両更改事業 2,198,000

00033 大分県 社会福祉法人　大喜福祉会
多機能ホーム「きらくの湯」の外出・自宅への訪問・通いの利用者宅送迎・安否
確認用の車両の新規配備事業
【環境対応車：電気自動車】

4,000,000

00409 大分県 社会福祉法人　虹の会 養護老人ホームアイリス清心園の通院・外出・送迎用車両の増備事業 1,300,000

00491 大分県 社会福祉法人　萌葱の郷
こどもデイサービスセンター「なごみ園」の障害児のための送迎用・外出用車両
の更改事業

1,250,000

00415 熊本県 社会福祉法人　健児福祉会 朝夕の保護者負担軽減のための保育園送迎バス導入事業事業 1,590,000

00861 熊本県 社会福祉法人　二見中央福祉会
二見中央保育園の外出、園外保育、送迎用車両の更改事業事業
【環境対応車：天然ガス自動車】

3,089,000

00560 沖縄県 特定非営利活動法人　障がい者支援センターぴゅあ 就労支援事業所ぴゅあ利用者の送迎、外出、訪問用車両の新規配備事業 750,000
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（（（（7777））））青少年青少年青少年青少年のののの健全健全健全健全なななな育成育成育成育成のためののためののためののための社会教育社会教育社会教育社会教育をををを行行行行うううう事業事業事業事業

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00369 東京都 特例民法法人　日本アウトワード・バウンド協会
全国の若者達の自己発見や社会的自立支援のための自然の中での冒険的プ
ログラムへの参加・移動・緊急時搬送・荷物運搬等の車両更改事業

2,190,000

NoNoNoNo.... 都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額都道府県 団体名称 事業名称 配分額((((円円円円))))

00379 山梨県 特定非営利活動法人　フィールド’２１
環境共生型モデル住宅のグリーン電力有効利用による地球温暖化防止活動推
進事業
【環境対応車：電気自動車】

4,378,000

00607 山梨県 特定非営利活動法人　えがおつなげて
電気自動車を活用したゼロエミッション型グリーンツーリズム事業事業
【環境対応車：電気自動車】

4,139,000

00671 高知県 特例民法法人　生態系トラスト協会
絶滅危惧種ヤイロチョウの保護に配慮した調査、エコツアー用車両の新規配備
事業
【環境対応車：電気自動車】

3,500,000

（（（（10101010））））地球環境地球環境地球環境地球環境のののの保全保全保全保全（（（（本邦本邦本邦本邦とととと本邦以外本邦以外本邦以外本邦以外のののの地域地域地域地域にまたがってにまたがってにまたがってにまたがって広範広範広範広範かつかつかつかつ大規模大規模大規模大規模にににに生生生生ずるずるずるずる環境環境環境環境のののの変化変化変化変化にににに係係係係るるるる環境環境環境環境のののの保全保全保全保全をいうをいうをいうをいう。）。）。）。）をををを図図図図
るためにるためにるためにるために行行行行うううう事業事業事業事業
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Ⅲ Ⅲ Ⅲ Ⅲ カーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセット年賀寄附金 年賀寄附金 年賀寄附金 年賀寄附金 
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１ １ １ １ カーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセット年賀寄附金審査委員長講評 年賀寄附金審査委員長講評 年賀寄附金審査委員長講評 年賀寄附金審査委員長講評 

    

カーボンオフセット年賀寄附金審査委員会 

委員長 平石 尹彦 

    

１１１１．．．．カーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットはがきについて はがきについて はがきについて はがきについて 

平成１９年１０月１日の郵政民営化によるＪＰグループ発足記念事業としてカーボンオフ

セット年賀はがきは企画され、平成２０年用年賀はがきが平成１９年秋に発売となりましたが、

このはがきの発行は時宜を得たものとして好評を博しました。当初、ほとんど世に知られて 

いなかったカーボンオフセットという言葉が急速に広く知られるようになったことへの貢献

は大きかったと考えます。カーボンオフセットとは、まずそれぞれが削減の努力を行い、それ

でも排出されてしまうＣＯ２等の温室効果ガスについて、他のところで行われる削減事業に 

支援することで排出される温室効果ガスを埋め合わせ、地球全体での削減を果たすことをいい

ます。    

    

カーボンオフセット年賀はがきの仕組みは５０円のはがきに５円の寄附金を付加し、その 

寄附金によりカーボンオフセットを行うものです。また、郵便事業株式会社の社会貢献事業と

して、５円の寄附金に対し同等額の５円を同社からマッチング寄附金として提供しております。

これにより、個人では難しいカーボンオフセットをはがき購入により実施できるという仕組み

が提供されています。この仕組みは「お年玉付郵便葉書等に関する法律」に基づいており、  

皆さまから寄せられた寄附金は日本の非営利団体に助成金として配分されます。配分を受けた

団体が排出権を取得・償却（無効化）事業を自ら行うか、若しくは専門の提供事業者に委託し

て行うことにより、カーボンオフセットが実施されます。配分を希望する団体は公募により申

請を行い、有識者による審査委員会が配分団体の選定を行い、総務大臣の認可により決定しま

す。これにより京都議定書で定められた日本の排出量削減目標であるマイナス６％達成に貢献

するものです。 

    

郵便事業株式会社は上述のマッチング寄附金に加え、地球温暖化防止活動を行う団体への 

助成金を１事業につき上限５００万円で提供しています。 

なお、カーボンオフセットはがきは、年賀はがきに加えて、夏のおたより「カーボンオフ  

セットかもめ～るはがき」も平成２０年度より発行されています。 

    

２２２２．．．．第第第第１１１１回回回回（（（（平成平成平成平成２０２０２０２０年度分年度分年度分年度分）、）、）、）、第第第第２２２２回回回回（（（（平成平成平成平成２１２１２１２１年度分年度分年度分年度分））））のののの実施報告 実施報告 実施報告 実施報告 

(1) 第１回目（平成２０年度事業） 
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第１回の助成金公募申請要領は平成１９年１２月２１日に広報され、１２月２７日から 

翌年１月２８日が申請期間となりました。 

公募の結果３件の申請がＣＤＭ排出権取得・償却事業及び地球環境温暖化防止事業に対し

て提出され、審査委員会において３団体すべての申請内容を良好と認め、採択としました。

なお、排出権の提供事業者数は３社でした。 

はがき販売枚数は約１，５００万枚であり、マッチング寄附金を含む寄附金総額は１億 

４，９８５万円でした。地球温暖化防止事業助成金額は３件とも各５００万円、合計   

１，５００万円でした。３団体による排出権取得量は合計３万８，１７５トンとなり、   

日本国政府保有口座に移転され、その後平成２０年１０月７日に全て国の償却口座に移転

が行われることにより無効化され、京都議定書で定められた日本の排出量削減目標である

マイナス６％への貢献が確定し、事業が完了しました。 

排出権取得・償却事業はアルゼンチンの風力発電、韓国の風力発電、ブラジルの木質バイ

オマス発電事業で、それぞれ再生可能エネルギー事業によるものでした。地球温暖化防止

活動は佐渡市のトキの森営巣再生事業、地球温暖化防止アイデアの募集展示を行う新宿 

御苑イベントのカーボンニュートラル運営、モンゴル国の環境保全意識の向上を図るため

の人材育成を行う日本での研修事業の３事業が実施され、成功裏に完了しました。 

 

(2) 第２回目（平成２１年度事業） 

第２回目は年賀寄附金助成にスケジュールを合わせて申請要領の広報、公募、審査、認可、

助成先広報が行われました。配分申請は平成２０年１０月１日～１１月３０日の期間受付

けました。第２回目は第１回目に比べて周知が行き届いたことにより、結果２０件の申請

があり、要件不足の１件を除く１９件が有効申請でした。審査の結果による採択数は排出

権取得・償却事業、地球温暖化活動事業ともに１２件でした。 

はがき販売枚数は平成２０年度カーボンオフセットかもめ～るはがきを含み、     

約１，５００万枚と第１回に比べ微増であり、マッチング寄附金を含む寄附金総額は   

１億５，１４１万円でした。１２団体による排出権取得量は合計約４万１，１８６トンで、

平成２１年９月に全ての排出権が日本国政府保有口座に移転され、その後国の償却口座に 

移転が行われることにより無効化され、京都議定書で定められた日本の排出量削減目標で 

あるマイナス６％への貢献が確定し、事業が完了いたしました。 

 

第２回目の排出権の提供事業者数は１０社に増えました。取得できる排出権も量・質共に 

充実してきました。排出権を扱いやすく提供するカーボンオフセットプロバイダーも活動

を始めており、北海道地域に根ざす地域プロバイダーも今回の排出権提供に参加しました。 

排出権もほぼ全件が開発途上国の発展に資するもの、再生可能エネルギー、ＣＯ２あるい

はメタンガスによるものと質の向上が見られました。さらに、途上国発展のために提供  

事業者が現地で創出した案件も含まれました。 

また、申請された排出権はすでに取得済みのもので直ちに償却可能なもの、あるいは採択

決定後速やかに取得・償却の可能なものがほとんどでした。排出権プロジェクトはインド
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の風力発電、タイ埋立地ガスエネルギー、ブラジル小規模水力発電、中国小規模水力発電、

ブラジルバイオマス利用、ブラジルバイオマス発電等でした。中でもインドの風力発電  

プロジェクトが多く目立ちました。 

排出権単価はトン当たり２千数百円から４千数百円でした。調達の条件等が影響して単価

にばらつきが生じています。単価は申請時と採択時で今回は世界的に大きく下落があった

ことから、単価引き下げに応じることのできる提供事業者には、より多くの排出権を提供

いただくことができました。 

寄附金額の配分については２つの考えがありました。１つは決まった金額でできるだけ 

多くの排出権を償却すること。この場合は単価の最も低い申請を採択することになります。

もう１つは、カーボンオフセット普及のために、できるだけ多くの団体に参画の機会を持

ってもらうことです。この場合には排出権の取得量が少なくなる可能性があります。この

２つを両立させるために、単価の低額なものについてはより多くの寄附金を配分し、単価

の高額なものについては、寄附金を少なく配分する傾斜配分方式を採用しました。これに

より１案件当たりの寄附金配分額は約１，８００万円～約５００万円の配分となりました。 

 

地球温暖化防止活動事業は、第１回は５００万円を上限としましたが、第２回目は採択 

団体数が１２団体と増加したため、上限を３４０万円としました。地球温暖化防止活動事

業助成金額の合計は９，７００万円でした。活動内容としては、子どもたちへの環境教材

作成・体験型環境教育、公共交通機関利用推進、環境シンポジウム・イベント、都市農村

交流事業、森林プロジェクトのＣＤＭ化、アフリカの環境問題日本啓発イベント、市民  

出資の太陽光発電、原宿カーボンオフセットショップイベント、超小型ペレタイザー開発

による木質ペレット事業推進等と多岐に渉りました。 

 

第１回目、第２回目を通じて、申請資格のある団体はＮＰＯ法人、社団法人、財団法人、

中間法人、独立行政法人の５種類の非営利団体、排出権は全て国連ＣＤＭによるクレジッ

ト（ＣＥＲ）でした。必須提出書類である大臣あるいは都道府県知事の意見書については、

第１回目、第２回目の申請団体すべて環境大臣から交付をいただきました。 

また、第２回目の配分決定通知は平成２１年（２００９年）７月４日にパシフィコ横浜で

開催されたグリーンＥＸＰＯの特設会場にて「配分決定通知書交付式」を開催し、そこで  

行いました。 

 

３３３３．．．．第第第第３３３３回目回目回目回目（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度分年度分年度分年度分））））のののの申請申請申請申請とととと審査審査審査審査について について について について 

 (1) 申請資格のある団体 

新公益法人法の平成２０年１２月１日からの施行による見直しが必要となり、申請資格の

ある団体について見直しを行いました。中間法人は一般社団法人、社団法人、財団法人は

公益認定を得た公益社団法人、公益財団法人と移行期間中の特例社団法人、特例財団法人、

そして一般社団法人、一般財団法人となりました。従来はＮＰＯ法人、社団法人、財団法

人、中間法人、独立行政法人の５種類の非営利団体に申請資格がありましたが、独立行政
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法人からの申請はありませんでした。また、今後も申請は見込まれません。中間法人につ

いては申請数が少ないという状況でした。このため、この２種類の法人については第３回

目からの対象法人から外しても良いと判断しました。公益認定を受けた法人と特例民法 

法人は公益法人であることから、申請団体として適切と判断しました。一般社団法人・  

一般財団法人は公益認定を受けず、登記のみにて設立できるため申請団体としての適切性

の判断が困難であり、当面申請資格があるとは判断できないとの結論に達しました。 

そこで今回から申請資格のある団体種別は地球環境の保全事業を行う日本の非営利団体

である、ＮＰＯ法人、公益社団法人、公益財団法人、特例社団法人及び特例財団法人の   

５種類の法人としました。 

 

(2)  配分原資 

   平成２２年度カーボンオフセット年賀寄附金配分事業の原資は、平成２１年度カーボン 

オフセットかもめ～るによる寄附金、平成２２年用カーボンオフセット年賀による寄附金  

及びそれらの合計額と同等額の郵便事業株式会社からのマッチング寄附金、また、今回は 

ゆうちょ銀行ＪＰバンクカードポイントの交換による寄附金（８，８２５円）も加わり、  

合計約１億５千万円となりました。 

 

(3) 申請対象排出権（ＣＥＲ、Ｊ－ＶＥＲ） 

対象排出権は第１回目・第２回目は国連ＣＤＭに基づく排出権（ＣＥＲ）のみといたしま

した。その後、国内で創出される排出権が流通するようになり、特にカーボンオフセット

を対象とする オフセット･クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）の認証・流通の仕組みの充実が見ら

れました。国内のＣＯ２削減の推進のためにも、また、はがき購入者が身近に感じること

のできる排出権のためにも国内で創出されるクレジットの活用が必要との議論があり、 

今回から考慮することといたしました。今日、国内の排出削減量を評価する制度には、  

国内統合市場試行排出枠、国内ＣＤＭ国内クレジット、環境省自主参加型排出量取引制度

（ＪＶＥＴＳ）ＪＰＡ、東京都排出量取引制度超過削減量、グリーン電力証書等多く存在

しますが、先ずは登録簿等電子システムによる仕組みも整い、流通も始まったＪ－ＶＥＲ

をオフセット葉書助成の対象に加えることとしました。Ｊ－ＶＥＲは未だ取得量に期待で

きないことから、申請単位量としてＪ－ＶＥＲは１００トン以上、ＣＥＲは 

１，０００トン以上としました。 

 

申請団体が自ら排出権を創出・取得・償却する場合以外は、申請団体が提供事業者の排出

権提供サービスを利用して取得・償却することになります。このような提供事業者の情報

を提供し、申請団体が提供事業者を探しやすくするために弊社ホームページにある郵便 

ＣＳＲブログに提供事業者の自己紹介リストを掲載することとしました。ここに掲載する

提供事業者は、すでに過去２回のカーボンオフセット助成事業において実績のあるもの、

環境省基準により「あんしんプロバイダー」の資格を取得したものとしました。 

掲載ＵＲＬ: http://blog.post.japanpost.jp/csr/2009/08/post-32.htmlhttp://blog.post.japanpost.jp/csr/2009/08/post-32.htmlhttp://blog.post.japanpost.jp/csr/2009/08/post-32.htmlhttp://blog.post.japanpost.jp/csr/2009/08/post-32.html    
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Ｊ－ＶＥＲによる申請は８団体（提供事業者６社、うちＪ－ＶＥＲ事業７件）から出され、

１件当たり１００～５００トン、申請合計トン数は２，２００トン、申請単価は     

１０，０００円～２３，０００円でした。Ｊ－ＶＥＲ申請事業が７件もあるということは

申請の時点で、Ｊ－ＶＥＲ登録簿に登録されている案件の大部分が申請されたということ

になります。Ｊ－ＶＥＲのみの申請団体数は３団体、Ｊ－ＶＥＲとＣＥＲ両方の申請団体

数は５団体、ＣＥＲのみの申請団体数は１１団体でした。 

  ＣＥＲによる申請は１６団体（提供事業者１０社、ＣＥＲ事業１９件）で、１件当たり

１，０００～４４，８００トン、合計トン数は１３１，４００トン、申請単価はほぼ    

２，５００円～３，５００円でした。ＣＥＲの質については、ほぼ全て良質と認められ、

差はつけがたいものでした。 

 

  今回のカーボンオフセット年賀寄附金配分事業にＪ－ＶＥＲが加わり、Ｊ－ＶＥＲの 

利用事業が拡大したことは、今後のＪ－ＶＥＲの普及に大きな弾みとなると考えます。  

Ｊ－ＶＥＲは、日本国内のＣＯ２排出削減から生み出される排出権であり、国内の木質  

資源の利用によるプロジェクトが多いという特徴がありますが、ＣＥＲに比べクレジット

単価が大幅に高いことが指摘できます。理由としては未だ創出が緒についたばかりである

こと、創出量が少量であるために高価であるということがあげられます。クレジット単価

で言えば、Ｊ－ＶＥＲは選定対象案件から外れてしまいますが、クレジットの多様化を  

図る、国内創出のクレジットの用途を拡大するとの目的から考えると、単価のみでの選定

は不適当であるという判断をいたしました。そこで昨年同様、単価に逆比例した助成金額

の配分を行うという方向で多様なクレジットに対応することとしました。よって、多様な

クレジットを選定することができ、あわせて全体としてのクレジット量も増やすという方

法です。種々検討した結果、Ｊ－ＶＥＲ総額とＣＥＲ総額の比は２～３：８～７が良いと

結論しました。 

排出権については申請時点で在庫を確保しているものと、採択時点で調達を行うものとが

ありました。確実性の点では在庫確保を行っているものが早期に償却･無効化が可能であり、

高い評価になりました。審査の結果、申請の全件が良好なクレジットの申請を行っている

との判断であり、今回は申請全件を採用とすることになりました。 

 

  配分金額の決定は次のように行いました。 

先ず、申請金額の合計によるＪ－ＶＥＲとＣＥＲ金額の比率を参考にし、Ｊ－ＶＥＲへ

の配分額を配分総額全体の２０％程度としました。次に、Ｊ－ＶＥＲの申請単価を参考に

し、申請単価の高額なものへの配分金額を少なく、低額なものへは多くといった形で助成

金額を単価への逆比例配分といたしました。この計算にあたっては単価の近い申請案件を

グループ化し、いくつかの単価グループとして計算しました。これにより、単価の低いプ

ロジェクトへ重点的に助成金配分が行なわれると同時に、単価の大きな申請案件にも配分

の 機会があり、カーボンオフセットへの参加者を多くし、カーボンオフセットの推進に
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寄与できるようにしました。 

なお、これによる配分金額が申請の上限トン数を超える場合は、上限トン数を限りとし

て金額を算定いたしました。 

次に残りの金額をＣＥＲに割り当て、単価と助成金額との関係をＪ－ＶＥＲと同様に逆比

例関係で計算しました。Ｊ－ＶＥＲと同様に単価のグループ分けによる配分の計算もいた

しました。 

また、上限トン数との関係もＪ－ＶＥＲのようにいたしました。ＣＥＲとＪ－ＶＥＲの 

両方のクレジットを申請している団体の場合は、先ずＣＥＲの計算による配分金額から 

Ｊ－ＶＥＲ分を優先配分し、残りをＣＥＲへの配分としました。 

  ＣＥＲ、Ｊ－ＶＥＲ単価については、申請時点から決定時期まで数か月かかり、状況  

変化もあることから、審査選考過程において、申請団体がこれらの単価を下げることが  

可能であれば、社会貢献観点から単価引き下げを提案いただくように依頼しました。これ

による単価の引き下げ分は配分金額へ反映するようにしました。 

 

(4) 地球温暖化防止活動事業 

応募案件は、啓発を目的とするもの、植林を実施するもの、それらが混在するものなど、

さまざまな形態の案件が存在しました。すべての申請案件に意義があると考えるものの、

助成公募の主旨である「地球温暖化防止活動」という点に直接的に関わる事業の優先順位

を高くしました。団体の経常業務に対する助成を申請しているものや、助成を受けた場合

にどのような活動が具体的に実施されるのかを明記していないものがありました。 

審査委員会の審査により、今回の地球温暖化防止活動の申請内容は充実度に差はあるもの

の、全件採択したい案件であるとの判断が示されました。そこで、各申請案件に対する  

審査委員の評点を基準に、事業を３つに区分し（Ａ/Ｂ/Ｃグループ）、助成配分総額に限り

があることから、配分金額を申請金額に対し、Ａ：Ｂ：Ｃ＝７０パーセント：５０パーセ

ント：３０パーセント程度といたしました。 

なお、これにより配分金額が１００万円未満となる申請に対しては下限を１００万円とし、

配分することといたしました。 

 

(5) 今回申請状況 

  今回の申請数は２２件で、その内申請要件を満たさないものが３件ありました。この  

有効申請１９件のうち１件は排出権取得・償却（償却）事業への申請のみで、その他１８

件は温暖化防止活動事業とのペア申請でした。申請要件を満たさない３件全て排出権  

取得・償却（無効化）事業申請がなく、地球温暖化防止活動事業申請のみのものでした。

申請要領には地球温暖化防止活動助成事業のみの申請は無効と記載しており、申請要領を

しっかり読んでいただきたいものと思います。 

 

(6) カーボンオフセットはがきの認証とモデル事業 

環境省においてカーボンオフセットの認証制度が実施され、認証ラベルの交付が行なわ
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れています。カーボンオフセットはがきは平成２１年９月８日に平成２１年度事業が認証

となり、平成２１年１２月７日に平成２２年度事業が認証になりました。自己活動オフ  

セット支援（寄附型）の商品サービスとしての認証であり、ポスターやチラシへの認証  

ラベルの印刷、さらにカーボンオフセットはがきへの認証ラベル印刷が行われることにな

ります。 

また、カーボンオフセット普及推進のためのモデル事業への参加が認められました。 

これにより、印刷物、出版物、イベントへの認証ラベルの印刷表示等を行い、普及推進に

努めました。個人のエコ活動の見える化による活性化を図るために、オンライン通販の 

「切手ＳＨＯＰ」でカーボンオフセットはがき１００枚以上購入してくださったお客さま

に対して、１００枚あたりエコ・アクション・ポイント５０ポイントを贈呈し、カーボン

オフセットはがき購入によるＣＯ２削減量（１００枚あたり２６０ｋｇ）の記録をエコ・

アクション・ポイントマイページへ行いました。利用者は１４２名で、記録する削減量総

量は４７，８４０ｋｇでした。個人ごとに自分のＣＯ２排出削減量の記録と閲覧が簡単に

できるこの仕組みは、今後ＣＯ２削減の見える化のために広く活用されるべき仕組みであ

ると考えます。 

 

４４４４．．．．将来将来将来将来にににに向向向向けてのけてのけてのけての考考考考ええええ方 方 方 方 

 (1) ５年間計画について 

  カーボンオフセット年賀寄附金配分事業は、当初予定の京都議定書期間である５年間 

継続して実施することとしており、今年で３年目を迎えました。これから残りの３年間の

進め方、また、その後の継続についてＣＯＰ－１５や、その後の世の中の情勢をウオッチ

しながら見極めていきたいと考えます。 

 

(2) 団体種別について 

現在の申請資格のある５種類の非営利法人に加え、一般社団法人及び一般財団法人の扱い

をどうするかの議論が出てくるかと思います。一般社団法人及び一般財団法人は公益団体

としての認定を受けてはいませんが、実質的に公益的活動を行っている団体もあるので、

それを一律に資格なしとして良いのかというのが論点です。 

また、従来の中間法人は一般社団法人に移行していますが、一般社団法人及び一般財団 

法人において公益性の判断をするのは現在では実際上困難です。今後とも実態をウオッチ

していきたいと考えます。 

 

(3) 国内での排出権の扱いについて 

  今回Ｊ－ＶＥＲを加えましたが、さらに他の排出権についても扱うべきかどうかの議論

があります。その他の国内の排出削減量は国内統合市場試行排出枠、国内ＣＤＭ国内クレ

ジット、環境省自主参加型排出量取引制度（ＪＶＥＴＳ）ＪＰＡ、東京都排出量取引制度

超過削減量、グリーン電力証書等多数存在します。これらについて、カーボンオフセット

はがき助成の対象排出権としての適切性を検討してまいります。 
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(4) 排出権取得・償却（無効化）事業及び地球温暖化防止活動事業の申請について 

  現在は排出権取得・償却（無効化）事業は必須であり、地球温暖化防止活動事業はオプ

ションとなっていますが、実態は両者ペアでの申請がほとんどです。現在は地球温暖化  

防止活動事業への申請は自由になっておりますが、両事業ペアとして申請を受け付ける 

べきであるとの議論がありますのでそれを検討してまいります。 

 (5) 個人のＣＯ２削減の見える化について 

  オンライン通販「切手ＳＨＯＰ」でのカーボンオフセットはがき１００枚以上購入者に

対して削減量のマイページ記録を行いましたが、今後とも個人のエコ活動の見える化の 

ためのプログラムを、進めていきたいと考えます。 

(6) オフセット葉書販売の促進 

  昨年は、個人ユーザーの需要を考慮し、インクジェット用の葉書を販売の中心としまし

たが、より大量の購入が期待できることから、企業が印刷業者に活版印刷等を発注する  

ための用紙の販売の必要性についても検討していただきたいと考えます。 
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２ ２ ２ ２ 平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度カーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセット年賀寄附金申請及年賀寄附金申請及年賀寄附金申請及年賀寄附金申請及びびびび配分状況 配分状況 配分状況 配分状況 

 

平成２２年度カーボンオフセット年賀寄附金配分申請は、平成２１年１０月１日～

１１月３０日の２か月間にわたり受付けを行いました。申請及び配分状況は以下のと

おりです。 

（1）排出権取得・償却（無効化）事業助成プログラム  

単位:件数（件）、申請額、配分額（万円） 

※ マッチング寄附については、皆さまからお預かりした寄附金とは別に、郵便事業株式会社
が拠出するものです。 

※ 寄附金にはゆうちょ銀行ＪＰバンクカードの交換による寄附金（8,825 円）を含みます。 

                      

        単位:件数（件）、申請額、配分額（万円） 

 

(2) 地球温暖化防止活動助成プログラム（郵便事業株式会社が拠出する寄附金） 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請 配分 

  
件数 金額 件数 金額 

寄附金 マッチング寄附 

平成２２年度 22 50,772 19 15,650 7,743 7,907 

申請 配分 

  
件数 金額 件数 金額 

寄附金 マッチング寄附 

平成２１年度 20 55,128 12 15,141 7,511 7,630 

平成２０年度 3 97,000 3 14,985 7,464 7,521 

申請 配分  

件数 金額 件数 金額 

平成２２年度 22 7,366 18 3,800 

平成２１年度 20 5,756 12 3,990 

平成２０年度 3 1,500 3 1,500 

（参考）ＣＤＭ排出権取得・償却事業 

単位：件数（件）、申請額（千円） 
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３ ３ ３ ３ 排出権取得排出権取得排出権取得排出権取得・・・・償却償却償却償却（（（（無効化無効化無効化無効化））））事業助成事業助成事業助成事業助成プログラムプログラムプログラムプログラム進捗状況 進捗状況 進捗状況 進捗状況 

平成２２年度カーボン年賀寄附金額（１億５，６５０万円）によりＣＤＭ及びＪ

－ＶＥＲプロジェクトの排出権（Ｐ．５６リスト参照）を取得し、償却を目的とし

て、政府管理口座へ移転する予定です。  

    

４ ４ ４ ４ カーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセット年賀寄附金関係委員会 年賀寄附金関係委員会 年賀寄附金関係委員会 年賀寄附金関係委員会 

  カーボンオフセット年賀寄附金審査委員（評価委員兼務） 

 

（平成２２年５月現在：五十音順、敬称略） 

委員長 平石 尹彦 財団法人地球環境戦略研究機関（ＩＧＥＳ）上級コンサルタント 

明日香壽川 東北大学東北アジア研究センター教授 

魚住 隆太 ＫＰＭＧあずさサステナビリティ株式会社代表取締役 

亀山 康子 独立行政法人国立環境研究所地球環境研究センター主任研究員 

委員 

三橋 規宏 千葉商科大学政策情報学部教授 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 51 - 

５ ５ ５ ５ 配分事業配分事業配分事業配分事業のののの流流流流れ れ れ れ 

 
   申請受付期間        

平成 21 年 10 月 1 日    
～11 月 30 日 

 
 
 
 
 

 
平成 21 年 12 月～      

 平成 22 年 3 月中旬 
 
 
 
 
 
 
 

平成 22 年 3 月中旬～    
5 月下旬 

 
 
 

平成 22 年 5 月下旬     
 

 
  

平成 22 年 6 月下旬     
 
 

平成 22 年 6 月～           
平成 23 年 3 月 

 
 
 

平成 22 年 6 月末日～    
平成 23 年 3 月 

 
 

配分事業完了月の翌月末   
 
 
 

平成 23 年 8 月             
 
 
 
 

平成 23 年 10 月頃          
 
 

 
 
※ 太線枠で囲んである事柄は、団体で行っていただくものです。 

申請手続 

① 配分申請事業の検討・配分申請書の作成 

・大臣又は都道府県知事の意見書の入手 
   （地球温暖化防止活動事業助成には必要ありません） 
② 配分申請書の提出 

③ 受付確認はがきの受領 

審  査 

① 申請書類チェック・適格性審査 

② 審査委員内容審査・審査委員会 

③ 郵便事業株式会社決定 

自己評価書の提出 

実施計画書の提出 

配分事業の実施 

事業完了報告書の提出 

評  価 

① 実地監査 

② ヒアリング評価予定 

総務省への認可申請・総務大臣から認可 

（地球温暖化防止活動事業助成は認可の対象ではありません） 

配分団体の決定通知 

寄附金の配分 
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６ 配分決定事業別リスト 

 

（都道府県・申請受付番号順） 
 
 
 
 
 
  ※  事業概要は申請団体の年賀寄附金配分申請書に記載された内容を事務局において

冊子用にまとめたものです。 

     なお、団体名、事業概要等の公表につきましては、申請の際の条件としていたもの

です。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



（ （（（
1
0
1
01
0
1
0
）
 

）
 
）
 

）
 
地
球
環
境

地
球
環
境

地
球
環
境

地
球
環
境
の ののの
保
全

保
全
保
全

保
全
（ （（（
本
邦

本
邦
本
邦

本
邦
と ととと
本
邦
以
外

本
邦
以
外

本
邦
以
外

本
邦
以
外
の ののの
地
球

地
球
地
球

地
球
に
ま
た
が
っ
て

に
ま
た
が
っ
て

に
ま
た
が
っ
て

に
ま
た
が
っ
て
広
範

広
範
広
範

広
範
か
つ

か
つ
か
つ

か
つ
大
規
模

大
規
模

大
規
模

大
規
模
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ず
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境
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境

環
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保
全

保
全
保
全

保
全
を
い
う

を
い
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を
い
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を
い
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図 図図図
る
た
め
に

る
た
め
に

る
た
め
に

る
た
め
に
行 行行行
う ううう
事
業

事
業
事
業

事
業

N
o
N
oN
o
N
o
. ...

都
道
府
県

団
体
名
称

事
業
名
称

配
分
額

都
道
府
県

団
体
名
称

事
業
名
称

配
分
額

都
道
府
県

団
体
名
称

事
業
名
称

配
分
額

都
道
府
県

団
体
名
称

事
業
名
称

配
分
額
( (((
円 円円円
) )))

0
0
0
0
1

北
海
道

公
益
財
団
法
人
 
 
北
海
道
環
境
財
団

森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
五
味
温
泉
等
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
事
業
」
（
J
-
V
E
R
）

２
．
内
容

　
　
化
石
燃
料
か
ら
未
利
用
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
へ
の
ボ
イ
ラ
ー
代
替
事
業
（
北
海
道
）

3
,
1
5
0
,
0
0
0

0
0
0
1
2

北
海
道

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
札
幌
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
サ
ミ
ッ
ト
の
森
　
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
T
a
m
i
l
 
N
a
d
u
 
N
e
w
s
p
r
i
n
t
 
a
n
d
 
P
a
p
e
r
 
社
 
6
.
7
5
M
W
 
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
T
a
m
i
l
 
N
a
d
u
州
内
に
7
基
の
風
力
発
電
機
の
設
置
と
風
力
発
電
事
業
（
イ
ン
ド
）

7
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
7

宮
城
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
会
議
所
東
北

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
中
国
・
福
建
省
に
お
け
る
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
化
石
燃
料
を
利
用
し
な
い
こ
と
に
よ
る
風
力
発
電
事
業
（
中
国
）

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
住
友
林
業
株
式
会
社
社
有
林
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
（
宮
崎
事
業
区
山
瀬
地
区
）
」
（
J
-
V
E
R
）

２
．
内
容

　
　
人
工
林
ゾ
ー
ニ
ン
グ
と
間
伐
施
業
・
皆
伐
施
業
に
お
け
る
森
林
経
営
事
業
（
宮
崎
県
）

6
,
3
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
5

埼
玉
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
ア
イ
フ
ォ
ー
ム
・
ジ
ャ
パ
ン

Ｏ
Ｍ
Ｒ
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
B
r
a
c
o
 
N
o
r
t
e
 
I
V
 
S
m
a
l
l
 
H
y
d
r
o
 
P
l
a
n
t
」
（
C
E
R
)

２
．
内
容

　
　
B
r
a
c
o
 
N
o
r
t
e
川
に
お
け
る
1
4
.
0
0
M
W
の
流
れ
込
み
式
小
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

1
2
,
1
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
0

埼
玉
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉

Ｃ
Ｄ
Ｍ
排
出
権
取
得
・
償
却
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
Y
u
t
a
n
 
H
y
d
r
o
e
l
e
c
t
r
i
c
 
P
r
o
j
e
c
t
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
湖
北
省
潜
江
市
F
e
n
g
j
i
a
地
区
に
お
け
る
A
'
P
e
n
g
 
J
i
a
n
g
河
の
下
流
で
の
1
6
M
W
小
規
模
水
力
発
電
事
業
（
中
国
）

1
0
,
0
5
0
,
0
0
0

0
0
0
0
3

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所

環
境
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所
　
Ｊ
－
Ｖ
Ｅ
Ｒ
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
北
海
道
４
町
連
携
に
よ
る
間
伐
促
進
型
森
林
づ
く
り
事
業
」
（
J
-
V
E
R
）

２
．
内
容

　
　
北
海
道
４
町
連
携
に
よ
る
森
林
経
営
活
動
に
よ
る
間
伐
推
進
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
北
海
道
）

2
,
3
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
4

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
Ｄ
ａ
ｙ

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
C
A
M
I
L
 
I
t
a
q
u
i
 
B
i
o
m
a
s
s
 
E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
 
G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
 
P
r
o
j
e
c
t
」
（
C
E
R
)

２
．
内
容

　
　
C
A
M
I
L
か
ら
発
生
す
る
籾
殻
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

1
2
,
1
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
6

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
「
街
角
に
音
楽
を
」

水
力
発
電
活
用
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
G
a
r
g
a
n
t
a
 
d
a
 
J
a
r
a
r
a
c
a
 
S
m
a
l
l
 
H
y
d
r
o
e
l
e
c
t
r
i
c
 
P
o
w
e
r
 
P
l
a
n
t
」
（
C
E
R
)

２
．
内
容

　
　
マ
ッ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
州
に
お
け
る
2
9
.
3
M
W
小
規
模
水
力
発
電
事
業
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

1
0
,
0
5
0
,
0
0
0

0
0
0
0
8

東
京
都

特
例
民
法
法
人
 
 
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会

中
国
・
福
建
省
に
お
け
る
風
力
発
電
事
業
か
ら
創
出
さ
れ
る
排
出
権
に
よ

る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
中
国
・
福
建
省
に
お
け
る
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
化
石
燃
料
を
利
用
し
な
い
こ
と
に
よ
る
風
力
発
電
事
業
（
中
国
）

2
,
8
3
5
,
0
0
0

注
意
：
以
下
を
含
む
審
査
済
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
か
ら
順
次
取
得
・
償
却
を
行
い
、
終
了
後
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
内
容
を
公
表
い
た
し
ま
す
。

概
要

概
要
概
要

概
要
（ （（（
排
出
権
取
得

排
出
権
取
得

排
出
権
取
得

排
出
権
取
得
・ ・・・
償
却
予
定
例

償
却
予
定
例

償
却
予
定
例

償
却
予
定
例
） ）））

-
 5

3
 -



0
0
0
0
9

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
富
士
山
測
候
所
を
活
用
す
る
会

富
士
山
測
候
所
を
温
室
効
果
ガ
ス
通
年
観
測
施
設
と
す
る
た
め
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
・
イ
ン
フ
ラ
構
築
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
7
.
5
M
W
 
w
i
n
d
 
f
a
r
m
 
o
f
 
R
E
I
 
A
g
r
o
 
L
t
d
.
 
A
t
 
S
o
d
a
 
v
i
l
l
a
g
e
 
i
n
 
t
h
e
 
s
t
a
t
e
 
o
f
 
R
a
j
a
s
t
h
a
n
,
 
I
n
d
i
a
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
7
.
5
M
W
規
模
の
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
事
業
（
イ
ン
ド
）

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
徳
島
県
那
賀
郡
那
賀
町
に
お
け
る
森
林
吸
収
源
事
業
」
（
J
-
V
E
R
）

２
．
内
容

　
　
森
林
計
画
に
基
づ
き
森
林
1
2
8
.
8
H
A
の
間
伐
実
施
事
業
（
徳
島
県
）

8
,
0
2
0
,
0
0
0

0
0
0
1
1

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
文
明
２
１

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
住
友
林
業
株
式
会
社
　
社
有
林
　
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
（
宮
崎
事
業
区
山
瀬
地
区
）
」
（
J
-
V
E
R
）

２
．
内
容

　
　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
促
進
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
宮
崎
県
）

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
ペ
ル
ー
に
お
け
る
サ
ン
タ
ロ
サ
小
規
模
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
サ
ン
タ
ロ
サ
に
お
け
る
灌
漑
給
水
設
備
と
し
て
4
.
1
M
W
の
小
規
模
水
力
発
電
事
業
（
ペ
ル
ー
）

1
0
,
0
5
0
,
0
0
0

0
0
0
1
3

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
日
本
気
候
政
策
セ
ン
タ
ー

グ
ア
テ
マ
ラ
　
エ
ル
カ
ナ
ダ
　
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
創
出
さ
れ

る
排
出
権
の
取
得
・
償
却
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
グ
ア
テ
マ
ラ
　
エ
ル
カ
ナ
ダ
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
S
a
m
a
l
a
 
川
に
お
け
る
最
大
出
力
4
3
M
W
の
流
れ
込
み
式
水
力
発
電
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
グ
ア
テ
マ
ラ
）

1
4
,
0
0
5
,
0
0
0

0
0
0
1
5

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
H
y
d
r
o
n
e
t
 
E
n
e
r
g
y

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
B
u
n
d
l
e
d
 
W
i
n
d
 
P
o
w
e
r
 
p
r
o
j
e
c
t
 
i
n
 
T
a
m
i
l
n
a
d
u
,
I
n
d
i
a
 
c
o
-
o
r
d
i
n
a
t
e
d
 
b
y
 
t
h
e
 
T
a
m
i
l
N
a
d
u
 
S
p
i
n
n
i
n
g
 
M
i
l
l
s
 
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
T
a
m
i
l
n
a
d
u
州
３
カ
所
に
お
け
る
風
力
発
電
事
業
（
イ
ン
ド
）

8
,
0
2
0
,
0
0
0

0
0
0
1
6

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
ベ
テ
ラ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
B
r
a
c
o
 
N
o
r
t
e
 
I
V
 
S
m
a
l
l
 
H
y
d
r
o
 
P
l
a
n
t
」
（
C
E
R
)

２
．
内
容

　
　
B
r
a
c
o
 
N
o
r
t
e
川
に
お
け
る
1
4
.
0
0
M
W
の
流
れ
込
み
式
小
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

1
2
,
1
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
7

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
循
環
型
社
会
研
究
会

循
環
研
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
C
A
M
I
L
 
I
t
a
q
u
i
 
B
i
o
m
a
s
s
 
E
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y
 
G
e
n
e
r
a
t
i
o
n
 
P
r
o
j
e
t
」
（
C
E
R
)

２
．
内
容

　
　
C
A
M
I
L
か
ら
発
生
す
る
籾
殻
を
利
用
し
た
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
ブ
ラ
ジ
ル
）

1
2
,
1
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
2

長
野
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
森
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究
所

２
０
１
０
年
Ｃ
Ｄ
Ｍ
排
出
権
取
得
・
償
却
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
住
友
林
業
株
式
会
社
　
社
有
林
　
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ⅰ
（
宮
崎
事
業
区
山
瀬
地
区
）
」
（
J
-
V
E
R
）

２
．
内
容

　
　
持
続
可
能
な
森
林
経
営
促
進
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
宮
崎
県
）

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
お
け
る
エ
ス
ペ
ラ
ン
ザ
小
規
模
水
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
お
け
る
1
2
.
7
M
W
の
小
規
模
水
力
発
電
事
業
（
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
）

1
0
,
0
5
0
,
0
0
0

0
0
0
1
4

静
岡
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
縄
文
楽
校

縄
文
楽
校
「
命
の
共
室
」
事
業
　
地
球
温
暖
化
防
止
推
進
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
T
a
m
i
l
 
N
a
d
u
 
N
e
w
s
p
r
i
n
t
 
a
n
d
 
P
a
p
e
r
 
社
　
6
.
7
5
M
W
 
風
力
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
T
a
m
i
l
 
N
a
d
u
州
内
に
7
基
の
風
力
発
電
機
の
設
置
と
風
力
発
電
事
業
（
イ
ン
ド
）

7
,
0
0
0
,
0
0
0

-
 5

4
 -



0
0
0
1
9

愛
媛
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
え
ひ
め
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
7
.
5
M
W
 
w
i
n
d
 
f
a
r
m
 
o
f
 
R
E
I
 
A
g
r
o
 
L
t
d
.
 
A
t
 
S
o
d
a
 
v
i
l
l
a
g
e
 
i
n
 
t
h
e
 
s
t
a
t
e
 
o
f
 
R
a
j
a
s
t
h
a
n
,
 
I
n
d
i
a
」
（
C
E
R
）

２
．
内
容

　
　
ラ
ジ
ャ
ス
タ
ン
州
に
お
け
る
7
.
5
M
W
規
模
の
風
力
発
電
シ
ス
テ
ム
事
業
（
イ
ン
ド
）

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
徳
島
県
那
賀
郡
那
賀
町
に
お
け
る
森
林
吸
収
源
事
業
」
（
J
-
V
E
R
）

２
．
内
容

　
　
森
林
施
業
計
画
に
基
づ
き
森
林
1
2
8
.
8
H
A
の
間
伐
実
施
事
業
（
徳
島
県
）

8
,
0
2
0
,
0
0
0

0
0
0
1
8

高
知
県

公
益
社
団
法
人
 
 
高
知
県
森
と
緑
の
会

～
山
は
川
の
生
み
の
親
～
越
知
町
黒
森
山
植
樹
事
業

【
取
得
・
償
却
す
る
排
出
権
】

１
．
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名

　
　
「
高
知
県
木
質
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
事
業
Ｂ
」
（
J
-
V
E
R
）

２
．
内
容

　
　
化
石
燃
料
か
ら
未
利
用
林
地
残
材
へ
の
ボ
イ
ラ
ー
燃
料
代
替
事
業

1
,
2
5
0
,
0
0
0

２ ２２２
　 　　　
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
事
業
助
成

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
事
業
助
成

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
事
業
助
成

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
事
業
助
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム
配
分
事
業

配
分
事
業

配
分
事
業

配
分
事
業
リ
ス
ト

リ
ス
ト

リ
ス
ト

リ
ス
ト
（ （（（
郵
便
事
業
株
式
会
社

郵
便
事
業
株
式
会
社

郵
便
事
業
株
式
会
社

郵
便
事
業
株
式
会
社
が ががが
独
自

独
自
独
自

独
自
に ににに
用
意

用
意
用
意

用
意
し
た

し
た
し
た

し
た
寄
附
金

寄
附
金

寄
附
金

寄
附
金
） ）））

N
o
N
oN
o
N
o
. ...

都
道
府
県

団
体
名
称

事
業
名
称

配
分
額

都
道
府
県

団
体
名
称

事
業
名
称

配
分
額

都
道
府
県

団
体
名
称

事
業
名
称

配
分
額

都
道
府
県

団
体
名
称

事
業
名
称

配
分
額
( (((
円 円円円
) )))

0
0
0
0
1

北
海
道

公
益
財
団
法
人
 
 
北
海
道
環
境
財
団

北
海
道
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る
北
限
の
ブ
ナ
林
再
生
・
保
全
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
3
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
2

北
海
道

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
札
幌
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
国
内
の
森
林
育
成
を
目
的
に
し
、
観
光
産
業
を
通
し
て
募
金
活
動
を
行

い
、
そ
の
集
ま
っ
た
募
金
に
て
新
規
植
栽
を
行
う
事
業

1
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
7

宮
城
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
会
議
所
東
北

低
炭
素
化
社
会
構
築
の
た
め
の
中
小
企
業
の
環
境
経
営
促
進
支
援
事
業

2
,
2
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
0

埼
玉
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
埼
玉

地
球
温
暖
化
対
策
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
創
出
の
た
め
の
太
陽
光
市
民
共
同
発
電

所
及
び
エ
コ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
推
進
事
業

3
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
3

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
研
究
所

風
倒
木
被
災
地
の
再
生
の
た
め
の
森
林
育
成
お
よ
び
一
般
生
活
者
に
向
け

た
Ｃ
Ｏ
２
森
林
吸
収
源
活
動
の
広
範
囲
普
及
啓
発
事
業

3
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
4

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
Ｄ
ａ
ｙ

２
０
代
の
若
者
に
向
け
た
森
林
教
育
の
た
め
の
植
樹
・
育
林
イ
ベ
ン
ト
及

び
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
の
実
施
事
業

2
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
6

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
「
街
角
に
音
楽
を
」

音
楽
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
通
じ
た
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
普
及
Ｗ
Ｅ
Ｂ
事

業
、
及
び
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
＆
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

を
通
じ
た
環
境
意
識
向
上
事
業
（
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
ア
ー
ト
＆

ト
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

1
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
8

東
京
都

特
例
民
法
法
人
 
 
あ
し
た
の
日
本
を
創
る
協
会

環
境
・
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
に
取
り
組
む
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
展
開
し
て
い
く
た
め
の
、
戦
略
を
話
し
合
う
事
業

1
,
0
0
0
,
0
0
0

植
樹
・
育
林
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
逗
子
に
て
土
壌
整
備
か
ら
苗
作
り
、
植
樹
を
行
い
、
月
一
回
を
目
安
に
雑
草
取
り
な
ど
の
手
入
れ
を
行
う
。
ま
た
、
地

球
温
暖
化
防
止
や
生
態
系
の
保
全
と
い
っ
た
植
林
の
意
義
や
気
候
変
動
の
危
機
を
伝
え
る
た
め
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
・
ラ
イ
ブ
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
実

行
動
と
知
識
・
動
機
の
両
方
の
向
上
を
目
指
す
。

国
の
天
然
記
念
物
で
あ
る
ブ
ナ
林
を
含
み
、
北
海
道
遺
産
と
し
て
指
定
さ
れ
た
北
海
道
の
貴
重
な
資
産
で
あ
る
北
限
の
ブ
ナ
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
ブ
ナ
苗

の
植
樹
、
ブ
ナ
林
ガ
イ
ド
の
育
成
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
エ
コ
ツ
ア
ー
、
ブ
ナ
林
保
全
意
識
向
上
の
図
る
た
め
の
講
演
会
や
講
座
を
開
催
す
る
。

○
目
的
：
ホ
テ
ル
側
（
施
設
保
有
者
）
と
宿
泊
者
側
の
双
方
が
温
暖
化
防
止
に
向
け
て
活
動
を
行
う
。
ホ
テ
ル
側
は
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
予
め
用
意
さ
れ
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
選
択
性
）
を
顧
客
に
提
供
し
、
顧
客
は
自
ら
の
Ｃ
Ｏ
２
分
を
費
用
負
担
で
オ
フ
セ
ッ
ト
を
行
う
。
○
場
所
：
募
金
箱
＋
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
什
器
を
設
置
す

る
。
○
募
金
金
額
目
安
：
一
人
当
た
り
２
０
円
を
目
標
。
○
募
金
し
た
方
の
メ
リ
ッ
ト
：
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
証
書
付
き
「
北
海
道
の
風
景
写
真
ポ
ス
ト

カ
ー
ド
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
○
ホ
テ
ル
側
の
取
組
み
義
務
：
Ｃ
Ｏ
２
の
量
と
顧
客
数
の
報
告
義
務
（
年
２
回
）
。
ホ
テ
ル
自
ら
も
任
意
の
金
額
を
募
金
す
る
。

○
募
金
の
使
途
：
北
海
道
内
の
森
林
に
植
林
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
地
域
貢
献
型
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
が
実
現
す
る
。
募
金
想
定
額
５
０
０
万
円
。
（
Ｆ

Ｓ
Ｃ
森
林
管
理
の
カ
ラ
マ
ツ
、
２
０
年
管
理
契
約
、
約
７
.
５
ｈ
ａ
、
１
５
，
０
０
０
本
の
新
規
植
林
）

①
調
査
事
業
：
省
エ
ネ
・
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
見
え
る
化
に
関
す
る
東
北
地
域
中
小
企
業
の
環
境
経
営
の
現
状
と
課
題
調
査
。
②
研
修
会
開
催
：
(
1
)
導
入
参
加
企

業
に
向
け
研
修
会
を
７
月
～
９
月
に
４
回
開
催
。
(
2
)
指
導
要
員
向
け
研
修
会
を
７
月
～
９
月
に
４
回
開
催
。
③
広
報
活
動
：
導
入
企
業
参
加
募
集
の
た
め
の

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
説
明
会
を
東
北
６
県
県
庁
所
在
地
等
で
各
１
回
開
催
。
④
活
動
記
録
及
び
成
果
報
告
：
(
1
)
作
業
日
報
の
作
成
。
(
2
)
各
種
行
事
等
の
記

録
の
取
り
ま
と
め
実
施
。
(
3
)
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
・
報
告
書
、
実
施
報
告
書
の
作
成
。
(
4
)
限
定
に
も
れ
た
中
小
企
業
に
対
し
て
は
、
無
料
相
談
窓
口
を
設
け

対
応
す
る
。

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
２
日
開
催
し
、
１
日
目
は
、
５
分
科
会
の
う
ち
２
分
科
会
の
テ
ー
マ
は
｢
①
広
め
よ
う
地
産
地
消
、
②
容
器
包
装
の
削
減
を
求
め
て
｣
と
す

る
。
参
加
者
は
、
生
活
学
校
・
生
活
会
議
の
メ
ン
バ
ー
、
一
般
市
民
等
、
１
分
科
会
各
１
０
０
名
を
予
定
。
２
日
目
は
前
日
の
ま
と
め
と
し
て
｢
地
域
社
会
で

ど
う
取
り
組
む
！
地
球
温
暖
化
防
止
（
仮
称
）
｣
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
。
参
加
者
：
５
０
０
名
を
予
定
。

一
人
一
人
の
力
を
結
集
し
て
実
現
で
き
る
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
幼
稚
園
・
保
育
園
の
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
太
陽
光
市
民
共
同
発
電
所
を

設
置
す
る
。
本
事
業
の
趣
旨
や
意
義
に
つ
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
や
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員
、
当
団
体
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
等
を
通
じ
て
埼

玉
県
内
で
広
く
普
及
啓
発
・
広
報
活
動
を
実
施
し
、
地
球
温
暖
化
防
止
及
び
再
生
可
能
な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
県
民
の
関
心
を
高
め
、
地
球
温
暖
化
対

策
の
県
民
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い
く
。
（
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
環
境
保
全
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催
」
「
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
市
民
共

同
発
電
所
設
置
の
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
）
作
成
」
）

風
倒
木
被
害
で
笹
地
下
し
て
し
ま
っ
た
土
地
へ
植
林
を
行
い
、
自
然
林
に
近
い
姿
へ
回
復
さ
せ
る
。
ま
た
、
全
国
各
地
の
一
般
市
民
を
対
象
に
森
林
ス
タ
デ
ィ

ツ
ア
ー
を
実
施
し
、
参
加
者
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
等
で
森
林
育
成
と
温
暖
化
防
止
に
つ
い
て
の
報
告
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
い
、
今
後
の
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
普
及
の
た
め

の
活
動
を
行
う
。

「
グ
リ
ー
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を
全
国
の
街
角
に
見
立
て
、
環
境
意
識
の
高
い
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
楽
曲
・
ア
ー
ト
作
品
を
地
区
ご
と
に
紹
介
、

一
曲
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
こ
と
に
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
付
与
、
フ
ァ
ン
の
コ
メ
ン
ト
昨
日
も
加
え
た
仕
組
み
を
提
案
し
、
音
楽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
通
じ
た
低

炭
素
社
会
や
環
境
意
識
の
向
上
へ
取
り
組
む
。

※
配
分
額
は
、
皆
さ
ま
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
と
そ
れ
と
同
等
額
の
郵
便
事
業
株
式
会
社
か
ら
の
寄
附
金
の
合
計
金
額
で
す
。

概
要

概
要
概
要

概
要

-
 5

5
 -



0
0
0
0
9

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
富
士
山
測
候
所
を
活
用
す
る
会

富
士
山
測
候
所
を
温
室
効
果
ガ
ス
通
年
観
測
施
設
と
す
る
た
め
の
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
イ
ン
フ
ラ
構
築
事
業

3
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
1

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
文
明
２
１

日
本
の
伝
統
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
持
続
性
の
知
恵
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
る
た
め
の
絵
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
り
事
業

1
,
5
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
3

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
日
本
気
候
政
策
セ
ン
タ
ー

途
上
国
に
対
す
る
先
進
国
の
森
林
保
全
、
植
林
支
援
事
業
を
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
の
観
点
か
ら
評
価
し
、
炭
素
排
出
量
（
吸
収
量
）
を
先
進
国
に
配

分
す
る
制
度
設
計
の
研
究
事
業

1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
5

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
Ｈ
ｙ
ｄ
ｒ
ｏ
ｎ
ｅ
ｔ
 
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

電
気
を
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
な
い
太
陽
光
に
代
替
す
る
こ
と
で
温
暖
化
ガ
ス
の

排
出
を
削
減
す
る
と
と
も
に
、
ア
フ
リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
に
夜
の
明
か
り

を
提
供
し
て
、
事
業
後
も
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出
削
減
を
継
続
し
、
加
え
て
ア
フ

リ
カ
の
子
ど
も
た
ち
に
教
育
の
機
会
を
与
え
る
事
業

3
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
6

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
環
境
ベ
テ
ラ
ン
ズ
フ
ァ
ー
ム

バ
イ
オ
マ
ス
炭
素
蓄
積
量
が
多
い
と
い
わ
れ
る
竹
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
を

最
大
化
す
る
管
理
竹
林
育
成
及
び
普
及
啓
発
事
業

1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
7

東
京
都

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
循
環
型
社
会
研
究
会

２
０
２
０
年
温
室
効
果
ガ
ス
２
５
％
削
減
の
た
め
の
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

化
事
業

1
,
9
0
0
,
0
0
0

0
0
0
0
2

長
野
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
森
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
研
究
所

長
野
県
に
お
け
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
認
知
拡
大
に
向
け
た
新
聞
社

と
連
携
す
る
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
（
長
野
県
縦
断
駅
伝
大
会
の

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
）

2
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
4

静
岡
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
縄
文
楽
校

温
暖
化
防
止
と
生
物
多
様
な
社
会
を
目
指
し
、
上
流
の
森
・
草
原
づ
く
り

と
下
流
の
湖
の
生
態
復
元
で
命
の
繋
が
り
を
理
解
・
体
験
す
る
「
共
室
」

事
業

1
,
4
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
9

愛
媛
県

特
定
非
営
利
活
動
法
人
 
 
え
ひ
め
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
自
転
車
利
用
促
進
に
よ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
と
ま
ち
づ
く
り
を

発
信
す
る
、
啓
発
イ
ベ
ン
ト
と
自
転
車
整
備
運
動

1
,
0
0
0
,
0
0
0

0
0
0
1
8

高
知
県

公
益
社
団
法
人
 
 
高
知
県
森
と
緑
の
会

高
知
県
を
代
表
す
る
清
流
・
仁
淀
川
上
流
域
の
山
の
水
源
か
ん
養
機
能
を

高
め
る
た
め
の
植
樹
事
業

2
,
4
0
0
,
0
0
0

①
後
世
に
伝
え
る
べ
き
日
本
の
伝
統
社
会
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
持
続
性
の
知
恵
に
つ
い
て
は
、
８
つ
の
知
恵
と
し
て
取
り
ま
と
め
出
版
も
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
知
恵
を
温
暖
化
問
題
と
関
連
付
け
な
が
ら
、
子
供
向
け
の
絵
本
と
し
て
ど
う
表
現
す
る
か
、
絵
本
に
す
る
た
め
の
ス
ト
ー
リ
ー
な
ど
具
体
的
な
絵
本
構

想
を
企
画
グ
ル
ー
プ
で
検
討
す
る
。
②
試
作
品
作
成
。
③
実
際
に
試
作
品
を
使
用
。
④
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
。
⑤
試
作
の
使
用
結
果
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
結
果
を

反
映
さ
せ
、
絵
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
完
成
さ
せ
、
事
業
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
企
画
を
行
う
。

気
象
条
件
の
厳
し
い
冬
季
の
無
人
観
測
を
可
能
に
す
る
た
め
、
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
と
バ
ッ
テ
リ
ー
に
よ
る
電
力
供
給
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
さ
ら
に
雷

対
策
と
遠
隔
操
作
シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
シ
ス
テ
ム
を
確
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
通
年
観
測
の
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
の
整
備

を
行
う
。

平
成
２
０
年
度
、
研
究
者
・
実
務
家
に
よ
っ
て
共
同
研
究
し
た
植
林
Ｃ
Ｄ
Ｍ
の
現
状
と
課
題
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
京
都
議
定
書
を
前
提
と
す
る
現
行
Ｃ
Ｄ
Ｍ

の
修
正
拡
大
制
度
の
設
計
、
お
よ
び
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
も
と
で
京
都
議
定
書
と
は
別
に
議
論
さ
れ
て
い
る
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
（
森
林
減
少
、
劣
化
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
削
減
－
新
規
植
林
お
よ
び
再
植
林
）
事
業
や
森
林
保
全
事
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
炭
素
吸
収
効
果
を
炭
素
排
出
量
と
し
て
評
価
し
、
こ
れ
ら
の
事
業
に

支
援
を
行
っ
た
先
進
国
に
対
し
て
、
排
出
量
を
配
分
す
る
新
た
な
制
度
の
設
計
を
行
い
、
提
案
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
は
研
究

者
・
実
務
家
か
ら
な
り
、
実
務
家
を
増
や
す
ほ
か
は
２
０
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
、
合
計
１
０
名
前
後
の
予
定
で
あ
る
。
外
国
人
メ
ン
バ
ー
は
費
用
の

都
合
で
考
慮
し
な
い
。
研
究
会
を
６
回
開
催
し
、
進
捗
内
容
・
成
果
を
外
部
へ
発
表
す
る
。

流
域
市
町
村
の
一
つ
で
あ
る
高
岡
郡
越
知
町
が
、
皆
伐
・
皆
伐
予
定
地
２
４
ｈ
ａ
を
購
入
し
た
。
そ
の
う
ち
２
ｈ
ａ
を
植
樹
す
る
。
落
葉
広
葉
樹
は
１
，
６
０

０
本
／
ｈ
ａ
と
し
、
秋
と
春
で
合
計
３
，
２
０
０
本
を
植
栽
す
る
。
植
樹
は
、
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
員
を
中
心
に
実
施
す
る
が
、
一
般
公
募
に
よ
る
参
加
者

も
募
る
。
植
樹
の
た
め
の
地
拵
え
等
環
境
整
備
は
委
託
し
て
速
効
性
を
高
め
る
。
森
－
川
－
海
を
つ
な
ぐ
事
業
と
し
て
、
ア
ユ
の
豊
か
な
川
の
再
生
を
願
う
内

水
面
漁
業
協
同
組
合
が
行
う
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
に
も
取
材
を
要
請
し
、
世
間
の
関
心
を
集
め
ら
れ
る
よ
う
広
報
活
動
に

取
り
組
む
。

２
０
１
０
年
１
１
月
に
長
野
県
内
で
開
催
さ
れ
る
、
長
野
県
縦
断
駅
伝
大
会
で
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
オ
フ
セ
ッ
ト
し
、
そ
の
オ
フ
セ
ッ
ト
の
仕
組
み
を
認
証

化
さ
せ
る
事
業
。
ま
た
、
大
会
当
日
に
は
オ
フ
セ
ッ
ト
商
品
を
数
多
く
紹
介
し
、
オ
フ
セ
ッ
ト
事
業
に
つ
い
て
の
目
的
や
内
容
告
知
等
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
に
て
情
報

発
信
し
、
多
く
の
人
々
の
カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
の
認
知
拡
大
に
貢
献
す
る
。

放
置
竹
林
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
竹
炭
や
竹
酢
液
な
ど
燃
料
、
活
性
炭
、
防
虫
や
土
壌
改
良
剤
と
し
て
有
効
活
用
で
き
る
竹
を
積
極
的
な
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
資

源
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
、
本
年
度
は
 
①
成
長
が
木
材
よ
り
早
い
竹
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
を
測
定
す
る
。
②
放
置
竹
林
を
基
準
に
管
理
竹
林
の
Ｃ
Ｏ
２
吸
収

量
増
大
効
果
を
検
証
す
る
。
③
Ｃ
Ｏ
２
吸
収
量
を
最
大
化
に
す
る
管
理
竹
林
の
設
計
を
行
う
。
④
一
般
市
民
の
竹
林
に
対
す
る
関
心
を
喚
起
す
る
た
め
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
す
る
。
⑤
研
究
結
果
は
竹
林
関
係
者
へ
の
理
解
を
喚
起
す
る
だ
け
で
な
く
規
模
拡
大
の
た
め
に
現
場
指
導
で
の
普
及
啓
発
活
動
を
行
う
。

①
事
例
研
究
：
低
炭
素
社
会
構
築
を
め
ざ
し
た
先
進
事
例
を
広
く
収
集
・
検
討
し
、
有
効
な
技
術
・
シ
ス
テ
ム
を
整
理
す
る
。
②
要
件
研
究
：
低
炭
素
型
の
資

源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
を
含
む
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
要
件
を
検
討
す
る
。
③
シ
ナ
リ
オ
研
究
：
脱
石
油
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
開
発
普
及
を
目
標

に
２
５
％
削
減
シ
ナ
リ
オ
を
作
成
す
る
。
④
フ
ィ
ー
ル
ド
展
開
：
上
記
研
究
成
果
を
活
用
し
、
実
際
に
地
域
の
低
炭
素
化
・
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
化
を
図
る
。

東
京
都
中
央
区
の
環
境
区
民
会
議
に
参
加
し
、
行
政
、
事
業
者
、
商
店
街
等
と
連
携
し
て
日
本
・
東
京
の
真
ん
中
か
ら
の
低
炭
素
化
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

地
方
（
候
補
：
山
梨
県
北
社
市
、
千
葉
県
鴨
川
市
等
）
へ
の
展
開
を
目
指
し
ま
す
。

○
４
月
～
５
月
草
原
の
共
室
：
絶
滅
危
惧
植
物
の
ナ
ガ
ボ
ナ
ツ
ハ
ゼ
の
保
護
と
育
苗
の
実
践
（
学
習
会
と
苗
床
づ
く
り
）
。
○
４
月
～
１
２
月
里
山
の
共
室
：

湧
水
を
活
用
し
た
冬
水
田
ん
ぼ
の
古
代
米
づ
く
り
を
１
年
を
通
じ
て
学
ぶ
。
○
７
月
、
８
月
：
湖
の
共
室
：
佐
鳴
湖
の
シ
ジ
ミ
実
験
所
づ
く
り
（
シ
ジ
ミ
生
息

床
に
必
須
の
砂
を
入
れ
る
こ
と
で
斃
死
を
回
避
で
き
る
）
．
○
８
月
森
～
湖
を
結
ぶ
、
い
の
ち
の
つ
な
が
り
を
学
ぶ
エ
コ
ツ
ア
ー
。
○
１
０
月
森
の
共
室
：
上

流
域
の
学
校
な
ど
で
の
植
樹
イ
ベ
ン
ト
。
○
１
月
楽
校
シ
ョ
ッ
プ
づ
く
り
：
自
然
を
生
か
す
も
の
づ
く
り
を
紹
介
、
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
づ
く
り
。
○
２
月
～

３
月
自
然
を
生
か
す
も
の
づ
く
り
教
室
（
石
、
木
工
、
土
器
、
つ
る
か
ご
な
ど
）
。

１
：
「
ま
つ
や
ま
マ
イ
・
チ
ャ
リ
・
フ
ェ
ス
タ
」
の
開
催
。
①
「
マ
イ
・
チ
ャ
リ
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
運
動
」
自
転
車
の
整
備
の
コ
ツ
を
身
に
付
け
、
整
備

後
に
特
製
シ
ー
ル
を
貼
る
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
放
置
等
を
防
ぐ
と
同
時
に
自
転
車
利
用
を
促
し
、
個
々
人
が
自
転
車
の
廃
棄
や
自
動
車
の
利
用
に
よ
っ
て
排
出

す
る
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
し
、
温
暖
化
を
防
止
す
る
意
識
を
共
有
す
る
。
②
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
自
転
車
で
夢
に
向
か
っ
て
走
る
！
（
仮
題
）
」
③
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
マ
イ
チ
ャ
リ
、
ま
ち
な
み
、
し
ま
な
み
を
ゆ
く
！
」
④
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
ま
ち
な
み
・
し
ま
な
み
自
転
車
の
達
人
」
（
仮
）
の
制
作
。
２
：

「
マ
イ
・
チ
ャ
リ
・
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
運
動
」
の
大
学
版
を
実
施
。
市
内
の
２
大
学
と
協
働
し
て
実
施
を
行
う
。

ア
フ
リ
カ
諸
国
大
使
や
専
門
事
業
者
そ
し
て
東
京
大
学
大
学
院
生
が
温
暖
化
対
策
の
重
要
性
・
緊
急
性
を
訴
え
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般
国
民
へ
の
周
知
を
行
っ

た
。
ま
た
、
当
日
は
会
場
の
電
源
を
消
灯
す
る
代
わ
り
に
太
陽
光
発
電
ラ
ン
プ
を
点
灯
し
イ
ベ
ン
ト
中
に
も
Ｃ
Ｏ
２
を
実
際
に
削
減
、
加
え
て
イ
ベ
ン
ト
で
使

用
し
た
ラ
ン
プ
を
ア
フ
リ
カ
未
電
化
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
贈
す
る
こ
と
で
今
後
も
灯
油
ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
削
減
す
る
。

-
 5

6
 -
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Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ 平成平成平成平成２２２２２２２２年度動物愛護寄附金配分事業 年度動物愛護寄附金配分事業 年度動物愛護寄附金配分事業 年度動物愛護寄附金配分事業 
    

        郵便事業株式会社では、動物愛護週間制定６０周年を迎える記念として特殊切手「動物愛護週間

制定６０周年記念」を平成２１年９月１８日に発行し、平成２２年３月１７日まで販売しました。

販売価格５５円のうち５円を寄附金とし、１，０００万枚発行いたしました。 

皆さまより寄せられた寄附金を「お年玉付郵便葉書等に関する法律」（昭和２４年１１月１４日

法律第２２４号）に基づき、郵便事業株式会社がお預かりし、総務大臣の認可を得て、社会福祉の

増進を目的とする動物と関わる事業を行う非営利団体に助成します。 

平成２２年３月 1日（月）～同年４月３０日（金）まで公募受付を行い、合計６５件の申請があ

りました。今後、社外有識者による審査（審査委員会）、郵便事業株式会社決定、総務省への認可

申請、総務大臣認可を経て、本年７月末には配分団体等が決定する予定です（事業完了は平成２２

年度中となります。）。 

 

１ １ １ １ 配分対象団体 配分対象団体 配分対象団体 配分対象団体 

        営利を目的としない、公益の増進に寄与する、法人格を持つ次の団体とします。 

(1) 社会福祉法人 

(2) 特例社団法人 

(3) 特例財団法人 

(4) 公益社団法人 

(5) 公益財団法人 

(6) 特定非営利活動法人 

 

２ ２ ２ ２ 配分対象事業配分対象事業配分対象事業配分対象事業のののの分野分野分野分野について について について について 

        動物愛護寄附金配分による助成は、公益活動を行う団体の福祉・人材育成・普及啓発・調査研究

等の事業分野に対し行われます。申請可能な金額は１件あたり上限５００万円です。 

 

        「お年玉付郵便葉書等に関する法律」により定められた１０の分野の事業のうち、次の４の分野

において動物との関わりを持つ事業を対象とします。 

(1) 社会福祉の増進を目的とする事業 

(2) 風水害、震災等非常災害による被災者の救助又はこれらの災害の予防を行う事業 

(3) 青少年の健全な育成のための社会教育を行う事業 

(4) 地球環境の保全（本邦と本邦以外の地域にまたがつて広範囲かつ大規模に生ずる環境の変化に係

る環境の保全をいう。）を図るために行う事業 

 

３ ３ ３ ３ 助成対象事業助成対象事業助成対象事業助成対象事業のののの内容例 内容例 内容例 内容例 

        なお、次のような事業が対象事業の事例と考えられますが、これらに限るものではありません。 

 (1) 動物愛護管理に関する各種普及啓発活動 

   例：リーフレット・ポスター等の作成、動物の飼い方教室や適正飼養等講習会・講演会等開催、 

     動物愛護管理に関する普及啓発（適正飼養推進により危害を防ぎ、地域環境衛生等に資する 

ことによる地域福祉増進への寄与） 

(2) 飼い主のいない犬・猫等の収容・譲渡の推進 

   例：シェルターへの収容・飼育、適正な飼い主への譲渡推進（飼い主のいない犬・猫等を減らし、 

地域衛生環境等に資することによる地域福祉増進への寄与） 

(3) 盲導犬・介助犬等の育成普及、余生の充実等に関する事業 

   例：盲導犬・介助犬等の育成普及、生活環境等の整備、余生の充実等（よりよい介護犬の生活 

環境整備による障がい者等の社会福祉増進への寄与） 

(4) 動物の個体識別の推進 

   例：マイクロチップの個体への挿入等による個体識別装置の推進（個体識別装置推進による飼い 

主のいない犬猫等の削減等の地域福祉増進への寄与） 

(5) 災害時等における動物の救援 

   例：災害時等における適正な動物の救援を実施（動物の救援・収容等により地域環境衛生に資す 
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ることによる地域福祉増進への寄与） 

(6) 非常災害等の救助活動への動物寄与 

   例：災害にあたり動物の能力を発揮することによる救助活動の推進（非常災害時の被災者等の 

救助活動や災害予防活動への寄与） 

(7) アニマルセラピー活動 

例：動物と人間のふれあいによるセラピーに対する動物の寄与（福祉増進への寄与、青少年健

全育成への寄与） 

 (8) 飼養動物の愛護及び適正な管理を通じた野生生物の保護活動 

（野生生物への理解を通じての青少年健全育成への寄与、地球環境保全への寄与） 

 

４ ４ ４ ４ 配分事業配分事業配分事業配分事業のののの流流流流れ れ れ れ 
        
        
平成平成平成平成 22222222 年年年年 5555 月月月月～ ～ ～ ～ 

 平成 平成 平成 平成 22222222 年年年年 6666 月中旬 月中旬 月中旬 月中旬 
                                                                                                    

                                                                                                                                                
    

    
 7 7 7 7 月上旬           月上旬           月上旬           月上旬           
                                                                                        

                                                                                                        
                                                                                                                        
                                                                                                        

７７７７月中旬頃 月中旬頃 月中旬頃 月中旬頃 

                                                                                                    
    
    
                                                                                                        
                                                                                                                                                                                                    
7777 月下旬頃  月下旬頃  月下旬頃  月下旬頃  
((((郵便郵便郵便郵便でおでおでおでお知知知知らせらせらせらせ)                   )                   )                   )                   

    
    
    
    
※ ※ ※ ※ 太線太線太線太線（   ））（   ））（   ））（   ））でででで囲囲囲囲んであるんであるんであるんである事柄事柄事柄事柄はははは、、、、団体団体団体団体でででで行行行行っていただくものですっていただくものですっていただくものですっていただくものです。 。 。 。 
    

8888 月下旬迄 月下旬迄 月下旬迄 月下旬迄 

8888 月末日月末日月末日月末日～ ～ ～ ～ 
各月末日 各月末日 各月末日 各月末日 

配分事業完了月配分事業完了月配分事業完了月配分事業完了月
のののの翌月末翌月末翌月末翌月末 

8888 月月月月～ ～ ～ ～ 
平成平成平成平成 23232323 年年年年 3333 月 月 月 月 

平成平成平成平成 23232323 年年年年 8888 月 月 月 月 

下旬頃 下旬頃 下旬頃 下旬頃 

総務省総務省総務省総務省へのへのへのへの認可申請認可申請認可申請認可申請    

    

((((情報通信行政情報通信行政情報通信行政情報通信行政・・・・郵政行政郵政行政郵政行政郵政行政

審議会審議会審議会審議会・・・・答申答申答申答申) ) ) ) 

総務大臣総務大臣総務大臣総務大臣からからからから認可 認可 認可 認可 

    

配分団体配分団体配分団体配分団体のののの決定通知 決定通知 決定通知 決定通知 

 

実施計画書実施計画書実施計画書実施計画書のののの提出 提出 提出 提出 

 

配分事業配分事業配分事業配分事業のののの実施 実施 実施 実施 

 

寄附金寄附金寄附金寄附金のののの配分 配分 配分 配分 

事業完了報告書事業完了報告書事業完了報告書事業完了報告書のののの提出 提出 提出 提出 

 

ヒアリングヒアリングヒアリングヒアリング評価評価評価評価（（（（抽出抽出抽出抽出））））    

及及及及びびびび実地監査 実地監査 実地監査 実地監査 

審  査 審  査 審  査 審  査 
((((審査委員会審査委員会審査委員会審査委員会のののの審査審査審査審査、、、、郵便事郵便事郵便事郵便事

業株式会社決定業株式会社決定業株式会社決定業株式会社決定） ） ） ） 



- 59 - 

Ⅴ Ⅴ Ⅴ Ⅴ 参考 参考 参考 参考 

年賀寄附金配分事業及年賀寄附金配分事業及年賀寄附金配分事業及年賀寄附金配分事業及びびびびカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセット配分事業配分事業配分事業配分事業のののの概要 概要 概要 概要 
    

１ １ １ １ 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 
    

（（（（1111））））年賀寄附金年賀寄附金年賀寄附金年賀寄附金とは とは とは とは 

郵便事業株式会社は、国民の福祉の増進を図ることを目的として、昭和２４年(１９４９年)１２

月に初めて「寄附金付お年玉付郵便葉書」を、そして平成３年 (１９９１年)からは「寄附金付お

年玉付郵便切手」を発行しております。この事業は「お年玉付郵便葉書等に関する法律」に基づい

て行われ、今回で６１回を数え、ご購入いただいた方々の善意の浄財である寄附金は、これまでの  

累計で約４６３億円（平成２２年用として発行・付加されたものを含む。）になります。これら  

お預かりした寄附金は法律に基づき、総務大臣の認可を受けて配分を行い、寄附者の方々のご意志

の的確な反映により、社会の発展に大きく貢献しています。 

 

（（（（2222））））配分対象事業配分対象事業配分対象事業配分対象事業（（（（どのようなどのようなどのようなどのような事業分野事業分野事業分野事業分野にににに助成申請助成申請助成申請助成申請ができるのかができるのかができるのかができるのか） ） ） ） 

対象の事業分野は、「お年玉付郵便葉書等に関する法律」により１０の分野に定められています。 

団体は定款又は寄附行為に基づいて行うこれらの事業について配分申請ができます。 

１ 社会福祉の増進を目的とする事業 

２ 風水害、震災等非常災害による被災者の救助又はこれらの災害の予防を行う事業 

３ がん、結核、小児まひその他特殊な疾病の学術的研究、治療又は予防を行う事業 

４ 原子爆弾の被爆者に対する治療その他の援助を行う事業 

５ 
交通事故の発生若しくは水難に際しての人命の応急的な救助又は交通事故の発生若しくは

水難の防止を行う事業 

６ 文化財の保護を行う事業 

７ 青少年の健全な育成のための社会教育を行う事業 

８ 健康の保持増進を図るためにするスポーツの振興のための事業 

９ 開発途上にある海外の地域からの留学生又は研修生の援護を行う事業 

10 
地球環境の保全（本邦と本邦以外の地域にまたがって広範かつ大規模に生ずる環境の変化

に係る環境の保全をいう。）を図るために行う事業 

    

((((3333) ) ) ) 配分申請配分申請配分申請配分申請のできるのできるのできるのできる団体団体団体団体とは とは とは とは 

配分申請のできる団体は、社会福祉法人、更生保護法人、特例民法法人、公益社団法人、公益財

団法人、特定非営利活動法人(ＮＰＯ法人)であり、法人格を持たない団体、上記以外の法人格を持

つ団体は申請できません。 

申請には、寄附目的に係る事業を所管する大臣又は都道府県知事等の意見書の添付が必要です。 

 

((((4444) ) ) ) 配分申請事業配分申請事業配分申請事業配分申請事業について について について について 

配分申請は、活動・一般プログラム、活動・チャレンジプログラム、施設改修、機器購入、車両

購入の事業に対して行うことができます。 

活動・一般プログラムは、申請金額が５０～５００万円の比較的規模の大きな事業を対象として

おり、活動・チャレンジプログラムは、申請金額が５０万円までの比較的規模の小さな事業を対象

としています。また、施設改修、機器購入及び車両購入の申請金額の上限は５００万円です。 

活動・チャレンジプログラムは、４年までの連続年配分受給を可能としていますが、実績を出し、

かつ毎年ご申請いただいた上、審査を受けて配分決定のあることが条件となります。その他の事業

区分については、連続年配分受給はできませんが、中１年おけば配分申請が可能です。 
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２ ２ ２ ２ カーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセット年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 

    
（（（（1111））））カーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットはがきとは はがきとは はがきとは はがきとは 

平成２０年用からカーボンオフセット可能な寄附金付年賀はがき及びかもめ～る「カーボンオフ

セットはがき」を発行いたしました。寄附の目的を「温室効果ガス削減への貢献」に限定し、多く

の人々が「地球環境の保全を図るために温室効果ガスを削減する」という意思をもって寄附活動に

参加できるという世界でも類を見ない商品です。 

また、郵便事業株式会社は、「カーボンオフセット年賀」をご購入いただいたことにより皆さま   

から寄せられた寄附金額と同等額の寄附を実施いたします。 

平成２２年度カーボンオフセット年賀寄附金額は７，４６２万円（ゆうちょ銀行ＪＰバンクカー

ドの交換による寄附金８，８２５円を含む）となり、それに郵便事業会社からの同等額のマッチン

グ寄附金をあわせて、寄附金の総額は１億５，６５０万円となりました。 

この寄附金は、国連に認証された途上国における温室効果ガス削減・吸収プロジェクトであるク

リーン開発メカニズム(ＣＤＭ)から得られる排出権の取得・償却に充て(家庭等でのＣＯ２排出量

のオフセット)、京都議定書で定められた日本の温室効果ガス排出量削減目標であるマイナス６％

の達成に貢献します。 

また、平成２２年度年賀寄附金配分事業においては、国内における温室効果ガス削減・吸収プロ

ジェクトであるオフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）も助成対象とすることといたしました。 

郵便事業株式会社は、人類にとっての重要課題の一つである地球温暖化を抑制し、将来の世代に

暮らしやすい地球を引き継ぐために、この取組の重要性や社会的意義は、今後より一層高まるもの

と考えており、地球温暖化防止を含めた環境保全活動に今後も積極的に取り組んでまいります。  

 

((((2222) ) ) ) カーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセットカーボンオフセット年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 年賀寄附金配分事業 

カーボンオフセット年賀寄附金配分事業には、次の２つがあります。 

 

ア ア ア ア 排出権排出権排出権排出権のののの取得取得取得取得・・・・償却償却償却償却（（（（無効化無効化無効化無効化））））事業助成事業助成事業助成事業助成プログラムプログラムプログラムプログラム（（（（平成平成平成平成２２２２２２２２年度年賀寄附金配分事業年度年賀寄附金配分事業年度年賀寄附金配分事業年度年賀寄附金配分事業からからからから） ） ） ） 

このプログラムは、ＣＤＭプロジェクトまたはオフセット・クレジット（Ｊ－ＶＥＲ）により

発行された排出権を取得し、日本の国別登録簿（割当量講座簿）の償却口座（無効化口座）に移

転する事業です。  

また、このプログラムに申請を行う団体は、次の(イ)のプログラムにも申請を行うことができ

ます。 

イ イ イ イ 地球温暖化防止活動事業助成地球温暖化防止活動事業助成地球温暖化防止活動事業助成地球温暖化防止活動事業助成プログラムプログラムプログラムプログラム（（（（郵便事業株式会社郵便事業株式会社郵便事業株式会社郵便事業株式会社によるによるによるによる寄附金寄附金寄附金寄附金） ） ） ） 

このプログラムは、「カーボンオフセット年賀」で寄せられた寄附金額及びそれと同等額の寄附

金とは別に郵便事業株式会社が寄附金として用意するもので、森林育成やＣＯ２削減に結びつく

活動・啓発など、地球温暖化の防止に繋がる活動を助成するものです。申請金額の上限は５００

万円です。  

 

((((3333) ) ) ) 配分申請配分申請配分申請配分申請のできるのできるのできるのできる団体団体団体団体とは とは とは とは 

これらの配分事業に申請できる団体は、地球環境の保全に関わる事業を行う団体で公益社団法人、

公益財団法人、特例民法法人、特定非営利活動法人（ＮＰＯ法人）、のいずれかの法人格を有して

いることが条件です。 

        

    

    

    

    

    

    

    

    

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒〒〒〒１００１００１００１００－－－－８７９８ ８７９８ ８７９８ ８７９８ 東京都千代田区霞東京都千代田区霞東京都千代田区霞東京都千代田区霞がががが関関関関１１１１丁目丁目丁目丁目３３３３番番番番２２２２号号号号    

    

郵 便 事 業 株 式 会 社  経 営 企 画 部郵 便 事 業 株 式 会 社  経 営 企 画 部郵 便 事 業 株 式 会 社  経 営 企 画 部郵 便 事 業 株 式 会 社  経 営 企 画 部    

環境環境環境環境・・・・社会貢献室内 年賀寄附金事務局社会貢献室内 年賀寄附金事務局社会貢献室内 年賀寄附金事務局社会貢献室内 年賀寄附金事務局    

    

ＴＥＬ： ＴＥＬ： ＴＥＬ： ＴＥＬ： ０３０３０３０３－－－－３５０４３５０４３５０４３５０４－－－－４４０１４４０１４４０１４４０１    

ＦＡＸ： ＦＡＸ： ＦＡＸ： ＦＡＸ： ０３０３０３０３－－－－３５９２３５９２３５９２３５９２－－－－７６２０７６２０７６２０７６２０    

ＵＲＬ： ＵＲＬ： ＵＲＬ： ＵＲＬ： http://www.post.japanpost.jp/kifu/http://www.post.japanpost.jp/kifu/http://www.post.japanpost.jp/kifu/http://www.post.japanpost.jp/kifu/    

    

    

 ※ ※ ※ ※年賀寄附金事務局年賀寄附金事務局年賀寄附金事務局年賀寄附金事務局はははは助成業務助成業務助成業務助成業務をををを行行行行ううううセンターセンターセンターセンターをををを設置設置設置設置しましたしましたしましたしました。。。。    

〒〒〒〒１０５１０５１０５１０５－－－－０００１ ０００１ ０００１ ０００１ 東京都港区虎東京都港区虎東京都港区虎東京都港区虎ノノノノ門門門門１１１１－－－－１５１５１５１５－－－－１６１６１６１６    

   海洋船舶   海洋船舶   海洋船舶   海洋船舶ビルビルビルビル８８８８階階階階    

    

年賀助成事務年賀助成事務年賀助成事務年賀助成事務センターセンターセンターセンター    

    

ＴＥＬ： ＴＥＬ： ＴＥＬ： ＴＥＬ： ０３０３０３０３－－－－６８２４６８２４６８２４６８２４－－－－９８２８９８２８９８２８９８２８    

ＦＡＸ： ＦＡＸ： ＦＡＸ： ＦＡＸ： ０３０３０３０３－－－－３５０４３５０４３５０４３５０４－－－－３９３１３９３１３９３１３９３１    


